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　その夜がすべての終わりであり、始まりであった。

　──『ふむ。おまえは期待以上だな、ミゼラータ』

　──『だが私の理想には……あと一歩、届かなかったか』

　頭ず蓋がいの中で、恩人と慕したったひとの言葉が、半はん鐘しようの音のように鳴り響ひびいていた。

　悪夢のようなひと時と、その後の強制的な意識の喪そう失しつから覚かく醒せいしたミゼラータはまず、自分はなぜ血まみれなのだろうと思った。自分の真しん紅くの髪とは違う、空気にふれてどす黒くなったものが、まだ床に倒れたままの己おのれの全身にへばりついている。

　……まるで、誰かを殺してきた後のように。

「目覚めたようだな。ミゼラータ」

　絵の具箱の中から抜け出してきたかのように汚れた肢し体たいはひどく重く、声に顔を向けることすらできない。

「ああ、よすんだ。その身体に無理をさせぬほうがいい。経過は良好だが、まだ拒きよ絶ぜつ反はん応のうがある。さすがに──の皮ひ膚ふの一部だ、手なずけるのに苦労するな。幸い、おまえの身体とは相性がよかったようだが」

　意味のわからない言葉よりも、ミゼラータと呼ばれた真紅の髪の少年の目は、未いまだに霞かすむ視界の中央──投げ出した腕の先に転がっているものに釘づけだった。

　誰かの腹から引き抜いた直後のように、深紅の液体に塗まみれた剣だ。

　──おれは、誰かを殺したのか？

　──けれど一体、誰を……？

　しびれた手が、その剣を握った時の感覚を、肉に食いこむ刃やいばの手ごたえを、確かに記憶している。

「さて、ここからが重要な過程だミゼラータ。おまえには、ぜひとも絶望を覚えてもらおう」

　自分に何が起こったのか、何をしでかしたのか。混こん濁だくする記憶を探りながらどんどん恐怖にのまれていく少年をよそに、声の主ぬしは──博士は、上等のワインに酔よい痴しれたように続けた。

「いや──絶望するだけでは足りないな。おまえにはもうひとつの感情を覚えてもらわねば。気弱でやさしいおまえには難しいことかもしれないが、なに、不可能ではない。人間であるならば、いつかは会え得とくするものだ……」

　聞き慣れているはずなのになぜか別人のそれのように聞こえる声を耳にしながら、ミゼラータの意識は再び薄れ、濃い麝じや香こうに似た血の香りがする闇の中に引きずりこまれていった。
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　あなたが幸せであればいいと思っている。

　けれど本当は、この手であなたを幸せにしたいと思っていた。
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　春の夜が深まりつつある。

　墨すみをこぼしたような闇やみと灰色の霧きりが、王都ロンディニウムを朧おぼろに沈めている。

〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉本部──カールレオン城。

　その気が遠くなるほど高い天井から吊るされた、豪ごう奢しやな王冠にいろいろな神話上の魔物が絡からみついた不ぶ気き味みな意い匠しようのシャンデリアが、城内を淡あわい焰ほむら色に照らしていた。

　そして仄ほの暗ぐらい色の板壁と古風なモザイク式嵌はめ石いし細ざい工くの床に囲まれた玄関ホールは、セシアの予想以上に騒然としている。

　フランケンシュタイン博はか士せが引き起こした事態を受けて、黒と銀の衣ころもをまとう騎士たちはかつてない動揺を見せていた。

「どういうことだ？　フランケンシュタイン博士は屍し体たいで運びこまれてきたはずだろう。死者が蘇よみがえったとでもいうのか？」

「否いな。いかな魔術でも死者の復活だけは不可能である」

「でも〈ファウスト〉の魔術師たちは、狂きよう博はか士せの死をちゃあんと確認してたわよ？」

「実は屍体はフランケンシュタイン博士ではなく別人だった、という推理はどうだ」

「否。センレッドが身元を確認したのである。それに、もし仮に屍体が別人だったとしても、今回のことに説明はつかない──」

　すれ違う騎士たちの敬礼を受けながらセシアが奥に向かうと、深しん紅くの絨じゆう毯たんを敷きつめた階段の手前で、なじみの顔に出くわした。

　金髪をさらりと背に流した吸きゆう血けつ鬼きだ。王国アルビオンを闇の側から守護する『夜よるの女じよ王おう』セシアと、最初に契約を結んだ魔物である。

「今、一体何がどうなっているの？　ルーシャス」

　ルーシャスはセシアが近づくと、いつもそうしているように、まずは軽く抱きしめた。

　数日ぶりの再会だったのでセシアもおとなしく身を委ゆだねたが、首筋に軽くキスされた一瞬、それもまためずらしくはない吸血鬼流の挨あい拶さつなのに硬直してしまった。

　──……駄目だな。まだ少し引きずってる。

　ひそかに唇を嚙かむ。

　先日から──正確には二番目の魔王子のせいで、異性との接触に過敏になっているのだ。昔からの知ち己きまで警戒する必要はないのにと内心自分自身を叱しつ責せきしながら、セシアはややぎこちなく身体を離す。

　心配したものの、ルーシャスに特に訝いぶかしげな様子はない。

「話はどこまで聞いていますか？　我が姫マイ・プリンセス」

「フランケンシュタイン博士の屍体が消えたことと、〈ファウスト〉本部が荒らされたことだけは。でも、詳しいことはちっとも知らないの」

　と、セシアは自分の格好を見下ろす。

　黒系のリボン飾りとレースがアクセントになったパール・ホワイトのドレスは、今こ宵よい招かれていた〈黒〉伯爵ユーディト主催の仮面舞踏会のために選んだものだ。その後の思い出したくもない騒動のせいであちこちに皺しわがついてしまった上に、銀髪の乱れもかろうじて手て櫛ぐしで直しただけで、まるでどこかで何度も転んできた後のようなありさまである。

　ルーシャスはうなずき、「まず最初に」と人さし指を立ててみせた。

「『フランケンシュタイン博士の屍体が消えた』というのは、間違ってはいませんが、正しい表現でもありません」

「妙に遠回しだけど、つまりどういうこと？」

「どうやらフランケンシュタイン博士が蘇って、〈ファウスト〉を壊かい滅めつ状態に追いこみ、研究資料の一部を奪っていったようです」

「………………は？」

　ありえない種明かしを聞かされたセシアは、思いっきり耳を疑った。







　ファウストというのは、もともとはエウローペ大陸で生まれた魔術師一族の名だ。

　現在アルビオンで活動する〈ファウスト〉と呼ばれる組織は、その魔術師一族が大陸の魔女狩りの嵐を厭いとい亡命してきたところを秘ひ密みつ裡りに政府が保護して、国内の魔術師・錬金術師・秘教学者などと合流させた、なかなかにグローバルで混こん沌とんとした頭脳集団である。

　魔術の研究には国家予算を割さいており、〈青の薔薇十字団〉は技術・情報面のサポートを彼らに負うところが多い。

　その〈ファウスト〉の研究施設が、カールレオン城の敷地内にある。中で活動している魔術師たちは、実戦経験は乏とぼしいが一級の知識と魔力を持つ者ばかりだ。

　蘇っただけでなく、そんな〈ファウスト〉本部を一人で破は壊かいするなんて──。

「──フランケンシュタイン博士って、もしかして本当は人間じゃなかったの？」

「いえ、人間です。それは屍体を検あらためた関係者全員が断言している」

「それじゃ、どうして」

「わからないから、こうして未いまだに混乱してるんですよ、我が姫マイ・プリンセス。現場にいた魔術師たちの証言によれば、本部を荒らした紳士風の男は、確かにヴィクトール＝フランケンシュタインそのひとだったとのことです。見間違いはありえないと」

　ルーシャスも肩をすくめている。

　墓場から蘇った死者が、生き血を求めて彷徨さまようようになった怪物。灰になっても再生する。──などと伝えられる吸血鬼だが、実際は、他者の血液が最も滋じ養ようになるという特殊な体質を持つ魔物というだけで、灰から蘇るなんて芸当はできない。

　セシアの契約者ウオーカーで頑がん丈じようさだけがとりえの人じん狼ろうも、ドラゴンも、妖精も、セシアの知り合いに何人かいる悪魔でさえ、一度死ねば終わりだ。その理ことわりの外にいる生き物などこの地上には存在しない。──そのはずだ。

　不可解と不思議に満ちた「魔術」というものに親しむセシアでさえ、いやだからこそ、一度死んだ人間が蘇るなんてことは不可能だと知っている。

　過去、何人の天才が死者の復活に挑んでは敗れ、あるいは悲劇を招いたことか。

　──でも……狂博士なら。

　──蘇そ生せいの術を身につけてたのかしら。

『狂博士』ヴィクトール＝フランケンシュタイン。

　魔術の研究家としても科学者としても抜きんでた、異い端たんの鬼才と呼ばれる男だから、ありえないとは言い切れない。あの悪魔も、フランケンシュタイン博士について警告の口調で示し唆さしていたではないか。

　──『ヴィクトール＝フランケンシュタイン博士が私の推測どおりの人物なら、もしかすると非常に厄やつ介かいなことになるかもしれない』

　低く響く美声で予言のように。

「──ところで、センレッドは今どうしてるの？」

　真紅の髪の契約者が案じられたので尋ねてみる。

「彼は、あの鉄血少年魔術師くんに連行されて〈ファウスト〉本部ですよ。なんでも狂博士が暴れた跡を、ひとつひとつ調べるそうで」

「そういえばアルカインもいないのね」

「今やっと気づいたんですか？　彼がいたらグレてますよ」

「いや、その、アルカインなら大丈夫だろうなと思ってたから……」

　セシアはきまり悪く言葉を濁にごした。

　ルーシャス、アルカイン、センレッド──セシアの三人の契約者の中で、メンタルな意味での不安がないのはアルカインだった。普段は世話の焼ける子供のようだが、底抜けに明るい兄貴肌だし、悩み事などを隠しておく性しよう分ぶんではないから。

　逆に今一番気がかりなのは、センレッドだが……。

「アルカインは馬鹿力を期待されて、やっぱり〈ファウスト〉に引っ張られていきましたよ」

「……わたしたちは手伝わなくていいのかしら」

「どうでしょうか。専門的な作業も多いそうですし、あまり人数ばかりいてもかえって混乱しそうなんですよね。我らが執事さんも加わると言ってましたから、僕はとりあえず一任しとこうと思いますけど」

「クレオヴィスさんが？　こっちに来てるの？」

　長い金髪を手て遊すさびに指に絡めたりしながらの吸血鬼の言葉に、セシアは最初は軽く驚き、それからなんともいえぬ安あん堵どを感じた。

　セシアたちが普段生活している屋敷──ローズグレイ・ハウスを切り盛りしてくれる執事クレオヴィスは、たいへん優秀──などという平凡な言葉でくくれる次元はとっくに飛び越えた奇き抜ばつな人物で、不思議な力も持っており、ときどきあるじであるセシアを手助けにこの城に来ては妙に活躍してくれるのだ。

　めちゃくちゃにされたという〈ファウスト〉の本部も、彼がいれば心強いだろう。

　──ということは。

　──とりあえず、わたしが今すぐしなければいけないことは……？

　口元に手をあてて考えこむセシアの肩に、ちょんと形のよい指がふれる。視線をずらすと、ルーシャスがすぐ隣に来ていた。

　今までの真面目な表情とは打って変わって、悪いた戯ずらっぽい笑顔を向けられる。

「ところで、僕にお帰りのキスはまだですか？　我が姫マイ・プリンセス」

「……あなたね、こんな時に何をのんきな」

「こんな時だからこそ、ですよ」

　らしいといえばらしいリクエストだが、不ふ謹きん慎しんだ。あきれるセシアに、ルーシャスは猫が甘えるように笑いながら、眼がん帯たいに邪魔されない左ひだり頰ほほを指さして食い下がる。

「何が起こってるのか、これから何が起ころうとしているのか……誰にもわからなくて、ちっとも落ち着かないじゃないですか。信じられるものを確かめて、ほっとしたい心境なんですよ。あなただって、実は不安でしょう？」

　妙に深い声こわ音ねでねだられると、セシアはちょっと反論に詰まった。

　ルーシャスと話しているうちに自然とおかしな緊張は解とけて、接触恐怖症じみた感覚も消えつつあったけれど、確かに穏おだやかな心地というには程遠い。

　仲間と寄り添いたいという気持ちは、わかる。セシアも、実は同じだ。

　しかし、この状況で、いつもの戯たわむれに付き合う気分になれないのも事実で。

　マゼンタ色の左目を見上げて、セシアはため息ひとつで妥だ協きようする。

「……後ででは駄目？　あちこちの様子を見てきてから」

「いいですよ。あなたが忘れなければ」

「忘れてたら思い出させて」

　まるで小さい頃のように指きりをして、セシアはひとまず吸血鬼と別れた。




　──とうに戻ってきているはずの黒衣の悪魔がどこにもいないことに気づいたのは、本部の責任者である団の総そう帥すいマザー・フレアとの協議ののち、センレッドの意外にもしっかりした様子を確かめてからだった。
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　小部屋から再び玄関ホールに戻ると、ひと頃よりも人口密度は減っていた。

「四番目のあいつか？　あのスカした黒長い悪魔ならさっきまで、二番目の××で■■な○○野郎を拘こう束そくするのに協力してくれてたぜ。ああ、それは知ってるのか。今はどこかって？　妙に辛しん気きくさいツラして『一人になれる場所を貸してくれないか』とか言いだすから、俺のほとんど使ってない執務室の鍵を渡してやったな」

　義ぎ兄けいのシリウスが青薔薇の騎士たちに指示を飛ばしていたので、隙すきを見つけて尋たずねてみると、王家とも縁ゆかりのある貴族とは思えない口の悪さで、予想もしていない答えが返ってきた。セシアは何度も瞬まばたきする。

　──一人になりたい……？

　──わいわい騒ぐのが好きなタイプじゃないから、別に変ではないけれど。

　いつも静かなラゼリオンの横顔を──次に、先刻見せつけられた、彼の悪魔としての表情を思い出すと、妙に不安な予感で胸がざわめく。

　シリウスが容よう赦しやなく罵ば倒とうした「二番目の魔王子」というのは、仮面舞踏会に紛まぎれて、セシアと彼女の部下リユシイを最低最悪のやり口で襲った悪魔のことだ。

　真ま名なをイロンシードという彼は、実弟であるラゼリオン──四番目の魔王子に半殺しという表現では生ぬるい制せい裁さいを受けはしたが、死んではいない。かといって無む罪ざい放ほう免めんにもできないので、カールレオン城で一時的に留とめ置おく運びになったのだ。

「イロ──二番目の魔王子はどこに収容されたのですか？」

「針の塔だ」

　それは最も危険な罪人を、ひとまず幽ゆう閉へいするための獄ごくだ。

　もともと魔術で厳重に守られている場所なのだが、今回は〈黒世界〉を統すべる魔王の御み子こという規格外にも程がある相手である。

「だから四番目のあいつも、結界の強化に協力してくれたぜ。黒いし長いし、おまえと仲良くしてるのが死ぬほど気に食わないが、まあまあ使える奴だな。ちょっと前までは顔を見るだけで撃ち殺したくなったもんだが、今はそうでもなくないな」

　封じるための処置には念を入れたと教えられれば、懸け念ねんのひとつが解消されて、セシアは一応の安心を得た。

　セシアに多少（？）重たい愛情をそそぐシリウスだが、彼なりに、ラゼリオンの誠実さや穏やかさを評価しつつあるらしい。

　セシアはそのことにもほっとした。

　なにしろこの銀髪の義兄と来た日には、初対面のラゼリオンを蜂はちの巣すにしようとしたので。

「とりあえず、手配が一段落したら尋問する気だ」

「尋問で、正直に答えるでしょうか。あの二番目の魔王子が」

　ラゼリオンから鉄てつ槌ついを下されても、二番目の魔王子という男はおよそ反省も後悔もしていなかった。ふてぶてしさでは類るいを見ない悪魔だ。

　とはいえ屍体が消えた今、フランケンシュタイン博士の手がかりはイロンシードのみなので、駄目もとでも、か。

「四番目にも協力させる。立ってる者は悪魔でも使えっていうからな。──セシア、おまえはこれから逢いに行くのか」

「救護所を覗のぞいてから。フランケンシュタイン博士のことで、少しお訊きしたいことがあって」

　……訊きたいことは実は他にもあるのだが、今は言わずにおいた。

「お兄様にはないのか」

「今はありません」

　思わずそっけない調子で答えてしまうと、義兄は拗すねたようだ。しまった、とセシアは内心反省する。今のは冷たすぎた。

　普段あまり逢う機会のない義兄なので、こうしてすぐ抱きしめられる距離で話せるのは、セシアだってもちろん嬉しい。

　……嬉しいのだが、それを彼女なりに表現する前にシリウスの方からがばっと抱きついてくるのが常つねなので、つい照れくさくてすげなくしてしまうのだ。血がつながっていないにもかかわらず、大事にしてもらっているのに。

　面おも映はゆさを消しきれないなりに精一杯に、セシアはシリウスの腕にしがみついてみた。……上手な甘え方というのがよくわからないので、どうもぎこちないが。

「兄様とだって、後でお話ししたいですよ」

「……そうか？」

「もちろん。フランケンシュタイン博士のことは〈青の薔薇十字団〉が一いち丸がんとなって対処しなければなりませんし。兄様にはわたしと一緒に、騎士たちの中心になっていただかないと」

「若干事務的なのが切ないが、よしとするか。じゃ、会議の時は俺の膝ひざの上に座れよ」

「…………いや、さすがにそれはちょっと」

　いつも遠慮がちな義妹いもうとがめずらしく自分からくっついてきたことに、無茶振りをしながらも、シリウスはとりあえず満足したようだ。

　不満げだった表情が、ほのかにやわらぐ。

　別れ際ぎわ、激しい戦闘中と変わらないくらい真剣な顔で、義兄は念押ししてきた。

「いいか？　あいつと二人きりになったからって、いちゃつくのは禁止だぞ。たとえ神様が許してもお兄様は許さんからな」

「いちゃつくって……。わたしがそんな恥ずかしいことをすると思ってるんですか兄様」

「わかってる。ただ、俺の最愛の妹はやさしいお姫様だからな。ほだされないとは限らない」

「今はお姫様じゃなくて『夜の女王』ですよ。──シリウス＝トゥルーナイト副ふく総そう帥すい」

　義兄を正式な肩書きで呼んで、セシアは凜りんと姿勢を正してみせる。

　過保護な義兄をなだめるためでもあり、二番目の魔王子のことはもう吹っ切れたのだとアピールする意味もあった。

　いつもの強い光を取り戻した彼女のラピスラズリ色の瞳ひとみを、シリウスはしばらくじっと見つめていたが、やがて「わかった。俺の女王陛下を信頼しよう」と笑ってうなずくと、すくいあげたセシアの手の甲へと口づけした。

「何かあったら『世界一かっこよくて紳士で無敵なお兄様助けて！』と遠慮なく呼ぶんだぞ。すぐに駆けつけて、おまえの敵の眉み間けんを撃ち抜いてやるからな」

「…………お気持ちだけいただいておきます」

　非常にさわやかな笑顔での申し出だったが、人間として超えてはいけない一線を何本またがなくてはいけないのかという内容に、セシアはさすがに頰を引きつらせた。
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〈黒〉伯爵の城で負ふ傷しようした部下、リュディヴィーヌ──リュシィはまだ治療中だというので、セシアは先にラゼリオンの様子を見ることにした。

　今は情報収集に長たけた青薔薇の騎士たちが狂博士の足取りを追っている段階で、まだセシアは待機を要よう請せいされている（英えい気きを養っておくようにともマザー・フレアに求められているが、じっとしていられない）。

　城の二階は、しんと静まり返っている。〈青の薔薇十字団〉副総帥であるシリウスの執務室に行くのは久しぶりだった。

　──『ヴィクトール＝フランケンシュタイン博士が私の推測どおりの人物なら、おそらく非常に厄やつ介かいなことになるかもしれない』

　深夜で人ひと気けのない廊下を進みながら、意味ありげな黒衣の悪魔の言葉を再び思い出す。

　──ラゼリオン様はまさか、フランケンシュタイン博士が蘇ると知っていたのか？

　──でも、だとしたら……どうしてそのことを？

　重厚な樫かし材ざいの扉を見つけたので、ノックする。

　が、予想に反して返事はない。

　訝いぶかりながら、鍵を確かめようと古ぼけた真しん鍮ちゆうの把とつ手てを──握る寸前で、セシアはぎくりと手を引っこめた。

　──冷たい!?

　まるで氷点下の野外に何時間も放置されたかのように、把手は冷えきっていた。指がかすめただけで、金属の表面に皮ひ膚ふが張りつきそうになったほどである。日没後はぐっと涼しくなる春の夜とはいえ、これは異常だ。

　──ラゼリオン様は……中に？

　尋じん常じようではないこの現象に、あの常識外の悪魔が無関係のはずがないと直感が告つげている。

「ラゼリオン様──入りますよ？」

　返事を待たずに、セシアはハンカチを巻きつけた手でもう一度把手に挑む。手のひらが冷えきってしまう前に急いで押し開けた。やはり鍵はかかっていない。室内の様子が見えた途と端たん、予想よりも厳しい冷気がセシアの頰を打った。

　今セシアが着ているのは、肌の露出があるドレスではなく、かといって騎士服でもなく──だが、いざとなればそのまま戦いに赴おもむける程度には身軽なワンピースだ。しかし春向けの素材で作られたそれでは凍え死んでしまいそうな気がした。

　脚の先がシリウスの好きな犬の脚をかたどった数々の調度も、壁を飾るオールドローズの細密画ミニアチユールも、極ごつ寒かんの中で息をひそめているかのようだ。

「──居留守を使ったはずなのだがな」

　闇の奥から、声。

　それだけは温ぬくもりがあり、うっすらと苦笑いの色を帯びていた。まるで氷のキャンドルに灯ともされた蠟ろう燭そくの火を見た心地だ。

　セシアはわずかに安心して、寒気をこらえながら言葉を返した。

「本気で居留守を使うつもりなら、鍵をかけておくべきでしたね」

「残念ながら、そこの鍵は使えないんだ。随分前に壊れたまま放置されていたようだが、あなたの兄はあまりここを利用しないのか？」

「シリウス兄様は根っからの現場型ですから。ここでおとなしく座っていたところなんて……わたしでも、二回くらいしか見たことがありません」

　その二回見たシリウスの姿よりも、大きな執務机の向こうに座るラゼリオンの姿は余程さまになっていた。

　壁際の書しよ架かを見ているので横顔だ。彼の横顔は、正面から向き合った時よりも知的で憂ゆう鬱うつなニュアンスがある。どうやら趣味の読書をしていたわけではなさそうだ。心なしか疲れているようでもある。

　──〈黒〉伯爵の城では、そこまでではなかったのに。

　セシアはリュシィの手当てのために先に飛び出し、シリウスとラゼリオンはあの二番目の魔王子を慎しん重ちように護ご送そうしてきたので、数時間ぶりの再会である。結界を張る作業とやらは、彼をしてもそれほどの力を必要としたのだろうか？

　当惑を顔の皮ひと重えの下に隠しながら、セシアは樫かし製せいの執務机の手前で足を止めた。

「まず、ひとつ聞かせてください。──居留守を使ってまで一人になりたかったのは、どうしてですか？」

「青薔薇の騎士たちに好奇の目を向けられるのは、苦手だ」

「わかります。でも……それだけではないですよね？」

　誰かが（この悪魔に近づけるのは神の微笑ほほえみの執事くらいだろうが）気を利かせたものか、暖炉前のティーテーブルにはお茶の支し度たくがしてあった。

　今はアフターディナー・ティー──夕食の後の一服や、寝る前にブランデー入りの紅茶で安らぐお茶の時間にあたる。

　が、カップに残された紅茶やころんとした可か愛わいい形のスコーンのみならず、サモワールに満たされた湯までもが凍りかけていた。

「一杯だけご馳ち走そうになった。あなたの執事に礼を伝えてもらえるか」

「……ラゼリオン様。話をそらさないでください」

「答えたくない、と言ったら？」

「質問の形を変えるだけです。あなたがわたしたちを変に避さける理由がわかるまで」

「当代の『夜の女王』は、初う心ぶかと思えば手て管くだも使う、なかなかどうして小悪魔だな。自覚がないのが厄介だが」

　露ろ骨こつな皮肉と、わざと神経を逆さか撫なでする物言いは、紳士的な彼らしくもない。こちらを怒らせて早々に会話を切り上げようとしている。普段は人あしらいの巧たくみな彼らしくないとセシアは思った。

　無性にもどかしくなり、セシアは手を伸ばす。

　せめてこちらを見て話をしてもらわないと埒らちが明かない気がしたから、ラゼリオンが頰杖をついている腕に軽くふれようとしたのだが。

「──さわるな！」

　鋭い声に打たれて、ピンで胴を貫つらぬかれた蝶ちようの標本のように動きを止めるはめになった。

　冬の洞窟のように暗く寒い室内で、セシアが本当に凍りついているのを見て、ラゼリオンは観念したように嘆たん息そくした。

「すまない。あなたの気遣いが鬱うつ陶とうしいとか、そういうわけではないんだ」

　ようやくラゼリオンの瞳がこちらに向けられた。ものみな凍りつく冬の湖を連想させるアイスグリーンの瞳は、苦悩の色で澱よどんでいる。

「実は──先刻〈黒〉伯爵の城で久々に力を多めに解放したのと、二番目のあれを封じるのに慣れない結界術に力をそそいだせいで、身体が妙にざわついてしまっている。きちんと抑えこめるまで、私にはふれないでもらえると助かる」

「……さわるだけでもまずいんですか？」

「過去、これと同じ状態になった私にふれた悪魔は、全身の血を凍らせて死にかけた」

「……！」

　セシアの表情がこわばった。それではこの室内に満ちる異常な冷気は、彼が力を制御できないせいだったのか。この力の悪影響が広がらないように、自らを隔かく離りしたのか。

　ほんの数時間前に見たばかりの光景が脳のう裡りに甦った。〈黒〉伯爵主催の仮面舞踏会の裏で起きていたこと。押し潰されそうなほどの力の気配。地の底から冥めい界かいがこの世に顕けん現げんしたかのようだった。

　──でも力を『多めに』解放した……ということは？

　あれでもまだ彼の力の全ぜん貌ぼうではないのかと思うと、セシアは驚きよう愕がくを禁じえない。

　だがラゼリオンがこうして独ひとり苦しんでいるのは、自分ゆえにだと思えば、恐怖は罪ざい悪あく感かんへと取って代わる。
















　棒立ちのまま言葉を失ったセシアをなだめるように、ラゼリオンは薄く笑ってみせた。

「ここは安心する場面だと思うが？　今のあなたにはキスもできないのだから」

「…………」

　羞しゆう恥ちよりも先に「しない」ではなく「できない」という表現が、セシアには妙に引っかかった。

　ラゼリオンが自制して「しない」のではなく、今のセシアには彼を受け止められないと暗に告げられた気分になったのだ。

　──考えすぎ……かしら。

　戸惑いと無力感と悔くやしさに似たものと寂しさが混然となって、セシアの胸の底でもやもやしている。

　この黒衣の悪魔と知り合って以来、何度か抱いた感情だが、うまく処理できない。

「私は一人でどうにかできるし、そうすることに慣れてもいる。何よりもあなたを煩わずらわせるのは御ご免めんだから──頼む。私のことはしばらく放っておいてくれ。フランケンシュタイン博士の件について知りたいのはわかるが、少しだけ待ってもらいたい。後で必ず説明するから」

「……ラゼリオン様」

　ラゼリオンは彼女の気持ちを意図的に無視しているようだ。

「さ、こんなところに長くいては疲れた身体によくないぞ。あなたは、今あなたを必要としている人間のところに行きなさい」

　彼の言うとおりにして悪いことはひとつもない。だがセシアの胸はどうにも切なく疼うずいてしまった。

「──行くんだ。あなたは部下想いの『夜の女王』だろう？」

　セシアを動かすには、どういう言葉が有効か、残酷なほど的確に理解している悪魔。つまり大人で紳士ということだが、十七歳とはいえまだ子供めいたところのあるセシアには、彼のそんな一面が寂しいもののように思えた。
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　気落ちはしたが、用事はまだまだあるので、立ち止まりはしなかった。

　負傷した青薔薇の騎士は〈ファウスト〉本部に運ばれて治療を受けるのだが、今日はそうはいかない。城内に、臨時の救きゆう護ご所しよが設せつ営えいされた。

　四頭立ての馬車で駆け上がれそうなほど幅が広く、ゆるやかな勾こう配ばいで壁に沿う階段をのぼりきって、セシアは負傷者たちを移動させた階にたどりつく。カールレオン城の中でも初期の遺い構こうで普段はあまり使われないエリアだ。

　蔓つる草くさ模様の壁板には亡ぼう国こくの荒こう城じようのように、古ぼけた斧槍ハルバードや紋章盾、黒一色の幟のぼりや旗、幾き何か学がく模様のタペストリが飾られているが、ひときわ目を引くのは一連の異様な絵画だ。

　主役は、灰かい白はい色しよくの骸がい骨こつ。

　ある作品では王様のように金ぴかの上着や外がい套とうを、ある作品では司祭の着るぞろりとした祭さい服ふくを、また別の作品では商人じみた鍔つばなし帽に短い上着をまとって、蒼あお褪ざめた顔色の人間たちにすり寄っている。

　──『うっわ、なんでぇこの趣味の悪い絵は』

　──『死しの舞ぶ踏とう、という主題の連作らしいわ』

　──『死の舞踏？　……つまり、この骸骨が死神ってことか？』

　──『そう。死はいかなる身分の人間の下もとにも平等に訪れる、という寓ぐう意い画がよ。王様の死から狂人の死まで何でもござれ。──あれはタイトルが「騎士の死」で、今まさに戦いの場に赴おもむかんとする騎士に忍び寄る死の影を、胴どう鎧よろいを着けた骸骨で表しているの。騎士の足あし許もとに転がる矢は、彼がやがて射殺されるという暗あん示じ……だったわよね？　ルーシャス』

　──『そうですよ我が姫マイ・プリンセス。あの「憂ゆう鬱うつ症しよう患者の死」というタイトルの絵の背景では、部屋の窓が開け放たれているのが、彼がいつか身投げすることの象徴であるように』

　──『……ってか趣味悪すぎだろ』

　アルカインがこの城に初めて来た日に案内してあげたら、とてつもなく厭いやそうな顔をしていたことを思い出す。

　要するに「青薔薇の騎士たちよ、死を恐るるなかれ」という意味らしいのだが、セシアもどうがんばっても好きになれない。

　陰気な『騎士の死』の絵がかけられた横の扉が、リュシィが休んでいる部屋らしい。……まったくもって、縁えん起ぎでもない。

　微妙な顔で樫の扉を開くと、とんでもない光景が目に飛びこんできた。

「──セシア様」

　びっくりした様子で振り返ったのは、メイドのお仕着せを着た──いや、今まさに着ようとしていた黒髪の佳か人じんだ。

　てっきり薬を与えられ、リネンを設しつらえたベッドで眠っているとばかり思っていたセシアは、図らずも出で歯ば亀がめまがいの真似をしてしまったことに動揺した。

「ご、ごめんなさい！　着替え中だったんですね」

「あ……はい、左さ様ようですが……お急ぎのご用事でしたら、失礼ですがこのまま」

「いえ、急ぎではないです！　まずは服を着てください」

　妖よう艶えんな肢体の美女に黒のビスチェとガーターだけの姿でいられては、いくら同性とはいえ目のやり場に困る。セシアは雪をあざむく白い肌から目をそらした。

　リュシィが古風なお仕着せ姿になったところで、セシアは少しほっとし、次にそれはそれで問題だということを思い出した。

「リュシィさん……さっき倒れたばかりなのに、そんなに急いで現場に戻らなくても」

「もう治療は終わりましたから」

「でも」

　リュシィが受けた傷と毒は〈ファウスト〉の魔術医療の専門家が綺麗さっぱり治した、という報告はセシアも先刻すでに受けている。

　だが道具でもあるまいに、だからといってすぐに酷こく使しする真似はしたくなかった。自分の騎士を。

「フランケンシュタイン博士に不ふ穏おんな動きがあったと聞きました。彼の目的が何かはわかりませんが、このままで済むとは思えません。わたしは戦力になれます。──二番目の魔王子の件ではセシア様にご迷惑をおかけしてしまいましたが……今度はお役に立ちます。今度こそ」

　殉じゆん教きよう者しやのように、一いち途ずだがどこか痛ましい瞳の強さ。セシアは気け圧おされて口ごもってしまう。

　リュシィが暗に訴えているとおり、〈青の薔薇十字団〉は魔術に素養のある者ばかりが集められた騎士団だが、戦闘に向いている者は意外と限られている。リュシィはそのうちの稀き少しような一人だ。

　頭ではわかっていてもうなずけないセシアに、黒髪の魔女は諭さとすような目をして、こう言い出した。

「セシア様は魔女戦争というものをご存知ですか？」

「魔女戦争……？　いいえ、初耳です」

「メロヴィング王国の貴族の間でひそかに行われることのある代理戦争……といえばまだましなのですが、要するに賭け事です」

　他ひ人と事ごとのように淡たん々たんとした瞳で、リュシィ。

「当主の座を巡って対立していた兄弟が、それぞれ十人ずつ集めた魔女に、殺しあいを命じる。最後まで生き残った魔女の雇い主が家を継ぎ、勝ち抜いた魔女にも自由と莫ばく大だいな金貨が与えられる……という約束でしたが」

　リュシィは口を濁したが、その先は聞かずともわかった。

　約束だったが、最後の一人もいずれ始末するつもりでいたのだろう。その貴族とやらは。所しよ詮せんは魔女だから、と。

　けれどこうしてリュシィがアルビオンに亡命しているということは──。

「お察しのとおりです。わたしは醜い争いを制して最後まで生き残り、新当主を一族もろとも手にかけました。彼がわたしの家族を処刑した異端審問官の長おさでしたから。復讐のために、わたしはあの悪魔スヴェンガリと契約し、他の十九人の魔女を……血の海に沈めて」

「……リュシィさん。もういいです」

「不快なお気持ちにさせて申し訳ありません。ただ、その時に色仕掛け……と言うと身みも蓋ふたもありませんが、男性の気を引いて隙をつくことや、痛みに慣れることも覚えましたので、このくらいの傷はなんでもないとお伝えしたかったのです」

　故国ではもっと凄せい惨さんな目に遭あってきたのだと、乾いた目が語っている。

　駄目だ──とセシアは痛烈に思った。

　こんな、無意識に死に場所を求めるような目をさせたままでは、このひとを危険な戦場には送り出せない。

「……わかりました。信じます。でもひとつだけ、わたしと約束してください。決して死ぬつもりでは戦わないと」

「……セシア様？」

　リュシィは少し驚いたようだ。琥こ珀はくと紅くれない、左右で色違いの瞳が、不意にめずらしい生き物を見つけた子供のようにみはられる。

「あなたが魔女の力でしたことは、確かに罪でしょう。でも、わたしがあなたの立場にいたら、きっと同じことをしたと思うんです。だから、気に病やむなとか、呵か責しやくを捨てろとは言いませんが……贖しよく罪ざいだといって、自分の命を粗そ末まつにしていい理由にはならないと思うんです。むしろ、自分から死にに行くなんて、勝手すぎるのではありませんか？」

　たとえば妹を、契約者ウオーカーたちを、ローズグレイ・ハウスの住人を、異端審問のように理り不ふ尽じんな理由で失ったとしたら。セシアはきっと、すべてを擲なげうってでも、殺した者を許さない。

　この王国の平安を第一に考えるべき『夜の女王』としては誤った選択だが──人殺しの連れん鎖さは悲しいだけだとか、復讐は何も生まないとかいうお題だい目もくで自分を抑えきれるとはとても思えなかった。

　自分は天使でも聖女でもないし、模も範はん的てきで理想的な『夜の女王』になれる自信などない。

　ただ、手の届く範囲にいるひとは、必ず守りたいだけで。

「だから……自分を憎んで生きるような、寂しい考え方はやめましょう？　あなたはもうわたしの騎士で、わたしの守るべき一人です。簡単に死なれては困るし、悲しすぎます」

「……セシア様」

「約束。してくれますね？」

　命を粗そ末まつにしてほしくないという願いで押し切るように、セシアは語気を強めた。

　リュシィはしばらく神妙に考えこんでいたが、やがて、はにかむような微笑みがその憂うれいに満ちた美び貌ぼうを彩いろどった。

　それからすうっと表情を引きしめて、セシアの前に跪ひざまずく。

「了解いたしました。約束を──そして、改めて忠誠を誓わせていただきます。我が女王陛下」
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　窓から月明かりが射しこむ、カールレオン城は歴代「夜の女王」の寝室ベツドルーム。

　先ほどのリュシィの病室とは異なり、ベッドと贅ぜい沢たくな調度を配した、ティターニア宮殿における「昼の女王」のそれと対をなす格式の空間だ。天てん蓋がいからライラックと薔ば薇らを刺し繡しゆうした豪華なドレープを下げたベッドには、セシアがうつぶせに横たわっている。まるで陸りく揚あげされて息絶えた魚のように。

「どうしたんですか我が姫マイ・プリンセス」

「……ちょっと人生に疲れたかもしれない」

「たまには止まればいいのにというぐらい突っ走るあなたにしては、めずらしい弱よわ音ねですね」

　やってきた金髪の吸血鬼は、意外そうに言った。

　リュシィを見舞った後で自分の主治医にとっ捕まり、しばらく前から悪くしていた右の足首を強引にチェックされたあげく、また妙に捻ひねってしまっていると指摘されたセシアは、厭いやというほど怒られながら治療を受けてきていた。

　具体的には、薔薇の花びらや各種精せい油ゆの入った風呂に叩きこまれたあと、ウィッチヘイゼルなどを使った温おん湿しつ布ぷをくどいくらい何度もあてられた。……長い長い説教つきで。

　植物の持つ癒しの力で魔の気にあてられた身を清めるのは、人間であるセシアには定期的に必要なことだし、温かい湿布はたいそう心地よかったのだけれど、変に気が抜けて、疲れがいっぺんに出てしまったのが困る。

　とりあえず、いくら昔なじみのルーシャスが相手だからといって寝たまま会話をするのは気が引けたから、セシアはゆるゆると身を起こした。

　動きの重さに、我ながらため息が出る。

「しばらく走り回れなかったから、体力が落ちてる気がする」

「ダンスの練習はしていたでしょう」

「あんなもの準備運動にもならないわよ。……やっぱり怪我でのんびり静せい養ようなんて駄目だわ。動いて治すくらいが、わたしには合ってる気がする」

　あの口の悪い主治医に聞かれたら、阿あ呆ほか馬ば鹿かか君の脳みそは筋肉かと盛大に罵ば倒とうされるに違いないが、それがセシアの正直な気持ちだった。

「ところで何しに来たのルーシャス。フランケンシュタイン博士絡みで何か新しい動きがあった？」

「狂博士の復活からまだ半日も経っていないのに、焦りすぎですよ。──僕は執事さんに頼まれて、これを」

　と、彼が古風な小テーブルの上に置いたのは、お茶とお菓子の一式だ。

「こんな時間にお茶？　もう真夜中よ」

「どうせ仮面舞踏会では、ろくに食べてこなかったんでしょう？　お腹なかぺこぺこのままじゃ、よく眠れませんよ。僕の経験では」

　朝寝と昼寝と夜寝が趣味の吸血鬼に言われると、反論できない説得力がある。

　それに茶葉と食べ物の香りに鼻び腔こうをくすぐられたら、正直なお腹はにわかに空腹を訴えてきたので、セシアはおとなしく席についた。

「胃にもたれないよう、スコーンはバター抜きのレシピにしてくれたそうですよ」

「へえ……スコーンってバターなしでも作れるのね……あ、口当たりが軽いからジャムの味が引き立っていいかも」

　すごく美お味いしい、と呟つぶやきながら熱いハーブティーと一緒にいただいていくと、悩んでいたことが胃の中に溶けて消えるような気さえした。さすが執事手ずからのメニューは不思議な力がある。お得意のハンドパワーがこめられているのかもしれない。

「──そういえば、あなたの〈黒世界〉での調査はどうだったの？」

「三日もしないうちに、とんぼ帰りでしたからね。大した収穫はありませんよ」

　向かいに座り、こってりと甘いチョコレート・ミルクティーを飲みながら、ルーシャス。

「〈黒世界〉に潜入したフランケンシュタイン博士は、一時期、誰かに匿かくまわれていたらしいことがわかったくらいです」

「誰かにって、二番目の魔王子ではないの？」

　すべての発ほつ端たん──フランケンシュタイン博士を殺してその「屍体」をこの城に持ちこんだ、二番目の魔王子。

　彼は狂博士との関係について、まだすべてを話してはいないが、なんらかのつながりがあったことだけは確かだ。

「どうも違うようなんですよね。二番目の魔王子は、そういう小細工が割合好きな性格ではあるらしいけど」

「……それは言えてるわね」

　下手に思い出せばまだ癪しやくに障さわるので、思考を「では一体誰が、フランケンシュタイン博士を匿っていたんだ？」という点に向けたところで。

「仮面舞踏会で、二番目の魔王子と何かありましたか？」

「!!」

　脇腹を突然針でつつくみたいな不意打ちの指摘に、セシアはこらえる間もなくむせた。

　……まあ先刻リュシィとさんざん件くだんの魔王子を罵ののしったあげく「許さないけど忘れましょう」という方向性に落ち着いた後だったので、早く不愉快な笑い話にしてしまうべく、セシアは正直に全部ぶちまけてしまった。

　聞き終えたルーシャスは、意外と冷静だった。

「ほう。それじゃ、あなたはもう割り切ってるんですか」

「まあ、今も殴り倒したい気持ちはあるけど……四番目の殿下がこれでもかってくらい懲こらしめてくださったし」

「じゃ、僕はちょっと行って私し刑けいにしてきますね」

　……もとい、冷静なフリをしているだけだった。

　さっくりとした言いように反して、マゼンタ色の左目に本物の殺意が宿っていることに気づき、セシアは再びむせた。

「ちょッ、あなたまで何をする気なの!?」

「男にとって一番大事なところに血が行かなくなる呪いをかける程度ですよ」

「よくわからないけど怖いことはもうやめて」

　あれでも参考人には変わりないので、セシアは心の底から頼んだ。大事なところ云うん々ぬんを深く考えるのは脳が拒否している。

「もう気にしないことにしたのよ。リュシィさんはちゃんと助けられたんだし……。なにげない瞬間に思い出すと胸がむかつくだけだから、なんとかするわ」

「なんだ、わかってるじゃないですか。それでいいんですよ」

「え？」

「あなたはまだ殻からつきの雛ひなみたいに幼いから、ピンとこないかもしれませんけど」

　ルーシャスはそれまでの剣けん吞のんな笑みを消すと、不思議なほど深い瞳でセシアを見た。

「これから五十年、六十年経ったあとに思い返すのは、敵やライバルがどんなやつだったかということではなく、自分がどう努力して立ち向かったかということだけです。──あなたは今回、あなたなりに精一杯努力して、大事な仲間を救った。それでいいんです。それだけを記憶して、今後の糧かてにすればいい」

「……ルーシャス」

　長い年月を生きてきた魔物ならではの言葉は、心にすんなりとしみる。照れ隠しに、あなたでもたまにはいいことを言うのね、なんて続けたくなった。

　その機き先せんを制せいし、ルーシャスは曲くせ者ものらしい微笑みを取り戻して言う。

「たまには真面目になって、あなたの心を癒すのがあの野や暮ぼったい黒くろ支じ度たくの悪魔の特権ではないことを示しておかないと、と思って」

「え。……え？」

「そんなことより、お帰りなさいのキスはどうなったんですか？　僕、それを励みに〈黒世界〉での寂しくてつまらない調査にも出向いたんですけど」

「……あ、うん。そうだったわね」

　強引にごまかされた気はしたが、つついても藪やぶ蛇へびの気がしたので話題転換に乗る。

　セシアはルーシャスを手招きすると同時に、上体を伸ばして彼へと顔を近づけた。

　いつものように彼女の唇は、吸血鬼の白はく磁じの頰にふれるはずだった──のだが。

　ルーシャスが急に顔を動かしたせいで、その唇にぶつかった。

　予想だにしない感触の驚き、それまで少し疲れでぼんやりしていた頭が一気に覚かく醒せいし、セシアは勢いよく飛びのいた。勢いがよすぎて椅い子すごとひっくり返りそうになり、あわててバランスを取り戻す。

　──な……ッ！

　信じられない気持ちで再びルーシャスの方に顔を振り向けた時には、彼はテーブルに優ゆう雅がに頰杖をついて、セシアの反応を吟ぎん味みしていた。

　その余裕たっぷりの視線に、一瞬で頭が冷えると同時に、身のうちで怒りが発火した。

　羞恥はあっけなく吹き飛び、セシアは敵を見つけた獣けもののように低い声でうなる。

「──ルーシャス。何がしたいの」

「したいことは、もうした後ですけどね」

「ッ、だから……さっきあんな話をした後にこれって、無神経すぎるでしょう！　どういうつもりなのか聞かせなさい」

　しゃあしゃあと答えられれば、憤いきどおりと混乱が煽あおられる。

　セシアは衝動的にテーブルを蹴り倒さないよう懸けん命めいに自制しながら、ルーシャスを睨にらんだ。

「目的はふたつですよ。ひとつは消毒。もうひとつは確認」

　睨まれた吸血鬼は、どういう悪趣味なのか妙に楽しげに答える。

　消毒というのは、二番目の魔王子に強いられた行為の記憶をこれで上うわ塗ぬりしろという意味だと見当がついた。

　それだけでも余計なおせっかいにも程があるが──。

「確認って──何を確かめたっていうのよ」

「四番目の殿下にされた時も、ああいう感じだったんですか？　我が姫マイ・プリンセス」

　鋭すぎる指し摘てきで、不覚にもセシアの顔はこわばった。

　どうして知ってるんだ!?　と内心激しく狼ろう狽ばいしてしまう彼女へと、ルーシャスは今度はとびきり性格の悪そうな笑みを見せる。

「あなたは隠しているつもりだったんでしょうけれど、無意識に仕草に出ていましたよ。他のひとの口元に注目したり、自分の唇に手を持っていく回数が増えていた。──昔、僕にされた後と同じようにね」

「……！」

「四番目の殿下だなっていうのは、その時の表情でなんとなく。図ず星ぼしでしょう？」

　挑発に、セシアの手が勝手に動いて、ルーシャスの頰をぱちんと叩いていた。
















　決して強い力ではない。

　だが、今この時の羞恥と怒りと──想そう起きさせられた過去の感情がない交まぜになった重い一撃だった。普段、お馬鹿な発言をする人狼をどつくのとは訳が違う。

　とはいえルーシャスにこたえた様子は微み塵じんもない。頰を押さえ、楽しげに喉のどを鳴らしている。

「その様子だと、僕とのことは今まで忘れてましたか？」

「忘れてはいないわ。思い出さないようにはしていたけれど」

　セシアは苦々しく吐き捨てた。

　……この金髪の吸血鬼は、彼女にとって最初に契約した魔物だが、出逢った当初はおよそ友情の成立を期待できるような関係ではなかった。

　当時のセシアは生意気盛りの可愛くない少女だったし、ルーシャスも実父から手て酷ひどい仕打ちを受けたせいで、今の飄ひよう々ひようとした性格が噓のように、だいぶ神経がささくれていた。

　そんな二人が引き合わされ、「契約をして一緒に戦いなさい」と言われたからと意気投合するはずもなく、衝突を繰り返したものだ。

　ルーシャスはセシアを子供と見て、手心を加えていたようだったが、ある時とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒を切った。

　確かセシアが、どうせ故郷に戻れないんだったら、さっさとわたしのしもべになれとか、無神経かつ高こう慢まんな発言をしたのだ。一人前の騎士になるには早く契約者ウオーカーを作らないと、でないと『夜の女王』になんてなれっこないからと、焦るあまりに。

　怒ると、マゼンタ色の瞳は凍結した血のように見えるということを、初めて知った後。

　──『本当に僕をしもべにしたいですか？』

　──『僕が、こういう生き物だとしても？』

　冷たく脅きよう迫はくめいた囁きとともに顔が近づいてきて、おもむろに唇を重ねられた。

　そのまま首筋から血を吸うようなそぶりをされて、セシアは慌てて彼を突き飛ばした。

　それから彼を殺しにかかった。

　最低の反撃だと思ったし──生まれて初めての異性とのキスというものに、自分で思っていたよりも繊せん細さいな感情を持っていて、それを思い知らされたのが癪しやくで。当初のショックから立ち直るとすぐに、セシアはありったけの武器を持ってルーシャスに宣せん戦せん布ふ告こくした。

　あそこまで本気で吸血鬼退治を試みたのは生まれて初めてだったし、殴り合いの果てに友達ができるという体験もまた初めてだった。思い出すと、苦々しいような微笑ましいような、微妙なところである。

　そんな殺さつ伐ばつとした日々を越えて、今ここにいる吸血鬼の笑顔は、目が笑っていなかった。

「僕が今、四番目の殿下をどう思っているのかが気になりますか？」

「…………」

　図星すぎて、首を縦に振る気すら起こらない。ただ、意地で視線だけは外さなかった。

　何を考えているのか読ませない曖あい昧まいな表情で、ルーシャスは事もなげに続ける。

「さっきのが最大のヒントですよ」

「さっきのって」

　キスのことだとはわかったが、あれで何がわかるのかセシアにはさっぱり見当がつかない。

　反応に迷っているうちに、気まぐれな吸血鬼は腰を浮かせて退室していた。

　扉が閉まる音が、耳を打つ。

「……って、仮眠をとるどころか、すっかり目が醒めちゃったじゃない」

　静けさを取り戻した部屋で、セシアはため息とともに恨うらめしげな独り言をこぼした。
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　結局睡眠はあきらめて、セシアはいま一度〈ファウスト〉本部へと向かった。

　飾りけはないが品のよいコテージのように見える研究所の中に入ると、玄関ホールには王立博物館さながらの展示物が並んでいる──はずだったのだが、現在はまるで洪水に見舞われた後のように雑多な物が散乱していた。

　窓は軒並み無残に破れ、壁もあちこち風穴が開いている。

　──フランケンシュタイン博士……どんな暴れ方をしたんだ？

　と、初めて顔を出した時には思ったものだ。

　まあ、至いたるところに書物や紙し片へんが散乱していた先刻よりはだいぶ片付き、廊下も「足の踏み場がない」ほどではないが。

　それにしても、普段はわりと好き勝手な分野の研究をしている魔術の博士たちが、自分の発見したものや創作を披ひ露ろうする場だったのに、今はまるで無法街パンデモニウムのゴミ溜めだ。並の人間なら相当にがっくりくるところだろうが──。

「ま、壊れてしまったものは仕方あるまい。また改良版を作っていくとするかのう」

「貴様の開発した遠えん心しん分ぶん離り機きは不ぶ恰かつ好こうだったしな。この際だ、デザインも一新しとけ」

「なにおう！　おぬしの作ったろ過か装置よりは、よっぽど前ぜん衛えい的てきでカッコよかったわい！」

「失しつ敬けいな！　私のろ過装置『プリンセス・メアリ』はスタイル抜群の美女じゃないか！　あのフォルムの艶なまめかしさがわからんのかッ」

　……取っ組み合いは困るが、博士たちが無駄に元気なのが救いだ。

「復活した」フランケンシュタイン博士に荒らされたとはいえ、死者は出なかったので、所内の空気もいつもどおり明るいといえば明るい。疲れの色は見えても。

　片づけを手伝っている神の微笑みの執事──クレオヴィスも、博士たちのあり余る精力にはどこか保護者の目線になっていた。

「──ご覧のとおり、皆さんは立て直しには前向きでいらっしゃるのですが、掃除や整せい理り整せい頓とんは嫌いな方がほとんどで」

「あのフリーデルもたいがい汚お部へ屋やですからね……。それでハンドパワーの出番ですか？」

「はい。家事とハンドパワーは私の数少ないとりえですから、協力を申し出ました。西の翼よく棟とうはあらかた片付きましたが、地下室などはまだ」

　さわやかに答えるクレオヴィス。いつもの黒い服を汚さぬようにつけた帆はん布ぷのエプロンが、微妙に似合っていなかったりする。

　このいかにも完璧そうな執事が「ハンドパワー」と呼ぶ不思議な特技は、家事と並べて「とりえ」と言ってしまうにはいささか次元の違う力だ。完全に枯れた草木を再生させたり、まだ季節ではない花を咲かせたり、傷を癒したり、壊れたものを元どおりにしたりできるのだから。

〈ファウスト〉の魔術師たちをもってしても解かい析せき不ふ能のうというその力は今、壊れた扉や実験機材の修繕に大活躍しているそうだ。

「さっきはお茶とお菓子をありがとうございました。バター抜きのスコーン、とても美味しかったです。またお願いできますか」

「もちろんです。お嬢様の滋じ養ようになれたのなら光栄です」

　セシアは執事にもう一度お礼を言うと、とある声を追って、西の翼棟へと向かった。

　おおむね片付けの終わった一室が開放されて、ソファやデイベッドなどが持ちこまれている。疲れたらそこで紅茶やジュースを飲んだり、キッシュやミートパイなどの軽食をつまんだり、衝つい立たての向こうで仮眠をとれるらしい。

「──おう、姫さん！　腹が減ったのか？」

「あなたと一緒にしないでよ、アルカイン」

　入り口からでも聞こえた馬鹿でかい声の主は、人狼のアルカインだ。

　ミッドナイトブルーの髪に、埃ほこりよけかスカーフを適当に巻きつけているが、それで椅子代わりの木箱の上でくつろぐ姿は、まるで路地裏のギャングだ。性格はギャングほど兇きよう悪あくではないのだが。一応、普段は。

　積み上げられた箱を蹴け倒たおさないよう気をつけながら、セシアは室内に入った。

「目が冴さえちゃったから様子を見にきたの。あなたたちは休まないで大丈夫なの？」

「俺はな。まあ眠くないっつったら噓になるけど、この惨さん状じようだろ？　もうちょっと手伝ってやろうかなとか思ってるうちに寝そびれちまった。ここまで来たら徹夜だぜ」

　頼もしいことだ。さすが、体力には定評のある男。

　次にセシアは、アルカインの対面のソファに座っている、真紅の髪の青年へと目を向けた。

「センレッドも食べてるの？」

「……ああ。これがおいしい」

「それは、キッシュ？　中身は何？」

「……ジャガイモと、焼き目がつくまで火を通したベーコンと、チーズ。昔ながらの味がする」

「あ、ほんとにおいしそう。ひと切れもらってもいい？」

「結局食べるんじゃねえか」というアルカインの無ぶ粋すいな突っ込みはスルーして、セシアはセンレッドの隣へと腰を下ろす。

　今のなにげない会話の中に、違和を感じた。

　恩人であった狂博士が起こした騒動がどうこうというのではない。

　センレッドはむしろ、普段以上にしっかりしていた。騎士の一人にも先ほどこっそり尋ねてみたのだが、狂博士の「復活」を聞かされた時も、動揺は見せたものの悩ましい様子ではなかったという。

　──ちゃんと食欲もあるみたいだし……無理をしているふうではないのよね。

　予想外の事態を受け入れて、腹をくくったようにも見える。

　椿ちん事じがいろいろありすぎて、逆にすっかり肝きもが据すわってしまった自分と同じ精神状態なのだろうか？

　──空から元げん気きじゃないといいのだけど。

　紅茶をもらいながら、そんなふうに案じていた時、戸口でひとの気配がした。

　厭いやな予感がして顔を上げた途端、冷ややかな声が降ってくる。

「なんだ、君か。こんなところで、なにのんき面づらをさらしてる」

「……フリーデル＝ロッテ」

「腐ったリンゴを齧かじったような顔でひとの名を呼ぶな」

　不機嫌そうに、フリーデル。やはり休憩しにきたらしく、あちこち薄汚れた白衣をはおった適当な格好だ。

　顔だけ見れば怜れい悧りな美少年なのに、相変わらずの厭味と色気のない身なりでいろいろと台無しだった。

　そんなフリーデルの後ろには、なぜか金髪の吸血鬼がついてきていた。セシアと目が合うと彼はにっこりと微笑んだ。いつも以上に愛想よく。

　貴様よくもしゃあしゃあと……という、王家の血を引く姫君にはあるまじき綴つづりが脳のう裡りをかすめるが、他三人の不審を招きたくはないので、セシアは意地で微笑みを返した。

「あらルーシャス。あなたも、こんな時間なのに寝てなくていいの？」

「我が姫マイ・プリンセスの可愛らしいお顔を見たら、目が醒めました」

「お世辞を言っても何も出ないわよ」

「つれないな。……ま、実のところ、この鉄血少年魔術師くんに引っ張り回されてただけなんですけどね」

　吸血鬼に「鉄血少年魔術師くん」などという可愛くない二つ名をつけられているフリーデル＝ロッテは、〈ファウスト〉の天才少年だ。こと魔術と剣術に関する才能は素晴らしく、信頼が置けるセシアの主治医である。

　性格以外は完璧と言っていい。──本当に、心の底から残念なことに、性格以外は。

「フリーデル。少しいい？」

「少しで済むのならな」

　不届き者の吸血鬼だけではなく、厭味ったらしいフリーデルにも慈じ悲ひ深く紅茶を淹いれてやりながら、セシアは口を開いた。

「狂博士がどうやって蘇ったのかという謎は、いったん脇に置くとして──持ち出された研究資料は何だったの？」

「さっき、ようやくひとつわかった。──地図だ」

　フリーデルのあまりに簡潔すぎる答えに、セシアは首をかしげた。

「地図って、どこの？」

「この王都の詳しよう細さいな地図と、カールレオン城以外の〈青の薔薇十字団〉関連の施設──その位置を印しるした地図がなくなっている。他にも何か消えていそうだが、ここまで無茶苦茶に荒らされてしまうと、特定するのが難しい。狂博士などと呼ばれているが、なかなかどうして、大した策士だ」

　彼らしい辛しん辣らつな物言いを聞きながら、セシアは横目でひそかにセンレッドをうかがう。

　真紅の髪に縁どられた横顔は、落ち着いていた。冷静すぎるのではと思うほどに。

　その表情を記憶にとどめ、会話に戻る。

「──それって、戦略上、大事なものじゃない。まずいんじゃないの？」

「まずいといえばまずいが、無意味といえば無意味だ」

　遠回しなフリーデルの表現に、コーヒークリームを挟んだパンを齧っていたアルカインが、はっきりと眉をひそめた。

「センセー意味わかんねーぞ」

「君の脳みそではそうだろうな。もっとも、我らが『夜の女王』陛下も同レベルのようだが」

「失しつ敬けいね。あなたの表現が回りくどいのよ」

　あっという間にギスギスしかけたところで、この中では一番空気が読めて如じよ才さいないルーシャスが、とりなすように補足した。

「王都の詳細な地図は、たとえばアルビオンと敵対している国に売り飛ばされたりしたら最悪ですけれど、狂博士は金銭目的で動く人間ではないですよね？　だからたぶん、そういう意味での危険はないでしょう。で、もうひとつ〈青の薔薇十字団〉関連の施設に印がある地図の方ですけど──」

「……〈青の薔薇十字団〉の中ちゆう枢すうはこのカールレオン城で、重要な情報や資料はここにすべて集められてるし。関連施設といっても、青薔薇の騎士の詰つめ所しよくらいだから、その位置を知っても、あまり意味がない……？」

　センレッドがぼそぼそとした、けれど聡そう明めいな調子で口を挟むと、ルーシャスは驚いたように軽く目をみはった。

　普段内気な彼にしては積極的かつ雄ゆう弁べんなことと、内容が的確なこと、その両方に驚いたに違いない。

　セシアも、彼の議論への参加にはちょっと意外な想いだった。

「今日の君は冴えてますね、センレッド」

「……フランケンシュタイン博士が、自分の研究以外のことには本当に無関心だったと知ってるだけだ」

　謙けん遜そんというには若干ドライすぎる口調で、センレッド。やはり普段の彼とは何かが違う気がする。

　かといって、彼の身の内に秘められているもうひとつの人格──『Ｄ』が表ひよう出しゆつしている様子でもないのだが。

　──狂博士のことは、本当にもう割り切ったのかしら。

　──でも、こんなにあっさり……？

　ぼんやりした胸騒ぎに悩まされながらも、セシアはとりあえず話を続けた。

「でも……それじゃ、どうして地図を？」

「君も少しは灰色の脳細胞を働かせろ。──普通、地図を必要とするのはどんな時だ？」

「そりゃあ、どっかの場所を探す時だろ？　大衆酒場パブとか」

　フリーデル先生の問いかけに、アルカインが至ってシンプルに答える。

　単細胞め云うん々ぬんの罵ば倒とうがくるかと思いきや、その回答でフリーデルは満足だったようだ。尊そん大だいにうなずいてみせる。

「そういうことだ。狂博士はおそらく、王都にある何かを探している。この〈ファウスト〉本部にそれがあると思って、死んだふりをして潜入したのかもしれんな。だが結局、見つけられなかったと」

「そこまでは、まだつかめないのね」

「目下、ヒントを探してる状態だ」

　──めちゃくちゃにされた所内を整え直しながら、ということか。

「ということで明日──いや、もう夜が明けるから今日か。今日は君の手も借りるぞ」

「畑違いのわたしが参加しても大丈夫なの？」

「とりあえず爆発しそうなものはすべて撤去したから安心しろ」

　安心するには程遠いことを平然と言い放つフリーデル。

　この上から目線の少年の言いなりというのは少し、もといかなり癪しやくだが、事件の解決につながるのなら愚ぐ痴ちもこぼせない。

「そういえば、君にこれを渡しておくよう頼まれていた。〈ファウスト〉が新しく開発した通信用の魔術道具だ」

「通信用の？」

　と、セシアがなにげなく伸ばした手に載せられたのは──。

　掌てのひら大だいの頭ず蓋がい骨こつだった。

「な、何これ!?　パス！」

　妙に生なま々なましい黄ばんだ色をしているので、思わず隣の吸血鬼に投げ渡してしまうセシア。

　不気味な物体を両手でキャッチしたルーシャスは、一瞬考えた後で、

「えーと、それじゃ……アルカインにトス」

「じゃあ俺はアタック──」

「アタックするな！」

　ぽんと空中高くに投げ上げられた頭蓋骨を、ノリよく、蠅はえを叩き落とすのにそっくりの動作で地面に叩きつけようとした人狼の青年に、さすがにフリーデルが突っ込みを入れた。立ち上がろうとしていたアルカインの腰に、蹴りを炸さく裂れつさせて。

　思わずよろめいたアルカインを、そばにいたセンレッドが慌てて支える。

「痛いってぇ！　おいおい、この流れでなんで俺だけ鉄てつ拳けん制せい裁さいされなきゃなんねえんだよ」

「その場のノリだ。そもそも君がまず落ち着いて説明を聞かないのが悪いぞ『夜の女王』」

「わたし？　説明ってその……髑どく髏ろの？」

　再びフリーデルの手に戻った生々しい髑髏を、セシアは半眼で見やる。自分の頭の中にも一個あるモノだが、どうがんばっても親近感を持てそうにない。

「これは本物じゃない。頭蓋骨そっくりの形をした通信用の魔術道具だと言ったはずだ。連絡が入ると眼がん窩かに青白い光が灯ともる。ここに好きな時間を書いておけば、その時間に歯をカチカチと鳴らして知らせてくれる機能もある」

「……肝きも試だめしの何かとしか思えないわよね？　センレッド」

「……控えめに言っても、黒ミサの小道具みたいだな」

　セシアは、隣にいたセンレッドとともにうんざりして髑髏を見つめた。

　何も知らずに暗い部屋でこれを見たら、腰を抜かしそうなほど悪趣味である。どうしてこうなった。

「骨マニアの博士が開発したからだ」

「……ボーンコレクター博士か」

「そうだ、センレッド、君もときどき世話になっている彼だ。これでも人間サイズの頭蓋骨にしたがる彼を説得して、小型化させたんだぞ」

　妙に偉そうにフリーデル。

　セシアの銃を開発した人物が、火薬に異常な愛情をそそぐことから、親しみ（？）をこめてストレンジラヴ博士と呼ばれているように、ボーンコレクター博士も生物の骨なら種類を問わずなんでも蒐しゆう集しゆうするのが趣味なので、おどろおどろしいあだ名がついた。

「ぎゅっと握ると、ビー玉サイズになって、ポケットに入れて持ち歩けるようになる」

「持ち歩けても、持ち歩きたくないなあ……。小型化もいいけれど、デザインの根本的な見直しを心の底から要求するわ」

「一応伝えておくが、彼は骨の髄ずいまで骨マニアだからな。頭蓋骨が肋ろつ骨こつに変わるとか、その程度しか期待できないぞ」

「もうこの際、頭蓋骨でさえなければ肩けん甲こう骨こつでも脊せき椎つい骨こつでもかまわないから」

　なげやりに答えて──セシアは結局、厭いや々いやながらも、小さくした髑髏を受けとった。
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　翌日──もとい、夜が明けたのち。

〈青の薔薇十字団〉の人員は総帥の指示で大まかに二つのグループに分けられ、半分は王都に潜んでいるはずのフランケンシュタイン博士を追い、半分は〈ファウスト〉本部の再建にあたることになった。

　セシアの現場大好きな義兄・シリウスは、もちろん前者の指揮官だ。

　セシアは復旧作業班の監督──のはずなのだが。

「その箱に入れた薬品はストレンジラヴ博士の管かん轄かつだ。彼の研究室に持っていってくれ」

「はいはい」

「はいは一回で十分だ」

　実態は「フリーデルにいいようにこき使われていた」と表現すべきかもしれない。

　口うるさく怪我の養よう生じようをするよう命じるわりには、フリーデルという少年は思いっきり人使いが荒く、年輩の博士らの代わりに、セシアをはじめとする騎士たちは力仕事の連続を強いられた。

　体力には自信のあるセシアも、さすがに途中でバテて寝た。

　というより、薬品の扱いなどに神経を使うせいで地味にきついこの作業で、終始元気だったのは神の微笑みの執事くらいか。

「──『復活』したフランケンシュタイン博士に遭そう遇ぐうした者たちの証言をまとめてみた」

　フリーデルがそう言いだしたのは、ランチ・ティーの時間だ。

　所内もほぼ旧に復し、フリーデルの研究室などはむしろ以前よりも綺き麗れいになっている。おそらく三日でまた元の汚い部屋に戻るだろうが、今は優雅な気分でお茶が飲める。

「証言って、狂博士の目撃談ということ？」

「ああ。ほとんどの者は一撃で叩きのめされて研究室を荒らされたんだが、一人だけ言葉を交わした人間がいた。──正確には、狂博士から声をかけられただけで、結局返事をする前に皆と同じように昏こん倒とうさせられたそうだが」

　──『そう怖がらないでもらえるか』

　──『私の研究が完成すれば、君たち〈ファウスト〉のため、ひいては〈青の薔薇十字団〉のためになるのだから』

　フランケンシュタイン博士は、なだめるようにそんなことを告げたのだという。

　セシアははっきりと眉び宇うをひそめた。

「ためになるって──まさか、ありえないでしょう。逆ならまだわかるけれど」

　フランケンシュタイン博士の研究の副産物は、アルビオンでもこれまでに数々の魔術事件の種になっている。

　彼が売ったさまざまな生物を合成させた怪物が、創造主たる魔術師を殺して大暴れしたり、狂博士が作り出した麻薬のレシピが、無法街パンデモニウムでギャングの抗争の引き金になったり、オリジナルの毒薬が暗殺などに悪用されたり──枚まい挙きよに暇いとまがない。

　フリーデルもつまらなそうにうなずいた。

「まあな。だから今の科白せりふも、ただのはったりかもしれない。センレッドの話では、悪趣味な冗じよう句くが嫌いな性格ではなさそうだしな」

「──そういえば……狂博士の首って、一体どうなっていたの？」

「目撃者の話では、普通の人間と変わりない様子だったらしい。つまり、完全につながっているように見えたと」

　断たれたはずの首が生はえる。それではまるで流は行やりの荒こう唐とう無む稽けいなホラー小説だ。

「顔がそっくりなだけで別人、という可能性は」

「ないだろう。屍体は所内のほとんどの人間が見てたんだ。皆、所内をめちゃめちゃにしたのは間違いなくフランケンシュタイン博士だったと言い切っている。現に、地下室の棺ひつぎはもぬけの殻からだ」

　きっぱりと、フリーデルはセシアの推理の道をひとつ潰してしまう。

　──それじゃ、本当に『復活』したっていうの？

　──でもどうやって……？

　真実に迫っている感覚こそないが、混乱の一夜を経て、カールレオン城は落ち着きを取り戻しつつあった。蹂じゆう躙りんされた〈ファウスト〉本部も速すみやかに本来の機能を回復している。

　頭を占めることはいくらでもあり、セシア自身も情報を求めてあちこちに連絡をとったりと忙しかった。

　不意に時間がぽっかり空いて、独り自分の力と闘っているラゼリオンのことを思い出しては、なんともやりきれない気持ちを持て余しながらも。




　事態は、日没後に再び大きく動いた。




『──「夜の女王」陛下！　大変です！』

　例の髑髏の魔術道具から響ひびく、血を吐くような騎士の声がもたらしたのは──。

『ティターニア宮殿に──「昼ひるの女じよ王おう」陛下の宮殿に、正体不明の怪物が現れました！　今は付近に詰めていた青薔薇の騎士だけで応戦していますが、数が多くて……。このままでは宮殿がめちゃくちゃになってしまいます！　至急応援軍を!!』

　セシアの最愛の妹・クローディアの危機を告げる言葉であった。
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　満開の薔ば薇らが香る夜。

　童話のお城のように壮そう麗れいな、王都の中心たるティターニア宮殿。その奥おく宮みやにて。

「──クローディア！」

　求める姿を見つけた途端、人目も顧かえりみずに叫びかけたセシアの口をふさいでくれたのは、シリウスの手だった。

　セシアは理性を取り戻して義ぎ兄けいを見上げ、うなずいてみせることで手を離してもらう。

　危ない危ない。自分とクローディアが──当代『夜よるの女じよ王おう』と『昼ひるの女じよ王おう』が双ふた子ごの姉妹だということは国家の秘密なのに、一瞬頭から吹き飛んでいた。

「ご無事のようで何よりです、『昼の女王』陛下」

　シリウスは義妹を解放すると、何事もなかったような澄まし顔で、現れた『昼の女王』クローディアへと挨あい拶さつをした。

　セシアと義兄はかっちりとした騎士服だが、クローディアの装よそおいは、デコルテ部分に濃のう淡たんのさまざまなピンクの薔薇を咲かせたミントブルーのドレスだ。スカート部分には、糸の宝石とも呼ばれるメロヴィング王国産のレースがあしらわれている。

　彼女の天使に喩たとえられる美貌と華きや奢しやな身体からだつきの魅力をいかに引き立てるかを計算し尽くした、非常に繊細で優雅なデザインだが、やはり一番目を引くのはその瞳に宿る強い光だろう。まるでエメラルド色の星だ。

「喜ばしいことに、忠実なる騎士の働きで、わたくしにはかすり傷ひとつありませんわ。──お久しぶりですわね、『夜の女王』陛下。あなたもご無事のようで何よりです」

　アルビオンを統すべる者としての威い風ふうを感じさせる双子の妹と向き合い、セシアも表情を引きしめた。

「お心遣いに感謝いたします、『昼の女王』」

　他人行儀な会話がもどかしい。

　秘密を守るためとはいえ、互いの無事を実感するために抱き合うことすらはばかられるのは、やはり寂しいものがある。

　──せめて、このひとがいなければ……！

　と、はなはだ個人的な恨うらみをこめてセシアが睨にらむのは、クローディアとはつかず離れずの距離に控える、白薔薇の徽き章しようをつけた騎士服の近この衛え騎士団長だ。

　名はレオナルド＝ヴァロン。

　貴婦人からは「レオ様」などという甘ったるいあだ名で呼ばれている金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美青年なのだが、セシアとはなぜか着任当時から相性が悪い。

　おまけに最近はクローディアが、見合い話を断るために彼を偽いつわりの恋人に仕立てているので、さらにおもしろくない。

　どうにかしてこのお邪魔虫を追い払えないかと算段していると、不意にシリウスが一歩前に出た。落ち着いた表情でレオナルドに声をかける。

「ごきげんよう、白薔薇様。そちらの騎士とうちの騎士の配備で確認したいことがあるから、少し時間をもらえないだろうか」

「私は貴公を青薔薇様とでも呼べばいいのか。──というか打ち合わせはもう終わったはずでは？」

「だが此こ度たびは『魔の五月祭イーブル・メイデイ』以来の大事件だ。あの悲劇を繰り返さないためには、どんな小さな瑕か疵しや遺い漏ろうも見逃してはならないと俺たち青薔薇の騎士は思い、慎重に慎重を期している。白薔薇の方たちは違うのか？　『昼の女王』陛下を魂たましいに代えても守護する、騎士の鑑かがみなのに」

「私はそうは言っていない。──わかった、何を確認したいんだ」

　それとなく挑発的で矜きよう持じをくすぐるシリウスの言いように、レオナルドが巻きこまれていく。
















　青薔薇と白薔薇の騎士が互いに反目しあう仲だという伝統を差し引いても、やすやすと手玉に取られた感がある。

　──ヴァロン卿って、頭よさそうに見えるけど、意外と単純？

　などと失礼なことを思うセシアに、シリウスがひそかに目配せする。──わかっている。今のうちに、クローディアと二人で話しておけという意味だ。

　セシアは胸を熱くした。

　──ありがとうございます、兄様。

　女性的な繊細ささえ感じさせる貴公子のくせに、シリウスはいったん切れると無法街パンデモニウムのギャングよろしく俗語まじりの罵ば詈り雑ぞう言ごんを連発する過激派だ。

　だが逆に、言葉を操り相手を自分のペースに巻きこむことも得意とする。本人曰いわく「言い回しが面倒くさいから、できる限りやりたくない」というのが残念だが。

　義兄の粋いきな計らいに感謝しながら、セシアは最愛の妹とともに、こっそり場所を移動した。







　猫の爪つめ痕あとのような月が望めるバルコニーのそば。人目につかない場所を見つけると、声をひそめながらも、二人ともよそゆきの口調を捨てた。

「無事でよかった……！　報しらせを聞いた時はもう心臓が止まるかと思ったわ」

「わたくしも驚きはしましたけれど、逆に姉様が心配でしたわよ？　お怪け我がをなさっているのに、また無茶をするのではと」

　もうすでに主治医に殴られても文句は言えない程度には無茶をしてきた後なので、クローディアの金髪に片頰を埋うずめながら、セシアはなんともいえない表情になる。

「外の様子はどうなんですの？　姉様。ヴァロン卿は詳しいことは教えてくれなくて」

「クローディアを怖がらせたくないのよ、きっと。城の周りに出没してる怪物は……普通のお姫様なら気絶しそうな代しろ物ものだったし」

「わたくしはそんなにヤワではありませんのに。──怪物はまだ跋ばつ扈こしているのですか？」

「ほぼ掃そう討とうして、今は生き残りを追ってる状態。まだまだ油断はできないけれどね」

「姉様はもしかして、事態が悪化するとお考えなのですか？」

　鋭い指摘に、セシアはつい口ごもる。

　セシアがティターニア宮殿にたどりついたのは、今から一時間ほど前だ。

　主治医の制止を「こんな状況で足首なんてかまっていられないわ！」とぶっちぎり──後が怖いが今は考えないことにしている──けれど結局、普段主武器としている銃は返してもらえなかったので、〈ファウスト〉本部からこれも無断で持ち出した魔術剣を振るうはめになった。

　幸いにも、暗闇からぞろぞろと現れては城になだれこもうとする怪物たちは、数こそ蝗いなごの群れのように多く、怖おぞ気けをふるう異い形ぎようなのだが、セシアの射撃ほどには自信の持てない剣術でも──そして魔術が使えない白薔薇の騎士でも気張れば倒せる程度の輩やからだった。

　問題は、全部で何体いるのかがわからないことと──。

　──フランケンシュタイン博はか士せの「怪物」にそっくりなのよね。

　狂博士がかつて実験で造り上げたという、さまざまな生き物の部位をつなぎ合わせて無理やり動かしている生命体。ティターニア宮殿を襲撃した怪物たちは、それと同じ方法で創造されたことがわかったのだ。

　──狂博士が絡からんでいるのなら……この程度で終わるとは思えない。

　──終わるわけがない。

　白薔薇の騎士にはまだ告げていないが、青薔薇の騎士たちにはその可能性を伝えてある。

　どんな季節でも麗うららかな光に満ちているティターニア宮殿が、今は暗あん雲うんに覆おおわれたかのように重苦しい空気の底にあるのはそのせいだ。正体も目的もわからない狂博士の影に、青薔薇の騎士たちが気を張りつめているからだ。

　セシアはそうした事情を、表現はソフトにしつつも、包み隠さずに妹に教えた。レオナルドに知られたら膝ひざ詰づめ説教では済まないだろうが、クローディアは綺麗な噓うそよりも真実を知ることを望む女王だと知っているから。

「──たとえ今まで以上の数が押し寄せてきても、即時殲せん滅めつできる自信はあるわ。でも夜の間はそれでいいけれど、朝になってからが困るのよね」

「市民に知られたら大変ですものね……。今の段階でも情報操作が大変そうですのに」

「まあでも、そちら方面はわたしたち〈青の薔薇十字団〉の仕事だから。クローディアはヴァロン卿や、近衛騎士団の指示に従って自じ重ちようしてね。……本当はわたしがそばについていたいけれど、前線に仲間を放ったままにはできないし」

　こんな時、セシアはあの堅かた物ぶつな白薔薇の騎士に嫉しつ妬としてしまう。堂々とそばにいてクローディアを守ることのできる騎士に。

　拗すねる姉を、クローディアは微笑みながら、慣れた様子でとりなした。

「わたくしは大丈夫ですわ姉様。不ふ謹きん慎しんな譬たとえかもしれませんけれど、たとえ死のうとしたところで、あの朴ぼく念ねん仁じんが許してくれないでしょうし？」

　可愛い顔にそぐわぬドライなことを言ってのけつつも、白薔薇の騎士に言及した妹の表情がどことなくやわらかいことに気づき、セシアは少々複雑になった。

　以前のクローディアはそんな近衛騎士団長の生き真ま面じ目めさに辟へき易えきしていて、百パーセント嫌がらせの目的で「恋人ごっこ」に巻きこみさえしていたのに──今の表情は、そんな彼を憎からず思っているように見える。

「クローディア、ヴァロン卿と少し仲良くなったの？」

「！」

　クローディアは優美な笑みを一瞬凍りつかせ、それから怒ったように声を上げた。

「全ッ然、そのようなことはありませんわ！　あの石と金かねでできたみたいな小こ舅じゆうとと仲良くなんて、想像しただけで肩が凝こってしまいますわよッ」

「……そ、そう？」

　軽く探ってみたつもりが予想外に感情的な反応が返ってきたので、やましいことがあるのかとさらに複雑な気分になった時、ぶるるるると妙な物音がした。

　例の髑どく髏ろの魔術道具が、セシアのベルトの小物入れで光りながら振動していた。

　本音を言うと気き色しよくが悪くて触りたくもないのだが、任務に関係することなので無視はできない。

　案の定、黄ばんだ髑髏を見たクローディアは、不思議そうに眉をひそめた。

「なんですの？　そのたった今お墓から掘り出したような骨は」

「〈ファウスト〉の新しい魔術道具」

「……らしいですわね」

　あっさり納得されると、妙に悲しいものがある。そんな「らしい」趣味の方々を相棒にして日々戦っているので。

　フリーデルに教わったとおりに操作すると、髑髏の口元から声が聞こえてきた。

『あーテステス……ん？　姫さん聞こえてるか？　俺だよ、俺、俺俺！』

「アルカイン？」

　声はややくぐもって聞こえるが、開口一番こんなすっとぼけた呼びかけをする仲間は、万事アバウトな人じん狼ろうくらいしかいない。

『そうそう俺。どうよ「昼の女王」陛下には逢えたか？』

「今二人きりの時間を堪たん能のうしてたところだから、正直あなたの連絡はお邪魔虫だったわ」

『ってそんなきっぱりと！　怒るなよ～、いい報しらせがあったから教えようと思ったのに』

「いい報せ？　怪物が消えたとか？」

『いや、それはまだだ。──あ、ちょっと待ってくれ。うぉりゃあ!!』

　やたらと威勢のいいかけ声に続いて、文字にするなら「ドゴォ！」とか「ゴス！」とかいう雰囲気の、つまり何かを蹴けったり殴ったりしている音が断続的に聞こえてくる。厭いやな予感しかしないのだが、まさか戦闘中に連絡してきたのか……？

　頰をこわばらせて待っていると、やがて再び、底抜けに明るい声が聞こえてきた。

『──おう、待たせて悪いな姫さん！　ちょっと青黒い血で汚れてるけど気にしないでくれ』

「いや見えないから。それより、いい報せってなんなの？」

『…………なんだっけ？』

「切るわね」

『待て待て！　思い出した、今思い出した！』

　慌ててセシアを引き止めると、戦場からの声とは到底感じられない、いつもどおりの軽い口調でアルカインは言った。

『四番目のあいつが、今こっちに来て俺らの怪物退治に協力してくれてるぜ。なんか城に引きこもってたの？　調子よくなったみたいだぞ』
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　怪物の来らい襲しゆう直後は、衛兵が軽いパニックを起こして何体かに宮殿内への侵入を許したが、駆けつけた青薔薇の騎士たちが四方の守備を担になってからは、そういう致命的なミスはなくなったという。

　事態が落ち着きつつある今、「屍し山ざん血けつ河が」という言葉そのままの光景が、最も多数の怪物が押し寄せた北門の前に展開している。

　さまざまな動物や人間の骸むくろから選別され、パズルのように組み合わされ、一個の身体に統合された──悪趣味なパッチワークじみた怪物たちが、ことごとく息絶えて倒れ伏している。周辺地域の人払いをしたのはいいが、青黒い体液が石いし畳だたみを染め、のちのちまで面倒なことになりそうだ。

　蔓つる薔ば薇らを刻きざんだ門の前、独り黙もく然ねんとたたずむ黒衣の悪魔の姿に、セシアはしばらく声をかけるのを躊躇ためらってしまった。凄せい惨さんだが完璧に美しい印象派の絵画を見せつけられたような気分だった。

「──あなたか。妹君はいいのか？」

　が、ラゼリオンは彼女の気配にすぐに気づくと、特に感かん慨がいもなさげに振り返った。

　その様子が、本を読んでいる途中で彼女の存在に気づいて顔を上げる──そんな見慣れた仕草にそっくりだったので、セシアは毒気を抜かれた。

「これは、あなたが？」

「いや、アルカインたち青薔薇の騎士の活躍だ。私は手助けをしたに過ぎない」

「わたしの契約者ウオーカーはどこに……」

「私に留守番を任せて、他の場所に応援に──あとは、この産業廃棄物を夜明けまでにどう処理するか〈ファウスト〉と相談しているはずだ。魔力が使えたなら、私が一瞬で片付けられたのだが。申し訳ないな」

　若干きまりの悪そうな彼からさらりと告げられた内容に、セシアは目をみはった。

「力が使えないのですか？」

「使えないというよりは『使わない』と言った方が正しいが。今魔力を使うと、またあの厄やつ介かいな状態になりかねない」

「……でも、アルカインはあなたが怪物退治に協力してくれたって言ってましたけど。一体どうやって戦ったんですか？」

「これで済ませた」

「これ、って」

　ラゼリオンが見せたのは、軽く握った拳こぶしだ。

　セシアはまたしても目を疑うたがって、彼の拳とあちこちに転がる怪物の死し骸がいとの間で視線を行ったり来たりさせる。

「まさか……素す手でですか!?」

「そこまで驚かなくとも。あなたの人狼も似たような戦い方をするだろう？」

「アルカインはあれでも一応、拳をガードする武器はつけます」

　靴や肘ひじ、膝にもひそかにいろいろと仕込んでいる。対してラゼリオンに、黒手袋以外の拳を保護するものは見当たらない。

　本当に大丈夫なのかと眉をひそめるセシアに、ラゼリオンは肩をすくめてみせた。

「心配はいらない。実はもともと、剣よりもこちらの方が得意だ」

「体術が、ですか？」

「ほとんど我流だがな。あまりいい教育を受けてこなかったので」

　……そういえば、二番目の魔王子とやりあった時の彼は、ギャング顔負けのえぐい喧けん嘩か殺さつ法ぽうを披ひ露ろうしていたか。ひとは見かけによらない。セシアは心の中でラゼリオンのイメージをまた少し訂正する。

　──まあ、以前から意外なところの多いひとだったけど。

　もし彼が見た目どおりに冷れい徹てつで、手段を選ばずにセシアを我が物にしようとする悪魔だったら、彼女はこんなにも惑まどわされていなかったはずだ。

　ラゼリオンはどちらかというと、その逆──セシアが潜在的に欲している言葉や、してほしいことを見抜いては、さりげなく彼女に与えてくれる。

　いいのだろうか、とセシアは最近よく思う。

　彼は騎士でもないのに。誠意に報むくいるようなことができているとは思えないのに。

「──そういえば、あなたは自分の武器はなんだと思っている？」

　途中で現実を思い出してフランケンシュタイン博士のことに言及しようとした刹せつ那な、逆に唐突な質問を受けてしまう。

　意味不明だが、セシアはさっくり答えた。

「銃ですが」

「そういう意味ではなく、あなたが夜の世界を生き抜く上での長所という意味だ」

　なるほど。有力な手段という意味での「武器」か。

　とはいえ、正直ピンとはこない。何が得意とか長所だとか考えるより先に、全身でぶつかるようにして魔術事件に挑いどんできたし、そうすることでしか、不器用なセシアは『夜の女王』の務めを果たせなかった。

「私は、あなたの強さはその美しさだと思う」

　……うっかり腰が抜けそうになった。

　しかし尻しり餅もちなどついたら、すぐ後ろにある山や羊ぎとカバと人間を縫い合わせたような怪物の顔面に座りこんでしまうのがわかっていたから、ぎりぎりで踏みとどまった。恥じらいよりも先に疲れを感じるのは寝不足のせいだろうか？

　脱力する彼女をよそに、ラゼリオンは淡々と語る。

「美しいといっても外見のことではなく──いや、もちろん私個人としてはあなたの姿はどうしてこんなにいとおしいのだろうと思うほど好きなところしか見当たらないのだが──まあ、世の中にはいろいろな趣味の人種がいるので置くとして」

　こういう横顔をする時の彼に、セシアを揶や揄ゆする意い図とはないのだと、彼女はここ最近で学習していた。

　この思し索さく好きの悪魔はただ、話しながら、脳裡に浮かんだ自分の考えをまとめているだけなのだ。

　──褒ほめられて、嬉しくないとは言わない……言わないんだけど……。

　寝不足も手伝って痛むこめかみを揉もみ、こういう時限定で無神経というか無む頓とん着ちやくというかの悪魔に向けて、セシアはうめいた。

「置いて何を語る気ですかあなたは」

「あなたの持つ美しさの中で重要なのはやはり、時に危あやういほどに他人のために動く心だな。まるで月の光のように、あなたは誰にでも心を分け与える。そこにつけ入り踏ふみ躙にじることに快感を覚える、二番目のあれのような外げ道どうも中にはいるが、あなたの放つ、太陽ほどには強くない、月げつ明めいを思わせるやさしい光は、闇に属する私のような魂の主にはたいそう眩まぶしく映る。それは時に、銃弾などよりも強い武器だ。ということで、あなたはもう少し自分の美しさに誇りを──俗な表現を使うと、自分の魅力に自覚を持って行動するべきだと思う。でないと私もいろいろと心配だ」

「──ストップ！　とりあえずそこまでにしてください」

　うむ、とラゼリオンがうなずいて雄ゆう弁べんな語りが一瞬中断されたところで、セシアはすかさず制止した。

　これ以上語らせると、何が飛び出すかわからない。そうなる前にこちらがこっ恥ぱずかしくて倒れそうだが。

「というかそんなことよりも、もっと重大な案あん件けんがありますよね!?」

「ふむ。そういえば、フランケンシュタイン博士のことが中途半端だったか」

「……どうしてすぐにそのことに思い当たるのに、さっきの妙な分析が先に来るんですか、あなたというひとは」

「私の中では、どちらも同じくらい興味を惹ひかれる題材だ」

　セシアの長所の分析とフランケンシュタイン博士の謎の解明が、同じくらい興味深いと言われても、喜ぶべきか嘆くべきかさっぱりわからない。一方的に教えを請こう立場なので、文句はつけられないのだが。

　何度目かのため息をついた時、ラゼリオンは本当にセシアの「武器」を語るのと同じ、恬てん淡たんとした口調で話しはじめた。

「どこから説明すればいいだろうか」

「わたしとしては、まずフランケンシュタイン博士の『復活』についてお訊きしたいです。狂博士は本当に一度死んでから蘇よみがえったんでしょうか。だとしたら、どうやって？」

「それか」

　ラゼリオンはなぜか軽く眉をひそめた。セシアからそらした瞳が、瘦やせた月を映す。

「簡かん潔けつに答えるなら、確かにフランケンシュタイン博士は一度死んで蘇っている」

「……含みのある言いようですね」

「私はまだ二百年程度しか生きていない若じやく輩はいの上にその大半を〈黒世界〉の禁書庫で過ごした非社交的な存在だが、それでも言わせてもらうと、フランケンシュタイン博士のような人間は寡か聞ぶんにして知らない。故に、語るのについ慎重になる」

　最後まで聞いてもいまひとつ要領を得ない言葉で、しかもラゼリオンは不意に口をつぐんでしまう。またぞろ何か考えこみはじめた様子だ。

　急せかして彼の思索を邪魔してはいけないかと思い、セシアも少し「待ち」の姿勢で、自分でも考えてみる。何かが閃ひらめきかけた時だった。

　月光だけが頼りの闇の向こうから、間の抜けた声が聞こえてきたのは。

「てーへんだてーへんだー!!」

　……真剣な空気を一瞬でぶち壊すのは、もはや彼のお家芸に認定してもいいかもしれない。

　駆けつけてきたアルカインもさすがに、自分が登場したと同時に何かが崩壊したことには気づいたようだ。

「えーと……俺、なんかタイミングまずかったか？」

　のんきな声に、セシアのこめかみで、ぴきりと音がした。

「アルカイン……あなたはもう本当に、空気を読みなさい空気を」

「もうさ、俺が空気を読むより、空気が俺を読む方が手っ取り早いと思うんだ」

「なんなのその意味不明な開き直り方は!?」

「いててててて!?」

　セシアに照れ隠しと八つ当たりで耳を引っ張られたアルカインが悶もん絶ぜつする。

　耳は弱点のひとつなので、ひいひい言っていたが、途中ではっとした表情になり叫んだ。

「そんなことより姫さん！　──センレッド見なかったか？」

「……え？」

　どきりと心臓がひと跳ねして、セシアはアルカインの耳から手を離す。

「待って。センレッドはルーシャスと一緒に西門を担当したって、あなた言ってたでしょう。そこではないの？」

「いや、そうなんだけどよ……。俺んとこは今大丈夫そうだから様子を見にいったら、なんでか姿がねえんだよ。吸血鬼の野郎の話じゃ、確かに一緒にいたのに、怪物の数が増えて目を離したら、いつのまにか消えてたっつうんだ。メイドさんにも訊いてみたんだけど、市街地に向かうあの真しん紅くの髪を見た気はするが、定かじゃないって」

　──どういうこと？

　あの青年は、勝手に持ち場を離れるような性格ではない。むしろ真面目すぎて融ゆう通ずうが利きかなさすぎるくらいだ。

　奇妙なくらい平静だった彼にわずかな違和感を持ってはいたが、こんな展開は予想だにしていなかった。

　厭な予感に心を乱すセシアの隣で、ラゼリオンが冷静に質問を口にする。

「アルカイン。誰か捜しには出たのか？」

「つっても警けい戒かいをゆるめるわけにもいかねぇからな。今んとこ、俺とルーシャスとメイドさんだけだ」

「では私も協力させてもらう。フランケンシュタイン博士が野放しの今、博士と因いん縁ねんのある彼が消えるというのは一大事だ」

「……ありがとうございます、ラゼリオン様」

　とにかくまずは総帥にも伝えて……と走りだそうとした時、腰の物入れの中で、例の通信器が受信を報せた。セシアは物入れを引きちぎる勢いで髑髏を取り出す。

「センレッドなの!?」

『──残念ながら違う』

「え……？」

『ああ、どうやら私の声もそちらに届いているようだな。安心した』

　聞き覚えのないバリトン。

　だが、鼓膜が震えた瞬間、凄まじい悪お寒かんがセシアの背骨を氷の刃で裂いた。

　これと同じ感覚には記憶がある。

　そう、あれは確か〈ファウスト〉の地下室で──。

『このような形でのご挨あい拶さつというのは少々インパクトとムードに欠けるが、致し方あるまい。私の名はヴィクトール＝フランケンシュタイン。あなたの護る王都にささやかなプレゼントを贈った者です、「夜の女王」陛下』

　……この声の主の眠る棺ひつぎを、見た時のことだ。
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　驚いた様子の男二人を、人さし指を立てる仕草だけで素早く沈黙させると、セシアは改めて黄ばんだ髑髏に向き直った。

　──ささやかなプレゼントって、怪物のこと？

　──怪我人を出させておいて、何を言うんだ。

　ふざけた科白に憤いきどおるよりも、青薔薇の騎士と〈ファウスト〉の人間だけに支し給きゆうされた魔術道具でフランケンシュタイン博士が接触してきたことの方が、今のセシアを動揺させていた。足元の汚物のせいで厭な想像がすぐに浮かんでしまう。

　声の震えを抑えるのに、ひどく集中力を必要とした。

「フランケンシュタイン博士。──あなたがなぜ、この魔術道具を使っているのですか？」

『ああ、陛下の騎士が犠牲になったのかと危き惧ぐされているのですか？　それなら安心していただいて結構だ。使っているのは、私の手製です。昨夜そちらの研究所で拾った設計図がたいそう興味深かったので、真似をして作ってみただけのレプリカですな』

「…………」

　騎士を殺害して奪ったわけではないことにはほっとしたが、昨夜盗んだばかりの設計図であっさり〈ファウスト〉の専門家と同じものを造り上げてしまう狂博士の手腕には並々ならぬ脅きよう威いを感じ、セシアは慄りつ然ぜんとした。

　並の魔術師なら、設計図を理解するだけで何日もかかるはずだ。それを。

　セシアはまるでそれが狂博士の顔であるかのように、髑髏の魔術道具を睨みつけた。今度は昂こう然ぜんと声を張る。

「──今日はお喋りだけですか？　フランケンシュタイン博士」

『そう冷たくしないでいただきたい。私の今の研究は、完成すれば陛下と〈青の薔薇十字団〉のためにもなるのですから』

　狂博士は〈ファウスト〉の研究者たちに告げたのと同義の言葉を口にする。単なる冗じよう句くとして片付けてしまうには、ややくどい。もしかするといくばくかは真実を含んでいるのかもしれないが、だからといって歓迎できるはずもない。

『まずは、プレゼントの感想をお訊きしたいのだが』

「怪物をもらって喜ぶアルビオンの女性はいません」

『それは残念。陛下は私と同じ嗜し好こうの持ち主なのだとばかり思っていましたよ。夜の魔物を騎士とし、あのミゼラータでさえ受け入れていると裏の噂うわさで聞いたので』

　──ミゼラータ。

　それはセンレッドが生みの親からもらった、ロマの一族としての名だ。

　狂博士に打ち捨てられた後で〈青の薔薇十字団〉に救われ、セシアに騎士として仕えることが決まると、彼はアルビオン風の新しい名を望んだ。悲惨な過去を断ち切って、自分だけの人生を始めたいからと。

　狂博士に低く囁くようにその名を口にされると、まるでセンレッドが過去の闇に再び引きずりこまれていくように思えて、禍まが々まがしい感じしかしない。自然と声が硬くなる。

「センレッドは怪物ではありません。人間です」

『──おや。そのご様子では、陛下はあれの右腕に植えつけられているものの正体をご存知ないのかな？』

「悪魔の細胞でしょう」

『だが、どういった悪魔から採取したかまでは把は握あくしておられない、か』

　……不安をことさら煽あおるような言い方だ。「狂博士」という異名に反していわゆる狂人めいた感じはないものの、背骨をやすりで少しずつ削られていくような感覚を味わう。

　出逢った当初のラゼリオンの冷ややかさにもどこか似ているが、フランケンシュタイン博士は周囲に実害をもたらしているだけに、数倍印象が悪い。

　セシアは心の中で自分自身に「動揺するな」と言い聞かせた。はったりでこちらを惑わせているだけかもしれないのだから。

「あなたはセンレッドの話がしたくて、わたしに連絡してきたのですか？」

『ああ、本来の用件を忘れるところだった。やれやれ、年はとりたくないものだな』

　おどけるように言ったあとで、狂博士はわざとらしく声を低めた。

『──実は、陛下と取引がしたいのです』

「取引？」

『ティターニア宮殿の安全と引き換えに、欲しいものがあります。ささやかなものだ。これ以上私の怪物に城を蹂じゆう躙りんされたくないとお考えなら、乗らない手はないと思いますが』

　セシアはあきれた。怪物たちはすでに〈青の薔薇十字団〉が軒並み排除したというのに、何を言いだすのかと。

　だがその余裕は、隣にいたアルカインが彼の髑髏で受信した音声によって打ち砕かれた。

『こちら南門、誰か聞こえ──ッとぉ！　──誰か聞こえるか？　聞こえたら応援を頼む！　急にまた怪物が増えて、このままじゃ門を守り切れそうにない！』

「……ッ！」

　──まだ手勢を残していたのか！

　しかも多数の。

　自分の髑髏の向こうから聞こえる、狂博士の余裕たっぷりの声が神経を逆さか撫なでする。

『ご理解いただけましたか？　陛下と騎士が打ち倒したのは、私の作品のほんの一部です。ティターニア宮殿の周辺はもちろん、地下水道などにも潜ませている。私の命令ひとつで、すぐに王都を破壊と混乱の渦うずに巻きこむことでしょう』

「──逆に言えば、あなたの命令ひとつですぐに撤てつ退たいするんですね？　では、今すぐに攻撃を中止してください。話を聞きましょう」

『たいへん結構です。──では、直じか談だん判ぱんとまいりましょうか』

　要求を口にしないのは意外だったが、フランケンシュタイン博士が続けた言葉はだいたいセシアの想像どおりだった。

『「夜の女王」陛下。取引の場には、あなた自身においでいただきたい』

　が。

　フランケンシュタイン博士がさらに付け加えた言葉は、彼女の想定外だった。

『──それに、四番目の殿下も』

　思わずセシアは、素で口をぽかんと開けていた。ラゼリオンを、だと？

　隣にいた黒衣の悪魔と視線を交わす。

　彼に動じる様子はない。会話を聞き、何かを分析するのに集中しているようだ。

「本気ですか」

『本気ですよ。あなたの許もとにおられるのでしょう？　是非ともお逢いしたい』

　こちらが半信半疑だというのに、狂博士の冷淡な声にはいささかの乱れもない。

　──『四番目。あの狂博士は、おまえに興味を持ってる』

　不意に脳裡に閃ひらめいたのは、二番目の魔王子の言葉。

　フランケンシュタイン博士との関係を問い詰められた時、あのふてぶてしい焰ほむら色いろの髪の悪魔はこうも嘯うそぶいていた。

　──『正確に言えば、おまえが昔から必死で封じこめてきた力に興味を持ってる』

　必死で封じ込めてきた力。彼が執務室で独り抑えこもうとしていた、あの冷気を伴ともなう死の魔力のことなのか。

　百歩譲って、彼という悪魔に魔術師が興味を持つのはわかる。

　しかし、ラゼリオンの脅きよう威いを知っていながら接触しようだなんて、自殺行為としか思えない。それとも狂博士は、彼が今は魔力を使うことを控えているのを知っているのだろうか？　セシアでさえ、ついさっき聞かされたばかりなのに？

　すると狂博士は、彼女の戸惑いをある程度見透かしたように言った。

『四番目の殿下がいかに強大かは、今さらご説明いただくまでもなくわかっています。しかしながら「夜の女王」陛下、あなたもそちらの殿下も、力だけでは解決しない問題は不ふ得え手てでしょう。たとえば私の手許に、あなたの大事なものがあるとか──』

　胸の底が、厭な具合にざわつく。

　彼が盾にしているのが「ティターニア宮殿の安全」だけではないことが、なんとなく察せられた。今ここにない大事なもの。

「……センレッドは、あなたの許にいるのですか」

『残念ながら、ミゼラータが帰ってくるのはこれからです』

　自分の優位を確信している者らしい、冷ややかで余裕に満ちた声。

『ではのちほど。──陛下の御み世よに平安あれ』

　取引場所を告げると、露骨すぎる皮肉を最後に、通信は一方的に断ち切られた。
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　フランケンシュタイン博士が指定したのは、無法街パンデモニウムの一角にある、見み世せ物もののための広場だった。

　世界各国の人形を集めたという「人形館」を中心に、恐るべき柔じゆう軟なん性せいを持った人々が普通ではありえないポーズをとってみせる「珍ちん奇きな姿勢」ショーの天てん幕まくや、アルビオン各地で捕らえたという妖精の行動展示（十中八九ニセモノだろう）など──不思議と偽いつわりの間にあるモノたちが、白い花の咲くリンゴの木とガス灯の明かりに取り囲まれている。

　ひと晩中浮かれ騒ぐ者の多い春なので、イベントは昼夜関係なく開催されているらしい。

　狂博士に指定されたのは、さまざまな動物たちが芸をするというサーカス団の、けばけばしい色遣いの天幕だった。

　無法街に騎士服で乗りこむわけにはいかないので、ティターニア宮殿でそれなりに変装をしてきた。

　クローディアが大はしゃぎしたのはわかるが、なぜか参上していた神の微笑みの執事まで楽しげだったのが微妙にあれだ。

　セシアは銀髪を紐ひもでくくりあげてから目ま深ぶかに帽子をかぶり、よれた木も綿めんのシャツに革製のベストとズボンという、無法街をぶらぶらする少年風の男装。妹には満開の笑顔で「姉様、貴族の美少年がやさぐれたみたいで素敵[image: ♥]」との評をもらった。

　ラゼリオンも黒が基調ではあるが、セシア同様およそ悪魔には見えない気軽な身なりに、おまけにクレオヴィスの勧めで伊だ達て眼め鏡がねまでかけている。

　確実に悪目立ちする美貌をごまかすためだったが、持ち前の知的な雰囲気がいや増して、セシアは状況を忘れてうっかりときめきそうになった（すぐ隣でクローディアが物言いたげな目をしていたので、見み惚とれないよう慌てて自制したが）。

「……意外とそういうラフな格好も似合うんですね、ラゼリオン様」

「あなたが好むなら、普段からこういう服装を選ぼうか」

「こだわりはないんですか、あなたは」

「黒くて不自然でなければ、こだわりは特に。あなたの男装もいいな。ドレスなどとは違った方向性で想像力が刺激される」

「どんな方向性かは解説しなくていいですからね。しないでくださいね？」

　二人で移動する際、そんな不毛な会話があったのはさておき。

　──このあたりは、確か〈叛乱の天使トレイターズ・エンジエル〉の縄なわ張ばりじゃないのよね。

　──あそこの首ボ領スは、酒パ場ブの経営が得意ジャンルだし。

〈叛乱の天使〉というのは無法街パンデモニウムを仕切るギャング団の一つで、セシアと首領は浅からぬ縁がある。まあ浅くないどころか、つい先日も「メイド雇ったんだって？　言ってくれれば、俺が女装して奉ほう公こうしたのに」というふざけた手紙をもらったばかりだ。

　趣味にはついていけないが情報網は頼りになるし、本人も魔術師だから〈青の薔薇十字団〉にも理解が深い。今回も秘密裡に協力してもらっている。

　その網の目を巧たくみにくぐり抜けて王都に潜せん伏ぷくしている男は、どことなく獣けものくさい空気が充満した天幕の片隅──客席のさらに後ろにいた。

　いわゆる立ち見席だ。深夜故に客の入りは七しち分ぶといったところで、彼の他に立ち見を選んでいる物好きはいない。

　フランケンシュタイン博士はふてぶてしいことに、シルクハットを頭に載せた紳士の装いのままだ。悪趣味な仮装の者や、お忍びらしい上流階級の人間も観客席には目立つため、意外と浮いてはいないのだが──まるで長い年月を経た石像のように生気のない姿は、やはり異質だった。

　セシアたちが近づくと、彼はゆっくりとこちらを振り返った。

「ごきげんよう、『夜の女王』陛下。そして〈黒世界〉は四番目の殿下。──お初にお目め文も字じいたします。私はヴィクトール＝フランケンシュタイン。しがない魔術と科学の学がつ究きゆうの徒とだ」

　謙けん遜そんを通り越して厭味にしか聞こえない挨拶とともに、にぶく輝く黄こ金がね色いろの瞳が、セシアを射貫く。冷たく重く、醒さめた視線。

　どろりとした黄金の中に吸いこまれて、身体をじわじわ溶かされていくような厭な錯覚が、シャツの下の肌を這い回る。

　──悪魔とも魔物とも違う……でも、ぞっとしない瞳だな。

　指名手配の文もん言ごんどおりの、四よ十そ路じ前後に見える、やや癖はあるが端たん正せいな顔立ち。定じよう規ぎで整えたかのような髭ひげ。

　かすかに微笑んでいるようにも見える口元に反して、瞳から感情の色は読みとれない。

　シルクハットをとって一礼したり、年齢を感じさせない漆黒の髪をかきあげる仕草はいやに気取っているが、さまにもなっていた。

〈ファウスト〉の、見てくれにかまわない研究者たちとは異なる彼なりの美意識。それが余人にはない威圧感と妖気になっているようだ。

　だが、何よりもセシアの目を惹いたのは──。

　──首、本当についてる。

　顎あごの下ですっぱり切断されていたという彼の首には、まるで時間の螺ね子じを巻き戻したかのように傷痕すら残っていない。
















　セシアが口を開くより先に、彼女の隣にいたラゼリオンがまるきり世間話の調子で切り出した。

「博士はサーカス見物が趣味なのか？」

「昔から動物は好きです。哺ほ乳にゆう類るいでも爬は虫ちゆう類るいでもいとおしい」

　ぬけぬけと言うフランケンシュタイン博士に、セシアは黙っていられなかった。

「お好きなわりには、解体して怪物造りに利用してしまうんですね」

「好きすぎて実験に使ってしまうのです。陛下がペットを抱きしめる気持ちと同じですよ」

　七匹の猫を飼っている身としては、断じて違うと言いたくなった時、わっという歓声が耳を聾ろうした。

　俗っぽい垂れ幕で彩いろどられた舞台にちらりと目をやると、見るからに栄養状態の悪そうな虎とらが火の輪くぐりをしているところだった。続いて、赤い上着を着せられたヒグマが登場し、後あと脚あしだけで立つ芸で驚きと笑いを誘う。

「──陛下。ああして熊を立たせるために、調教師は何をすると思いますか？　彼らの前脚の肉球にひどい火傷やけどを負わせるのですよ。すると熊は四よつ足あしで歩きたくても、前脚に体重をかければ激痛に苛さいなまれるので、仕方なく後脚だけで立ち上がるようになる。──ひと思いに殺した後で屍しかばねを利用させてもらう私の方が、まだしもやさしいかもしれない」

「でもあなたは、センレッドには、生き地獄を見せたのでしょう」

　脳裡に浮かぶのは、憂うれいに満ちた横顔。

　苦痛と懊おう悩のうで光を失いかけた、ガーネット色の瞳。

　狂博士によって右腕に植えつけられた悪魔の細胞に、彼は今も翻ほん弄ろうされつづけている。

　冷静にと努めてはいたが、狂博士を見据える視線にきつい非難の色が浮かぶのを抑えきれない。本当なら、センレッドの代わりに今すぐ殴り倒してしまいたいくらいだ。

「あれは実を言うと、私にとっても不本意なことでした」

　フランケンシュタイン博士は、残念そうにかぶりを振った。

「だが当時、私の研究は今よりもさらに未熟だった。一度死なせてから解体し、つなぎ合わせる手法では、十二カ月以上生存する確率はゼロだとわかっていたのです。私はミゼラータには生きていてほしいと──いや、生きていてもらわなければ、悪魔の細胞をあれに使った意味がないと思ったから、殺さず実験に」

「それはあなたの勝手でしょう。──そもそもどうして、センレッドを実験台になんてしたのですか」

　助手として可愛がっていたのではないかと、いきおい詰なじりそうになったところで、不意に背中をつつかれる。

　ラゼリオンだった。

　冷水を浴びせられたように我に返り、セシアは自分の失態に内心舌打ちした。──感情的になるなんて、最も愚おろかだ。

「──失礼。今の質問は忘れてくださって結構です」

「いえ、平気ですよ。私はミゼラータの件を、陛下に理解していただけるとは思っていません。陛下はあれを友人として愛しておいでのようですから」

　狂博士は平然としてたものだ。

　自分の娘ほどの年頃の『夜の女王』を、あくまでも余裕を保ち尊そん重ちようする姿には、この国の貴族以上に騎士道精神が感じられた。

「そもそも陛下と私では、物差しが違いすぎる。私は死を悲しいとも怖いとも考えない人間です。生せい殺さつを自由にできる人間に、同情の余地などありはしないとすら考えている」

　くすんだ金色の目が、セシアを離れ、調教師の命ずるまま芸を披露する動物たちへと移る。

　言われてみれば、自殺という選択肢のない動物たちは、どんなに苦痛に満ちた生活でも耐えて忍ぶことしかできない。いつか、死がその頭上に翼を広げる日まで。

　逃のがれることのできない生は、確かに人間のそれよりも過か酷こくか。

　──狂博士の考え方も、わからないではないけれど。

　──今は。

　動物たちへの憐れん憫びんと罪悪感で、狂博士に対する追及の手をゆるめている場合ではなかった。会話を続けなければ、探りたいことも探れないのだが。

　ただ、彼が人間の身でありながら〈青の薔薇十字団〉を向こうに回し、捕らえられるのも恐れずに平然としていられる理由の、片へん鱗りんのようなものを見た気にはなった。

「──あなたはどうお考えになっているのかな？　四番目の殿下」

　腹をくくり直すセシアの横で、急に話を振られたラゼリオンが軽く眉をひそめる。

「死を司つかさどるお力の持ち主に、死について尋ねてみたいと思うのですが」

「そんなことのために、私を呼んだわけでもあるまいに」

「ほう。殿下はすでに私を理解しておいでか」

「博士の復活を聞いた時に確信した」

　──ラゼリオン様の力のことを知ってる？

　わたしでさえ、最近知ったばかりなのに？

「残念ながら、私は博士が期待するほど『死』について詳しいわけではないし、無む慈じ悲ひにもなれない。むしろ私の今までの生は、ほとんど『死』を無む辜この者から遠ざけるために費ついやされたようなものだしな」

　論ろん旨しが意図的にぼかされている会話がのみこめないセシアをよそに、ラゼリオンはふと伊達眼鏡を外す。

「──しかし、いや、だからこそ、博士にこれだけは告げておく」

　さえぎるもののなくなったアイスグリーンの瞳が、ひときわ強い輝きを放つ。

　狂博士のくすんだ金色の瞳から放たれる、奇妙な期待のこめられた視線を冷静に受け止め、ラゼリオンはひどく静かに続けた。

「私はあなたを殺せるが、今はしない。博士、あなたという要かなめを失って怪物が野の放ほう図ずに暴れるのもセンレッドが行方ゆくえ知れずになるのも、ここにいる『夜の女王』の望むところではないからだ。故に今しばらくはあなたに付き合おう」

　……それを聞いた時の狂博士の表情は、セシアにとって予想だにしないものだったし、なんとも表現しづらくもあった。

　仮面のような笑顔がゆっくりと崩れて。長年探していた宝物に巡り合ったかのような歓かん喜きと、長い間抜け出せなかった洞どう窟くつの先に光を見つけたかのような希望を滲にじませた、けれど同時にどこか寂しげで──。

　一生忘れられないような、複雑な表情だ。

　──決して、喜ぶような内容ではないと思うんだけど。

　セシアの耳には、さほど恐ろしくもない脅し文句に聞こえた悪魔の言葉に、狂博士は一体何を見み出いだしたのだろうか？

　沈黙。そして。

「──なるほど。聞きしに勝るご寵ちよう愛あいぶりだ」

　フランケンシュタイン博士は、若い二人にあてられたとでも言いたげに、軽く肩をそびやかしてみせた。

　先ほどの歓喜の表情はすっかり消え、淡あわく感情のない微笑みを取り戻している。

「直接お逢いできてよかったですよ、『夜の女王』陛下、四番目の殿下。──ではそろそろ本題に入りますか」

　無意識のうちに、悪魔と狂博士の醸かもし出だす異様な雰囲気にのまれていたらしい。

　休憩時間に入ったサーカスに、ジンジャー・ビアや熱々のトウモロコシを売る声が響いていることに今初めて気づいた。

　セシアは狂博士に気け取どられぬよう、呼吸を整え、心を落ち着かせた。

「私の要求を告げる前に、陛下、ひいては〈青の薔薇十字団〉の条件を聞きましょう」

「──とりあえず、怪物の即時撤退と、王都の安全を。センレッドがあなたの手の内にあるのなら、彼の自由も求めます」

「ひとつ目は確かに約束いたしましょう。ふたつ目は──あれが陛下の許に帰りたいと望んだら、ということでいかがですか？　あれは私の心の息子のようなもの故、あまり無理強いはしたくないのですよ」

　センレッドが、あなたと一緒になんかいたがるわけがあるか。と毒どく突づきたい衝動を心の底にしまいこみ、セシアは冷めた調子でうなずく。

「では、センレッドは無事なのですね？」

「あれは私にとっても大切な存在ですから」

　あの真紅の髪の青年は、きっと理由があって狂博士に拘束されているだけで、自由になれば絶対に戻ってくるはずだと信じていた。──彼の置かれた状況をこの時は想像だにしていなかったから。

「では、フランケンシュタイン博士。あなたの目的は？」

「〈ファウスト〉秘蔵の『大だい魔ま術じゆつ書しよ』。それを拝見したい」
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　ゲオルグ＝ファウストは、言わずと知れたエウローペ大陸伝説の『魔ま術じゆつ王おう』。

　エウローぺ大陸はハルシュタット帝国に生まれた彼は、少年時代に契約した悪魔メフィストフェレスの助けによってさまざまな魔術を体系化すると、生まれ持った華やかなカリスマ性とその人柄に魅了された人々は、次々に彼に師し事じした。

　弟子たちは皆、師し匠しようゲオルグの家族名ファウストを添え名に戴き、ここに智ち識しきと友情でつながれた魔術師の一族〈ファウスト〉が誕生する。

　現在「大ファウスト」といえばゲオルグ＝ファウストを指し、弟子たちは「小ファウスト」と呼ばれて区別されている。

「──ここまではいいな？」

「もちろん。どうして今さらそんな基本から？」

「僕は君の知識量にはまったく期待していないからだ」

　今日も絶好調で失礼な少年魔術師──フリーデルは、黒板にさらに何かを書き足しながら言った。癖のありすぎる悪筆なので、セシアは実はさっぱり読めていないのだが、少なくともアルビオン語だとは思う。

　交渉から戻ると、セシアは〈ファウスト〉本部に直行した。

　出迎えたのは主治医であるフリーデルで、それはそれはボコボコに叱られそうになったのだが、そこをなんとか今は我慢してもらって、狂博士の申し出について説明している。

「話を続けるぞ。フランケンシュタイン博士が要求しやがった『大魔術書』というのは、大ファウストの直じき筆ひつの文ぶん献けんだ。ハルシュタット帝国の魔術師のみに通じる、秘密の『力ある言葉』で書かれている」

「力ある言葉？」

「いわゆる呪文だ。『力ある言葉』がさまざまな種類の火薬で、『大魔術書』はそれを大量に使った爆弾といえば、君にも危険性はわかるか？」

「つまり……扱い方を間違えると、大惨事になるということ？」

　フリーデルがうなずく。

「だから普段は、極秘の場所に、何重にも封印をかけて保管してある。取り出すには本人か、七人の小ファウストの協力が必要だ。──まあ、多少時間がかかるが不可能ではない」

　神の微笑みの執事が用意してくれた、ブランデー入りのティーパンチを、味わっているのかどうかわからない無造作な仕草であおりながら、彼は続けた。

「狂博士はもともとハルシュタット帝国出身だし魔術師としても優秀すぎるほど優秀だから、当然『力ある言葉』は読めるんだろうが──『大魔術書』を持ち出すのに僕らが躊躇う理由はわかるな？　危険人物に爆弾をくれてやるようなものだ。なんの術に興味があるかもわからんし」

「それよ」

「どれだ」

「内容よ。フランケンシュタイン博士も目的は結局話してくれなかったけれど、その『大魔術書』には何が書かれているの？」

「大ファウストの研究の集しゆう大たい成せいだ。およそ魔術師といわれる人間が一度は通るテーマばかりを集めてある。錬金術、使い魔を得る方法、空を飛ぶ術、土や灰からゴーレムを造る手法、それを長持ちさせる秘術──」

　狂博士の研究の核は「新たなる生命の創造」。

　関連があるといえばありそうだし、ないといえばなさそうなテーマを並べられて、セシアは腕組みして考えこむ。目当ては何だ。

　……そういえばフリーデル、センレッド、フランケンシュタイン博士は同じ国の出身なのかと思ったら、なにやら不思議な感じを受けた。

「フランケンシュタイン博士は何かの研究のために『大魔術書』を欲しがっているのかしら」

「それ以外に何がある」

「いや、研究のためだけに死んだり蘇ったり手て間ま隙ひまかけて怪物を大量生産してわたしたちに喧嘩を売ったり、随分と面倒くさいんだなと思って」

「脳みそが半分筋肉の君には理解できないかもしれないが、一途な学がく徒とというのはそういうものだ。君も王都を護るためなら、自分にできることはなんでもするだろう？」

「今の科白、前半部分はあまり必要なかったと思うんだけど!?」

　とりあえず叫んでおく。が、今はこの少年と言葉による仁義なき戦いを繰り広げている場合でもない。

　セシアは執事特製のスパイス・ティーを一気に飲み干して気合を入れ、再び口を開いた。

「とにかく。すぐに『大魔術書』を用意してもらえる？」

「本気か？」

「夜明けまで間がないのよ。シリウス兄様たちが探ってくれたけれど、怪物は確かに王都の中央街区をメインに、あちこちに潜んでいるそうなの。このままじゃ大混乱になって、この国が魔術で護られているという秘密が露ろ見けんしかねないわ」

　焦りと悔しさがない交ぜになり、セシアの息は重くなる。

　……そう。

　フランケンシュタイン博士はそこがたいへん狡こう猾かつだ。

　アルビオンにとって一番困るのは、大陸では迫はく害がいの理由にすらなっている魔術の力を利用して、国体が護られ、強化されているという秘密が、白はく日じつの下もとにさらされることだ。下手をすれば、政治体制が引っくり返りかねない。

　狂博士が仕掛けた罠はある意味、ティターニア宮殿関係者や王都の民の命を質にとるよりも有効なのだ。

「しかし、よくもそんなに大量に怪物をこしらえたもんだな……。だが『夜の女王』、要求をのめば当面の危機は回避できるだろうが、のちのち今回以上の騒動が起きるリスクはどうする。それを考えていないとは言わせないぞ」

「もちろんよ。だからもうひとつ、あなたたちに頼んでおきたくて」

「なんだ？」

　研究室のテーブルに頰杖をつき、面倒くさそうな表情を隠さないフリーデル。

　彼のこういう冷めたところは、やはり、性格に多少（？）難があっても使命感には疑いのない騎士とは違う。

　セシアは彼には常々ムカついているが、このドライな距離感が心地よいこともたまにある。たまに、だが。

「さっき言ってた『力ある言葉』。もちろんあなたたち小ファウストも使えるのよね」

「完かん璧ぺきにな」

「それじゃ、フリーデル。完璧なあなたを筆頭とする小ファウストなら、今からわたしが言うような処理ができないとは言わないわよね？」

　挑戦的な口調のまま続きを告げると、尊大な少年は「生意気な」とでも言いたげな目をしながらも、セシアの希望に従うことを約束してくれた。
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　話し合いののち──。

　──フランケンシュタイン博士は、強大すぎる『死』の魔力を持つせいで、同どう胞ほうの悪魔からも畏おそれられてきたというラゼリオンを、憧れの目で見つめていた。彼が「狂博士」で魔術師という点を加味しても、まるで神が降こう臨りんしたかのような態度が不ふ可か解かいである。

　サロンに集まった仲間にセシアがそう説明すると、アルカインはものすごく適当に言った。

「ファンなんじゃねえの？」

「……あの不景気そうな殿下には激しく似合わない言葉ですね。ファンって」

「……確かに」

　ルーシャスの半眼でのぼやきに、しみじみとうなずいてしまうセシア。

　……『大魔術書』の用意を待つ間。

　フランケンシュタイン博士は約束どおり、怪物たちを眠らせているようなので、駆けずり回った青薔薇の騎士たちはつかのまの休息を得ていた。

　クレオヴィスは軽食や菓子を用意したり、ハンドパワーで負傷を癒したり、愚痴やぼやきを聞いたりと八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍をしている。

　彼は疲れるということを知らないらしい。

「あの……ポタージュを作ってみたのですが、いかがですか？」

「お！　すげーいい匂い」

　リュシィが相変わらず遠慮がちに、それでも以前よりはやわらかい表情で盆を抱えてくると、いつでも腹ぺこの人狼がいち早く反応した。

　セシアも同様に匂いに釣られて受けとったスープ皿には、オレンジ色をした野菜のポタージュが盛られていた。上に散らされたクルトンとカリカリになるまで炒いためたベーコンが、いい味のアクセントになっている。

「リュシィさんが作ったんですよね？」

「あ……はい、祖母のレシピで。いかがでしょうか？」

「もちろん美味しいです。ローズグレイ・ハウスに帰ったら、またご馳ち走そうしてくれますか？……センレッドにも食べさせてあげたいですし」

　最後の部分は、他の二人までしんみりさせてはと思って小声にしたのだが、聞こえてしまったらしい。ルーシャスもアルカインも神しん妙みような顔で目を伏せる。

「……取り返さねぇとな。ったく、囚とらわれのお姫様をやる柄がらじゃねえだろっての」

「我が姫マイ・プリンセスが勇ましいから、かえってちょうどいいかもしれませんよ？　囚われの王子様で」

　憎まれ口を叩いてみせるアルカインに、ルーシャスもあえて調子を合わす。

　センレッドは無口な青年で、こうして皆で集まると、黙って周囲の話に耳を傾けていることの方が圧倒的に多いが、それでもその静かで温かい存在感は、セシアたちの心の中でちゃんと大事な位置を占しめていた。

　姿がないと、ぽっかりと風穴が開いたみたいに物足りない。

　とそこで、リュシィが心配そうに眉まゆ尻じりを下げて、あるじに声をかけた。

「セシア様……あの、大丈夫ですか？」

「え？　──あ、この兄様ですか？　よくあることだから平気です。というか慣れました」

　セシアはあっけらかんと答えた。

　ソファにかける彼女の膝ひざの上で、義兄が銀髪を散らして爆ばく睡すいしているのだ。

　宮殿攻こう防ぼう戦では逃げだした怪物をとことんまで追いつめては銀弾を撃ちこむという、実に彼らしい獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりで大活躍したそうなので、疲れているに違いない。

　──こういう時、兄様も人間なんだって思うしね。

　義兄と逢う機会は少ないので、こうした重い甘え方にも、セシアはなるべく応えていた。人前で強烈に抱きしめて惚のろ気けられるよりははるかにましだと思うのだが、そう言うと不思議がられることが多い。

「でもずるいですよ。僕だって膝枕がよかったのに」

「二人も無理よ」

　吸血鬼にはとりあえずきっぱりと線を引いておく。またキスでもされたら敵かなわない。

　そういえば──とセシアは、立ち去りかけた黒髪のメイドを呼び止めた。

「リュシィさんは大丈夫なんですか？　いきなり戦闘にまで参加してしまって」

「メイドさんは結構、いや、かなりすごかったですよ？　シリウス閣下と並んで、今回の一番手柄かも。少なくとも新人賞は間違いなしですね」

　躊躇ためらうリュシィに代わって答えたのはルーシャスだ。セシアは目を点にする。

「え？　そうなの!?　……そういえばわたし、リュシィさんの戦い方を詳しく聞いていなかったけれど……あの、どういった魔術を使われてるんですか？」

　義兄にも匹敵するという破壊力と、目の前のレディース・メイドのたおやかな姿とのギャップに戸惑えば、リュシィは頰を染めて恐きよう縮しゆくしながら説明してくれる。

「わたしは……糸を」

「糸？」

「はい……。人形を操るための糸に自分の髪をより合わせ、さらに魔力をこめることで強度を高めたものを、自在に操ります。相手の手足を搦からめとったり……時には頸けい部ぶを圧迫したり。今は〈ファウスト〉から特殊な鋼はがねの糸をいただきましたから、それを使えば、鉄をも切り裂けます。しかも目に見えないほど細いので、隠密活動にも使えて──……セシア様？」

「あ、いえ……その……かっこいいですね」

　予想以上に過激な武器で驚いたのだが、いいことだけを言っておいた。

　しかし、セシアが結局フリーデルから強引に返してもらった銃よりも細かい応用が利きそうで素晴らしい。──応用？　とそこで思いついたことがあった。

「リュシィさん、その糸は本当に見えないくらい細いんですか？」

「ええ……蜘く蛛もの糸のように細いのです。ご覧になられますか？」

　是非とうなずき、リュシィにも席を勧すすめながら、セシアは現在〈ファウスト〉の書庫を占領しているはずの黒衣の悪魔のことを思い出す。




「──私にも何か命令をくれないか？　『夜の女王』陛下」

　残酷なサーカスの天幕から、カールレオン城に帰還したのち。

　ラフな変装を解いて黒衣に戻った悪魔は、フリーデルとの談合から戻ってきたセシアにそんなことを申し出た。

「魔力は使えないが、頭と身体なら使える」

「でも、あなたは本来、〈黒〉世界からのお客様なんですよ」

　だから無理をしなくても──と言いかけたセシアの唇のすぐ先に、ラゼリオンの手がかざされる。

　あと少しで黒手袋の指先にキスをしてしまう微妙な体勢にどきりとしたのは、数拍遅れてからのことだった。

「あなたを筆頭に皆ががんばっているのに、仲間はずれにしないでほしいだけだ」

　わがままな子供じみた言い方をして、ラゼリオンがごく薄く笑う。

　彼が見透かしているとおり、今のセシアは──ひいては〈青の薔薇十字団〉は、彼の力が欲しい。

「……ありがとうございます」

　ならば、とセシアは言った。

「フランケンシュタイン博士の隠かくれ処がを突き止めたいんです」

「ほう」

「あれだけの数の怪物を造り出すには、場所もお金も必要なはずでしょう？　今は王都とセンレッドを人質に振り回されてしまっていますけれど、狂博士のアジトさえ押さえれば、反撃に出られるかと」

　向こうはこちらを調べ尽くしているのに、こちらは狂博士の手の内をちっとも把握できていない。不利な現状はそこに起因する。

「今、ギャング団の〈叛乱の天使トレイターズ・エンジエル〉に情報を集めてもらっていますけれど、彼らだけでは無理でしょうし……かといって青薔薇の騎士に余裕はないし、実を言うと悩んでいました。でも、あなたが協力してくださるなら」

　実は先ほどの接触の後、尾行を得意とする騎士にフランケンシュタイン博士を追ってもらったのだが、途中で撒まかれてしまったのだという。

　さすがに魔術師としても一級の力を持つという狂博士。容易に尻尾しつぽはつかませてくれない。次じ善ぜんの策さくがこの時のセシアの悩みだった。

　ラゼリオンは静かな表情でうなずいた。

「なるほど。着眼点はいいな」

「ヒントはあまりないんですけど……」

「いや、そうでもない。今ある情報だけでも結構絞れそうだ」

　事もなげに言い、ラゼリオンはセシアから受けとった地図や資料を恐るべき速さで確認していく。

　相変わらずの無表情だが、その頭蓋の中でさまざまな推理が働いていることはセシアにも感じとれた。

「わかった。この件は私が引き受けよう。あなたはあなたの役目を果たしてきなさい。──ただし、何かあったら遠慮なく私を呼ぶこと。私が素手でも結構やれることは証明しただろう？」

　その科白に、つい笑ってしまって。

「あ──でも……そういえばわたし、この前の取引でもお返しをし忘れてましたよね」

「ああ、そんなこともあったか」

　仮面舞踏会の日、ラゼリオンにとあることで協力を依頼したら、代わりにひとつ願いを叶えてほしいと言われたのだ。悪魔の彼とはおなじみのやりとりだったが、その後の混乱のせいですっかり頭から飛んでいた。

　思い出したら思い出したで腰が引けるが、覚悟に反してラゼリオンは意外にもあっさり「あれはなかったことにしよう」と苦笑した。

　驚いたセシアは、自分には好都合のはずなのに、思わず「どうしてですか？」と訊き返していた。

　するとラゼリオンは、泣いた子供をあやすように目を細めた。

「言いにくいが──二番目のあれに、あなたはだいぶ驚いただろう？」

「……あ」

「あの愚か者は許しがたいが、悪魔が人間にとって、男が女性にとってどれほど恐ろしくおぞましい生き物になりうるかを考えるきっかけにはなった。──あなたをからかうのは正直言って大好きだが、不用意に傷つけたくはないからな。自じ重ちようする。あなたのそばにいられるだけでも、私は今までの生にない幸せをもらっていたのに、最近はすっかり欲張りになっていたことも省かえりみた」

　壊れ物にでもふれるように、指先だけでさらりとセシアの前髪を撫でると、彼は踵きびすを返す。




　確かに温かい。……けれど、ラゼリオンの方からは距離を詰めてこない。

　挑発めいた真似をしてきた吸血鬼とは真逆の態度に、セシアは安心するよりも戸惑った。

　十分に満たされているはずなのに物足りない、なんとも贅ぜい沢たくな悩みも生じたけれど、彼の存在には確かに勇気ももらっていて。

「──セシア様……このような作戦で狂博士を出し抜けるのでしょうか」

「他にも手は打っておきますから。リュシィさんもよろしくお願いします」

　セシアは今は、リュシィの力を得て仕掛ける作戦に向け集中することにした。
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　やわらかな陽射しの朝と昼を経て──再び、花の香りに満ちた夜。

　一回目の接触は深夜だったが、今度は大気にまだ快こころよい暖かさが残っている時間帯だ。青銅色の夜空には雲ひとつない。

　場所はやはり無法街パンデモニウムの、『星章と薔薇スター・アンド・ローズ』亭という酒パ場ブ。

　ラム酒の香りがたゆたい、酔すい客きやくと娼しよう婦ふとスリと商人が入り交じる混沌としたホールを見下ろす二階席に、狂博士はまたしても奇妙になじんでいた。

　目立たぬはずのない完璧な紳士の装いでありながら、まるで幽霊のように存在感を消せるのはかえって不気味だ。

「待ち焦がれましたよ、『夜の女王』陛下」

「約束を守ってくださったことに感謝します、フランケンシュタイン博士」

　……怪物は野に放たれず、酒パ場ブの一階ホールは常どおりの盛況ぶりである。酔っ払った道楽者の声が時に耳ざわりだ。

　大ファウスト直筆の魔術書を差し出すと、フランケンシュタイン博士は犢とく皮ひ紙しの頁ページをことさらゆっくりとめくり、ふとした瞬間にセシアへと意味ありげな視線を流しては、再び一いち葉ようまた一葉と繰る手を動かすということを反復した。

　セシアはまるで、点数の悪いテストの答案を母親にチェックされている子供のように落ち着かない心地になる。

　隣の席では、セシア同様質素なワンピース姿で同行してもらったリュシィが、恐ろしげな外見の蠟ろう人にん形ぎようでも見つめるかのように、フランケンシュタイン博士の様子をうかがっている。

　狂博士の方は、リュシィの存在に気づいてはいても、無視しているようだ。

　やがて、彼はおおむね満足そうにうなずいた。

「──確かに本物だ」

　しかし、とフランケンシュタイン博士はセシアを見て唇をゆがめる。

「『力ある言葉』を活性化させないための細工が執しつ拗ようにほどこされていますが、これは小ファウストたちの仕し業わざですか？」

「あなたの望みどおり、内容を読むだけなら、支障はないはずです」

　セシアは澄まして答えた。内心構えたが、狂博士はさして機嫌を損ねた様子もなく「考えましたな」と感心さえしてくれる。

　彼の手に渡った、意外とシンプルな黒い革装丁の『大魔術書』には、収録された魔術をみだりに発動させないように何通りもの細工がされている。

　スペリングを文章が崩れない程度にいじったり、文字の装飾を書き加えたりしただけだが、それは火薬に水を沁みこませて不発にさせるような行為だった。

　大ファウストには悪いことをしたが、状況が状況だ。あの気さくな老人なら許してくれるだろう。

「──確かに。少々物足りないが、内容さえ読めれば問題はないか」

　フランケンシュタイン博士の表情にはあまり変化がないが、くすんだ金色の瞳が、興奮のためか先日より煌きらめきを増している。

「十分だ。──お返ししよう」

　奪われる覚悟で渡したのに、予想外にあっさりと差し出されて、セシアは拍子抜けした。

「落書き」で本来の破壊力を失ったとはいえ、魔術師にとっては垂すい涎ぜんの品のはずなのだが──本当に必要なところしか読まなかったようだ。

　──覗き見た限りでは、灰からゴーレムを造る方法のところを熟読していたと思う。

　──怪物とゴーレム。共通点は……人造の生命か。

　フランケンシュタイン博士が立ち上がる。

　そうして次に告げられた言葉は、おおむねセシアの予想どおりだった。

「では『夜の女王』陛下には、しばらくご同道願いたい。ミゼラータにもお逢わせしますゆえ」

　……人質を解放したら、新しい人質を。

　彼が無事に姿を眩ますための「保険」は何か求められるだろうと思っていたから、セシアは黙ってうなずいた。むしろ敵の懐ふところに飛びこむチャンスは望むところだ。現時点で、こちらには狂博士の情報があまりに少ない。

「他に条件はありますか？」

「〈青の薔薇十字団〉や四番目の殿下の尾行は無用──といきたいところですが、まあ、無理だと思いますので、こちらで勝手に手は打たせていただきました」

　どこか優雅にのたまい、フランケンシュタインはにこりと嗤わらった。

「なに、王都のあちこちに『卵』を置いただけです」

「卵……？」

「怪物の卵です。大きさは鶏にわとりの卵ほどですが、時間が来て割れると中の怪物がむくむくと大きくなって暴れだす仕組みにしました。私としては自信作だ」

「！　それでは約束が違う」

「ご安心を。孵ふ化かする前に潰せばいいだけの話です。それに万が一があってもいいように、卵は無法街パンデモニウムとその周辺にのみ置いてきました」

　無法街の住人なら死んでも〈青の薔薇十字団〉は困らないだろうとの言いようと、狡こう猾かつな笑みにはらわたが煮える。

「この地図に、卵を置いた場所と孵化の時刻を大まかに記してあります。そちらのレディにカールレオン城に届けさせ、〈青の薔薇十字団〉の機動力をフルに発揮すれば、市民に被害を出さず卵を回収できるはずだと」

「足止め工作というわけですか」

「他に何がありますか？　──ああ、今回の怪物は先日のただのつぎはぎ細工よりもだいぶ出来はいいので、うっかり孵化させてしまった場合はそのおつもりでどうぞ。めずらしい悪魔の細胞を植えつけた特別製です」

　自社の新製品でも宣伝するかのように、まるで悪意のない口調だ。本当に彼は人間の生死に無む頓とん着ちやくなのだと思い知らされ、セシアは肌がぞくりと粟あわ立だつのを感じた。

　そして手際のよさに歯嚙みすると同時に新たな疑問がまた生じる。いくらフランケンシュタイン博士が人間離れした頭脳の持ち主でも、たった一人でこんな短時間に仕掛けを整えるのには無理がある。

　検死を担当した〈ファウスト〉の分析では「つぎはぎ細工」の怪物たちにはあまり細やかな命令を実行するほどの知性はないというから──。

　──やっぱり、協力者がいるのか。

〈黒世界〉でフランケンシュタイン博士を匿っていたという人物（？）かもしれない。

　狂博士の懐に飛びこむことで、真実にどこまで迫るか。ちょっとした賭けだ。

　隣で身構えるリュシィの、色違いの双眸と、一瞬だけ目配せを交わした。
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　セシアは処刑場に引き立てられる罪人のように固く目隠しをされて、馬車に乗せられた。

　想像だにしていなかったが、狂博士のエスコートは巧みだった。研究漬けのはずだろうに、ティターニア宮殿に伺し候こうする貴族にも劣おとらない。

　とはいえ強いられたのは目隠しだけではない。

　武装を解くためという理由で、セシアはフランケンシュタイン博士が用意した漆黒のドレスにまで着替えさせられた。

　スカート部分はたっぷりとしているが襟えりと袖そではなく、首筋や肩、二の腕のラインが美しく映はえるデザインだ。ロゼット咲きの薔薇よろしく重かさね穿ばきしたパニエは、ボリュームたっぷり。

　薄い紗しやのベールで顔から肩にかけてを隠すので、まるで昔は漆黒だったというウェディングドレスを思わせるが。

　──これは、魔術のかかった品だわ。

　身に着けた者の魔力を抑え、動きの自由を制限する──そういった細工がされていると見た。まとった途端、セシアは奇妙に身体の動きがにぶくなるのを感じたのだ。まるで両手両足に細い鎖がびっしりと絡みついたかのように。

　つまり、美しい拘こう束そく着ぎというわけだ。趣味のよろしい話である。

　──まあ、リュシィさんの『細工』はバレていないからいい……か。

　事前に打ち合わせを繰り返した「細工」を確認したいが、対面の席にフランケンシュタイン博士が座っていては躊躇われる。

「──意外に落ち着いておられますな」

　氷の塊を置いたように冷たく重い沈黙を破ったのは、狂博士の方だ。興味深そうに言う。

「『夜の女王』とはいえ、あなたは今一人きりなのに。私に殺されるかもしれないという恐怖はないのですか」

「価値のある人質ですから。それに、わたしを殺して、あなたの役に立つのですか？」

　言外に、研究のためにならないことはしないだろうと逆に訊ねてみれば、狂博士はくすりと笑ったようだ。

「残念ながら。魔力の強い乙女という点では陛下は非常に興味深い対象ですが──わざわざ無用な恨みを買わずとも、しかるべき筋の業者に金を渡せば、屍体くらいはいくらでも手に入ります故」

　無法街パンデモニウムに、引き取り手のない屍体を医学生の解剖用などに売りさばくビジネスがあることは知っていたが、実際に聞かされるといい気分はしない。

「──センレッドは……」

「今頃は私の許に帰っている頃でしょう」

「あなたは彼に、一体何をしたんですか」

　狂博士の口ぶりでは、センレッドはまるで自発的に昔の主人の許に戻って、今でも使い走りをしているかのように聞こえる。そんなこと、ありえないのに。

「私が口で説明するよりも、あれに直接逢えばおわかりになられるはずだ。逢わせて差し上げますよ。あなたはそのために、素直に私に同行したのでしょうから」

　セシアはため息をついた。まるで、苦手な教師にもっと解答は丁てい寧ねいに書くようにと指導されたような気分だ。

　恐怖や不安がないとは言わない。自分はそれほど強くはない。

　だが、かつて自分を残酷な改造手術の犠牲にした人物に翻ほん弄ろうされ、生殺しにされている青年のことを思えば、不思議と度胸が据すわった。

　武器もなく、得体の知れぬ狂博士と二人きりという状況でも、不思議と死ぬとは思わない。

　自分はさまざまなひとに守られていて、守るべきものがあると思えるからだろう。

　──さて……路面の石畳はそこそこ整えられている。

　──ということは、今いるのは、少なくとも無法街パンデモニウムではないな。

　厳げん重じゆうに目隠しをされていても、狭い車内故にろくに動けもしなくても、轍の響ひびきは身体に伝わってくる。

　ティターニア宮殿の周辺は精せい緻ちなパズルのように石畳が整えられているため、馬車でもほとんど揺れないが、宮殿から遠ざかるにつれて路上の敷き石は粗あらくなり、無法街などでは荷車でさえ往来に難なん渋じゆうするほど凸おう凹とつが激しい。

　これで外気のにおいがかぎとれれば、さらに場所を絞りこめる自信があるのだが、残念なことに馬車の窓は閉ざされた上、座席には軽やかで甘いライラックの香りが焚たきこめられている。

　目隠しの闇の中で、セシアはじっとしているしかない不満と闘う。例の髑髏の魔術道具はとっくに取り上げられていたが、仲間に連絡したくてたまらなかった。







「長い間、ご無礼をいたしました。──『夜の女王』陛下」

　何度か馬車を乗り換えた後、ようやく湿った空気が淀んだ場所で降ろされて。慇いん懃ぎんな呼びかけとともに、しゅるりと目隠しが外された。

　眩しさを予感して目を細めていたが、セシアがフランケンシュタイン博士に連れこまれたのはさほど明るい場所ではなかった。

「しばらくここでご休息願うが、しかるべき時が来たら解放いたします。それまではどうぞご自由に。奥の間は空いています。ミゼラータは、すぐにこちらに呼びましょう」

「……余裕ですね」

「あなたが独力で逃げられるとは思えませんし、見られて困るものもありはしませんので」

　憎らしいほどさらりと言い、狂博士は本当にどこかに消えてしまう。

　一人で置き去りにされたセシアは、まずは軽く息をついた。

　やはりというか、身体が微妙に重い。肩までゼリー状の液体に浸つかりながら歩いているような感覚がわずらわしかった。

　──それにしても、ここは……もしかなくても〈黒〉伯爵の城？

　仮面舞踏会で訪れた会場とは違う場所だが、秩序や統一感という言葉からはかなり外れた雰囲気には見覚えがあった。

　燻くすぶった色の天井の羽目板には幻げん怪かいな浮き彫りがびっしりとほどこされ、ところどころから黄金の鎖で香こう炉ろが吊り下げられている。鉛色のガラスが張られた窓は、向こうが見えない。黄金の房がついたえんじ色の絨毯。

　それに壁際の飾り棚には、さまざまな色や形をしたグラスを置いて、〈黒〉伯爵ユーディトが愛するというカメリアが一輪ずつ活いけてあるのだ。カメリアは香りを持たない花だが、空気はほのかに薔薇の香りを含んでいる。

　しかし、妙なことに人ひと気けがまるでなかった。仮面舞踏会の日に見た使用人の影すら。

〈黒〉伯爵も荷担しているのか？　でも彼は先日はそんな様子は、と考えこんでいると。

「──へえ。やっぱり似合うな、黒のドレス。騎士服の時に見える脚も可愛いけどよ」

　軽けい薄はくな声が響いた。

　あの不ふ埒らちな二番目の魔王子を思い出させるそれに、セシアの表情が条件反射的に凍る。

　いつでも殴れるよう拳を固めて振り返った先にいたのは、懐かしくも思える姿だった。

「センレッド──」

　いや違う。その顔に浮かんだ獰どう猛もうな笑みに、一瞬で気づかされる。

　呼びかける寸前で思いとどまり、セシアは瞳に力をこめると、斬りつけるように質問した。

「あなた──……『Ｄ』ね？」

「お。ひと目でわかってくれるとは嬉しいぜ」

　瘦せた肩をすくめ、にっと口の端を吊り上げるのは、真紅の髪の青年──。

　センレッドの身体だが、魂は別人のものだ。

　彼の右腕に植えつけられた悪魔の細胞のせいで生まれてしまった、もうひとつの人格。それが『Ｄ』だ。けれど『Ｄ』は普段、最先端の魔術で封ふう印いんされているはずなのにと、セシアの心の中で厭なものが渦巻く。

「大ファウストが封印の魔術をかけ直したはずなのに、どうしてあなたが出てきてるの」

「育ての親より生みの親、とでもいうのかね？　大ファウストの封印よりも、フランケンシュタイン博士の呪じゆ縛ばくの方が強かっただけのことさ」

　ガーネット色の瞳に危険な光をちらつかせて、『Ｄ』は得意げに続けた。

「あの博士は、あらかじめ暗示をかけてたんだ。ある特定の呪文を聞くと、俺が少しずつ解放されていく、っていう術をな。問題はいつそれをセンレッドに聞かせるか、どうやって近づくかだったんだが──これがちょっとラッキーだった」

　そう言って『Ｄ』がだらしなく着崩した騎士服の懐から取り出したのは、あの髑髏を模した魔術道具だ。

　はっとする。

　狂博士はこれのレプリカでセシアに連絡をよこしたが──同じものを使って、センレッドにその呪文とやらを聞かせていたのか？

　まんまとしてやられた。だが『Ｄ』を利用される可能性にまるで思い至らなかった自分の不明も悔しく、セシアは爪が喰いこむほどに拳を固く握る。
















「……『Ｄ』。でも、あなたはどうしてフランケンシュタイン博士に協力しているの？」

「創造主だから、とかって答えじゃ不満っぽいな」

「あなたはそんなに従じゆう順じゆんな性格じゃないでしょう」

　冷たい目で答えてやれば、『Ｄ』の腕が彼女の首へと巻きついてきた。

　ドレスで四し肢しが重たいせいで、振り払うのが間に合わなかった。眼前に猛もう禽きんの笑みが迫る。

「なあ、黒衣の眠り姫。おれとのキスは覚えてるか？」

「忘れてたらどうする気なの」

「思い出させてやるよ」

「その前に頭突きして嚙みついて急所を蹴り上げるわ」

「……へえ。『センレッド』の身体にそんな真似ができるのか？」

「センレッドなら、わたしを辱はずかしめるくらいなら、殴ってでも正気に戻してほしいと願うはずだもの」

　ヴェールのすぐ外にある青年の、傷のある顔を昂然と見上げて、我ながら驚くほど冷静に言い切る。

　二番目の魔王子に同じようにあしらわれた時の屈くつ辱じよくと無力感がセシアの胸に甦った。どうせ同じ目に遭うのなら、仔こ兎うさぎみたいに震え怯えているよりも、最後まで相手を睨みつけている方がましだと今なら思う。そうすれば矜きよう持じだけは傷つかない。

「──だからだよ」

　唐突に、『Ｄ』はセシアを突き放した。疑問の目を向けると、彼は仄ほの暗ぐらい井戸の底から聞こえてくるような声で言った。

「センレッドがいる限り、俺はあいつの影のままで、絶対に自由になれない。あんたの興味はセンレッドのことだけで、俺の気持ちなんて想像もしたことがねぇんだろうけどな。俺は、自分の欲望にすら正直になれないあいつが大ッ嫌いだ。大嫌いなやつと一緒の身体で暮らすなんざ、最悪の地獄だろ」

「……わたしはそういう控えめなセンレッドが好きだけど」

「──ちなみにな。俺はあんたにキスはしたが、微み塵じんも惚ほれちゃいねえんだ。ただ俺がそういうことをすると、センレッドの阿あ呆ほうが馬鹿みてえにくそ真面目に悩むからな。それを嘲あざ笑わらうのは、俺の少ないお楽しみだった」

　もう必要はないけどな──と、『Ｄ』は勝ち誇った笑顔で言い放つ。

　完全にセンレッドの身体を支配している『Ｄ』の姿が、廊下の奥に消えていくのを、セシアは不安と複雑な感情がない交ぜになった心地で見送った。

　──……まずいことになったな。

　重たいため息で、セシアは額を抱える。

　センレッドを取り戻すには、まず彼の魂を取り戻さなくてはいけない。……不本意な生まれ方をした『Ｄ』という魂も、不幸には違いないのだと気づかされはしたけれど、セシアはこのままでは置けない。

　──『Ｄ』をもう一度封じこめて……センレッドの人格を表に出すには、どうしたらいい？

　──大ファウストでも解きそこねた呪縛なのに。

　一人では到底答えが出せそうにない問題を持て余しながら、ひとまず空いているという奥の間に足を向けた。

　完全に独りになるとすぐに確かめたのは、ドレスの腰を飾るリボン──そこに硬く結びつけておいた、目に見えないくらい細い糸の存在だ。

　リュシィの繰る糸である。

　ほどけてない、よかった。──あとは途中で切れたりしていないことを祈るだけだ。

　一応尾行はつけてもらったが、撒かれる可能性はあるし現に一度失敗もしているので、今回は自分にこういう印をつけたのだ。

　──〈黒〉伯爵の城ならば、ここまですることもなかったかな……。

　──いや……そもそも、本当にここで怪物を造ったりしている気がしないのよね。

　改めて室内を見回すと、厭味なほど贅ぜい沢たくな演出がしてある。中国趣味シノワズリーの家具や金色の燭台があちこちに置かれ、卓上には花やお菓子がてんこもりでまるで舞踏会の休憩室だ。

　ガラスの皿には、やさしい色合いのマカロンの山。上から薔薇の花びらが散らされていて、甘ったるすぎると感じるほどメルヘンチックな雰囲気を醸かもしている。

　綺麗なベリー入りのマフィンも、蜂はち蜜みつバターを添えたスコーンも、セシアの執事が作ってくれるものに引けをとらないくらい、おいしそうに見えた。

　……この状況で手をつける勇気はさすがにないが。何が入っているのやら。

　目の毒でしかない菓子から顔を背けて、セシアは妙に少女趣味な部屋から廊下に出る。

　さてどこを探ろう、と考えた時だ。

　にゃあ──と足元から、場違いにのんきな鳴き声が聞こえたのは。
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　は？　と思い視線を落とすと、そこには黒猫がいた。

　左目が金色、右目が水色のオッドアイで、上品な顔立ち。

　動物好きだというフランケンシュタイン博士のペットだろうか？　でも怪物造りには使えそうにないし、と悩むところで。

「──あ、ごめん！　ラヴクラフト、そこにいたんだね」

　今度は場違いに能天気な声が、さほど明るくはない廊下に響きわたった。

　聞き覚えのないそれに驚き、セシアは保護本能のようなもので黒猫を抱き上げると、壁を背に身構える。

　薄暗い廊下の闇からほてほてと歩いてきたのは、二十歳にもならないくらいの青年だった。

　腕まくりした木綿のシャツに裾の短い上着、ズボンという、街中ならどこででも見かけそうな平凡な服装。この豪華な城の中では、かえって浮いているが……。

　猫っ毛ぎみの金色の髪と、目じりの垂たれた柔にゆう和わな容貌があいまって、親しみやすい印象を受ける。しかしフランケンシュタイン博士が潜む悪魔の城に、ただそれだけの人物が歩き回っているとはとても思えない。

　──このひとも、狂博士が創造した怪物とか？

　──それにしては外見が綺麗すぎるから……〈黒〉伯爵の使用人？

　──そうでなければ、協力者？

「僕？　助手だよ」

　答えはあっさりと、猫っ毛の青年の口からもたらされた。よほどセシアは訝しげな顔をしていたらしい。

「フランケンシュタイン博士の助手」

　青年が、妙に丁寧に繰り返す。今度は半はん信しん半はん疑ぎの心持ちが顔に出ていたらしい。

　澄んだ金色の瞳を、セシアは珍種の動物でも見るような目で覗きこんでしまう。

「あなたも……いえ、あなたは、博士に何か借りがあるの？」

「借り？」

　過去のセンレッドと同じように、博士の風変わりな（実は異常な）行動に目をつむっているという可能性もあるのかと思ったのだが、きょとんと瞬きする青年にそういう雰囲気は感じられない。

「別にないよ？　僕もあのひとも動物好きだから、意気投合しただけ」

　セシアは半眼になりかけた。

　そんな素朴な理由だけであの尋常ならざる人物の助手になるなんて、まともとは思えない。

　思えないのだが、金色の瞳は子供みたいに澄んでいるし、セシアの手から受けとった黒猫とじゃれあう姿が、どこにでもいる猫好きの青年にしか見えないのも事実だ。そのギャップに戸惑い、同時に奇妙に惹ひきつけられる。

　と、青年が手を差し出してきた。

「レジーって呼んで。──君は『夜の女王』だよね？」

「だとしたら？」

　こんな場所で出くわしておいてとぼけるのも無意味だが、馬鹿正直に認めるのも躊躇ためらわれ、セシアはそんな言い方を選ぶ。

「噂よりずっと可愛いねえ。もっと近寄りがたい美人さんかと思ってたよ」

　声がそっけなかった気もしたが、レジーは気分を害した様子もなく、ふにゃりと笑った。

「博士が君を連れてきたのは、僕が君に逢ってみたいって言ったせいなんだ。ごめんね」

「あなたが──わたしに？」

「僕、これでも悪魔でさ」

　さらりと告げられたのは、耳を疑うような事実。セシアは何度か瞬きをする。

「今の『夜の女王』が、四番目の殿下のお気に入りだって噂を聞いてね。──〈黒世界〉では今、一番目か四番目の殿下が、次の魔王になるんじゃないかって評判なんだ。もともと魔力の強大さではそのお二方がずば抜けてるけど、戦闘の才能では二番目と三番目の殿下が有利だから、都合四人の中なら誰がなってもおかしくないんじゃないかって言われてたんだけど、なにしろ四番目の殿下はやる気がなかったから、下げ馬ば評ひようではいまいちだったんだよ。でも武闘派の殿下たちが脱落してからは人気急上昇」

　……よく舌の回る悪魔だ。どこで息継ぎをしているのだろう。

　ラゼリオンを筆頭とする今まで出逢った悪魔たちとはまるで雰囲気が違う上に、それらしいオーラも皆無の青年の前で、セシアの目が点になった。こう言ってはなんだが、殴り合いをしたら自分の方が勝てると思うくらいなのに。

　──まさかこのひとが、フランケンシュタイン博士を〈黒世界〉で匿かくまっていた……？

「悪魔なのに、わたしの噂を確かめるために博士の助手になったというの？」

「うん。僕は君が感じてるとおり、あまり強い悪魔じゃないからさ。別に人間の魔術師に従うのは苦でもないんだよ」

　開き直ったように自分の弱さを認めるのも、力がすべてという価値観の中で生きる悪魔らしくはないと思う。

　それにしても、ラゼリオンが二番目の魔王子を半殺しにしたことは、もう〈黒世界〉に広まっているのか。やる気どころか、今でも魔王になどなりたくないとはっきり言い切っている彼には迷惑な話だろう。

「みゃあ」

「……みゃあ？」

　セシアは眉をひそめて視線を落とし、そしてびっくりした。

　今までレジーに意識が集中していたせいで気がつかなかったが、足元になんと何十匹もの猫が集まっていたのだ。まるで羊の群れのように。

「ああ、みんな来ちゃったのか。駄目だよ、お留守番しててって言ったのに」

　レジーが視線を下に向けると、二人の他に人間の気配のない空間にみゃあみゃあと甘えた響きの声があふれ、わずかながらの緊張を霧む散さんさせてしまう。一匹一匹の名前を呼んでいるのを見るに、レジーの飼い猫らしい。……飼いすぎだろう。
















　セシアはあきれ半分、心配半分で、さっきから抱いていた疑問を口にする。

「あなた、助手だと言ってたけれど、怪物造りなんかも手伝ってるの？」

「うん。他にもいろいろとね」

「それは……このお城で？」

「うーん。それは答えづらいな。君は一応、博士の敵だもの」

　さっくりと切り返され、セシアは猫と戯たわむれる悪魔の印象を少し訂正する。柔和だが、簡単に情報が引き出せるほど甘ったるい性格ではない。

「じゃ、質問を変えてもいい？　──あなたは猫が好きなのに、動物を怪物造りに使ってしまう狂博士が厭にはならないの？」

「うん。それとこれとは別だよ。博士はこういう小さい動物はもう怪物造りに使わないしね」

「でも──あなた自身が、実験に使われるかもしれないのに？」

　センレッドの身に降りかかった悪夢を思い出せば、忠告めいた言葉が口を突いて出る。

　狂博士に加か担たんしている悪魔を心配するなんて馬鹿だとは思うが、こうして名前まで知ってしまった以上、彼が怪物の材料にされたりしたら夢見が悪すぎる。

「なるほどね。でも、それはないと思うよ？」

　が、当のレジーは気楽なものだ。

「でもミゼラータだっけ？　あの子は元はひ弱だったのに、強い力をもらえたんでしょう？　それって幸運じゃないのかなぁ。僕なんかは羨うらやましくなるけど」

「力があっても、力に振り回されていたら大変だし、あまりいいことばかりではないから」

　仮にも悪魔が相手なのに、思わず説教めいた口調になってしまったのは、自分の魔力を制御しきれていないセシアに重なる部分があるせいだ。──そして、黒衣の悪魔の苦く衷ちゆうにも。

　その言葉に、両手・両肩そして頭にまで猫を乗せたレジーは笑みを誘われたらしい。

「セシアはやさしいね。それにわりと賢かしこい。君が次の魔王の花嫁なら、〈黒世界〉は少しは住みやすい国になるかもしれない。ちょっとだけ期待しておこうかな」

　金色の瞳の悪魔は、不思議と深い目をしてそう言うと、おもむろに上体をかがめた。

「それじゃ。僕は用事があるから、またね」

　セシアの頰にかすかに唇をかすめさせて、レジーは猫たちを家来のように引き連れながら、背を向けた。

　引き止めようとした時にはすでに、彼も猫たちも闇に忽こつ然ぜんと消えていた。

　セシアはそれで初めて、レジーは本当に悪魔なのだと実感する。

　なんだか、悪いた戯ずら好ずきの妖精にでも化かされたような気分だった。
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　暗あん鬱うつな瘴しよう気きの漂う城内を探って、怪物造りの作業場なり、狂博士の研究室なりを見つけられたらと思ったのだが、やはりと言うべきか何かの術がかけられているらしく、セシアは気づけば同じ場所をぐるぐると歩き回っていた。

　この二階（らしい、どうやら）以外のどこにも行けない。抜け出してやろうにも、窓さえ開かない始末だ。

　呪縛のドレスのせいでじわじわと体力を蝕むしばまれつづけるセシアは、今、肩で息をしている。

　──まだ人質をしてなきゃ駄目なのかしら。

　予想よりも軟なん禁きんが長時間に及び、しかもなぜか現在は放置されているようなのでだんだん苛いら々いらもしてきた。

　いっそ『Ｄ』から髑髏の魔術道具を奪って外に連絡しようか、なんて物騒な考えさえ閃いたが、本調子でもない自分が、あの真紅の髪の青年と殴り合って勝てるとはとても思えないので没ぼつ。

　──それに狂博士も『Ｄ』もレジーも、あれから姿を見せないし。

　空腹のまま寝椅子にぐったりとして思索半分休憩半分の状態でいると、控えめなノックの音がセシアの耳に届いた。

　人ひと気けがない城内。

　警戒しながら扉を開けると、真紅の髪の青年がそこにいた。

　雨に打たれたように悄しよう然ぜんとして、けれどガーネット色の瞳には控えめな喜びの色があって。

「『Ｄ』──じゃなくて……センレッド？」

「……おれだよ」

　答えた声は、いつもの、気弱に思えるほど心やさしい青年のそれだ。

　セシアは思わず彼に抱きついていた。より正確には、両腕で彼を抱き寄せていた。

　やっと逢えたという喜びと、単純に喜んでいいのかがまだ判断できなくて、しばらくは声が出せなかった。

「……何があったのか──はわかってるけど、今どうしているの？」

「いろいろ。でもさっき『Ｄ』が寝て……それでようやく、おれが出てこられた」

　寂しげな笑みが胸を抉えぐる。身体を奪われている間、どんなに不安だっただろうかと想像するだけで、セシアは心臓が冷たい石に押し潰されるような苦しい気持ちに襲われる。

「……博士の呪縛はそのままだから、長い時間はもたないと思うけど、とにかくセシアにって」

「わたしに、逢いに？」

「そう。……こっちへ」

　いつも控えめなセンレッドにはない強引さで手をとられ、セシアは廊下に連れ出された。

　引っ張られる。時間がないという言葉のとおり、彼は焦っているようで、ドレスで体の重たいセシアには彼の歩調についていくのが精一杯だ。

　やはり不気味かつ不自然なほど静まり返った城内を進むうちに、セシアは一人で探たん索さくしていた時と違って、同じ場所を何度も歩かされる、あの地味に腹立たしい目くらましにかかっていないことに気づく。

　──ここ……初めて来たわ。

　カメリアの紅べに色いろをしている絨毯を敷きつめた階段が見える。その手前に、細長い窓がある。

「……逃げるんだ。他の場所の結界は破れなかったけど……ここだけはなんとか」

　古風な金具がついた両開き式の窓を開けると、センレッドはひそめた声で言った。

　城は黒い森に囲まれているから、外は鬱うつ蒼そうとしていて暗い。細い月は高い針葉樹のてっぺんに引っかかっているように見えた。

　ちらりと下をうかがう。──ここは二階のはずだが、予想以上に高さがあるようだ。しかも地面がよく見えない。セシアは思わず、空から唾つばをのんだ。

　いつもなら度胸よく手近な木に飛び移ってみせるところだが、右足首に爆弾──治りかけの傷を抱えている状態なので、躊ちゆう躇ちよしたそこへ。

「──姫さん……？」

　聞き覚えのある声とともに、眼下の闇で何かが光った。

　ぴかぴかにみがいた金貨が二枚──いや、真昼の太陽のごとく明るい金色に輝く双眸だ。

「あ、ちょっと待て！　俺が行くから無理すんなや」

　枝のたわむ音が続き、やがてセシアたちの前に現れたのは、狼の姿をしたアルカインだ。

　後脚は枝に乗せたまま、窓枠に顎と前脚を引っかけるようにしているのが、場違いにのどかで和なごむ。そこから身軽な獣は、ひょいと城の中に巨体をすべりこませてきた。

「アルカイン、どうしてここに」

「メイドさんの糸を追ってさ、姫さんを助けに──つうか、呼び戻しにきたんだよ。カールレオン城でちょっとまずいことになってる。話せば長くなるから、とりあえず逃げるぜ」

「──わかったわ。こんな格好だから、背中に乗せてもらえる？」

「そのための変身だぜ。どんと来いってんだよ」

　頼もしい言葉にうなずき、セシアはセンレッドの助けを得て、もふもふとしたアルカインの背中に座る。ミッドナイトブルーの毛並みは、そろそろブラッシングをする時期かもしれないと思いつつ真紅の髪の青年に手を差し伸べるが、彼はなぜか静かにかぶりを振った。

「……おれは残る」

　センレッド。信じられない想いで呼んだ名前が、セシアの喉をひりつかせる。

「今のままじゃ……また『Ｄ』が出て、足手まといになるだけだから」

「だからといって置いてけないわ！　封印をもう一度やり直すとか、方法はあるはず──」

　食い下がる途中で抱きつかれた。縋るような腕の力の強さに、セシアの息が詰まる。

「セシア。……おれは、フランケンシュタイン博士を一度殺している」

　瞬時には理解できないことを言われ、セシアは口をぽかんと開けた。

　殺した？　いつのこと？　でもそれが一体今なんの意味が──。

　混乱に拍車をかけるセシアの瞳を覗きこんだセンレッドは、彼女の頰にふれるだけのキスをすると、奇妙に穏やかに笑った。

「無事でいて。……幸せに」

　それまでもじりじりと心の底を炙あぶっていた不安が爆発する。手足の先から身体が冷えた。

　これではまるで永えい別べつだ。もう二度と逢えないみたいに。──まさか。

　蒼褪めたセシアがセンレッドにしがみつこうとした時、人狼が焦った様子で舌打ちした。

「やべッ。気づかれたか！」

「──え？　誰か来るの？」

　慌てて周囲を見回すのと、セシアを背に乗せた狼が動きだすのは同時だった。

　はっとした時には、センレッドのいる窓辺との距離は、ぐんと離れてしまっている。

　振り落とされないよう懸命に毛皮にしがみつきながら、セシアは暴れるように叫んだ。

「アルカイン、だめよ待って！　センレッドを置いていけない──」

「わかってらぁ！　俺だって置いていきたいわけがあるかよッ。でも今はここから姫さんを一時でも早く連れ出さなきゃなんねえし、『Ｄ』をどうにかする見通しが立ってないんだから、とりあえずこうするしかねえだろ！」

　蔦つたを網あみの目として張り巡らせた城壁に、たったひとつだけ薄明かりをこぼす窓。

　そこからセシアたちを見送る、消える寸前の蠟燭の火のように瘦せた影を振り返ると、アルカインは文字どおり吼えた。

「いいかセンレッド、俺たちが助けるから、絶対に死んだりすんなよ！　姫さんを泣かすような真似をしたら、鼻の骨粉ふん砕さいしてやっかんな!!」
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　青く巨大な洋服ブラシのような影が夜や陰いんにまぎれて消えると、センレッドは安あん堵どのため息をついた。──これで最悪の事態は免まぬがれたはずだ。人じん狼ろうと同じく自分も、セシアを一時でも長くここにいさせたくはなかった。

　──これで、あの男の魔手がセシアに伸ばされることはないし……。

　──後はセシアたちがきっと、なんとかしてくれる。

　──……おれが死んだとしても。

　後こう顧この憂うれいを断った今、失うものはない。意識が保てるうちに片をつけねば。

　真紅の髪をうなじで跳ねさせながら、たちの悪い結界で閉ざされた空間を抜けて、人ひと気けのない階下へと向かう。帰ってきたのは博はか士せと、どことなく油断のならない金色の瞳の悪魔と──あの男か？

　──『俺たちが助けるから、絶対に死んだりすんなよ！』

　……常に陽気な人狼にはめずらしい、恫どう喝かつするがごとき咆ほう哮こうが、耳に残って響ひびくけれど。

　どのみち、フランケンシュタイン博士に打ち捨てられ死にかけたところを、幸運にして拾われた命。『Ｄ』に身体を奪われ好き勝手されて、大事なひとたちに迷惑をかける前に、自分で片をつけたいと思う。たぶんそれが、センレッドなりの騎士道だ。

　黒地に金装飾の玄関扉の前に立つ。外から馬車の停とまる音が聞こえた。

　予想に反して、それが一人分しかないことに内心動揺しつつも、センレッドは腰に佩はいた剣に手をかける。

「──おや。随分と躾しつけが悪くなったものだな。〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉はたいそうな野や蛮ばん人じんの集まりだとみえる」

　現れたフランケンシュタイン博士は、なぜか一人だった。

　金色の瞳の悪魔もあの男もいないことに胸騒ぎを感じながらも、センレッドは剣を握る手の力をゆるめない。むしろ好都合ではないか。一人ずつ相手にできるのなら。──殺せるのなら。

　突きつけた銀の刃やいばの先で、フランケンシュタイン博士の横顔に老ろう獪かいな笑みが浮かぶ。

「小さなミゼラータは美お味いしいお茶と菓子を用意して、私の帰りを待ちわびていたのにな」

「…………」

　頸けい動どう脈みやくまであと髪の毛ひと筋で刃を突きつけられているというのに、博士に怯ひるむ様子はない。むしろ、こちらがぞっとするほど冷静に言った。

「だが、首を断たれただけでは私は死なないし死ねない。おまえはよく知っているだろう？」

「知ってます。……おれの炎の魔力を浴びてさえ、あなたは死ななかった」

「おや。ようやく思い出したか」

「……ついさっきですが」

　センレッドは苦い声で答えた。




　……右腕に悪魔の細胞を移植され──。

　目覚めた時、センレッドは朱しゆ泥でいの中から這はい出たかのように全身血に塗まみれていた。そして、傍かたわらにいたフランケンシュタイン博士から謎めいた言葉を与えられた。

　もう一度意識を闇に搦からめとられ、再度覚かく醒せいした時には博士の姿も血けつ痕こんも消えていたので、疑念を抱きつつも「悪い夢を見ていたのかも」と自分に言い聞かせ。記憶に蓋をした。悪夢の連続じみた過去から立ち上がるには、それが一番手っ取り早かったのだ。

　だが違った。

『Ｄ』に長い時間身体を奪われ、センレッド自身の意識が魂の奥底に沈められたことで思い出したのは、薄々感づいていた以上に呪われた過去だった。

　自分は錯さく乱らんしていた。目の前にいたフランケンシュタイン博士の喉をかき切ったあげく、さらには右腕の力を暴走同然にはじけさせて彼を魔炎で焼いたのだ。裏切られた悲しみと怒りから『Ｄ』という人格まで生まれ、その時のセンレッドを普段の彼ではありえない行為に走らせたのだ。だがその凄せい絶ぜつな記憶を、自分で封じこめていた……。




　死んでも蘇る理屈は、魔術の素養はあっても知識不足のセンレッドにはわからない。

　けれど博士がそういう生き物だというなら、持てる力をすべて叩きつけて消し炭にするまでだと決めていた。そうしないと、この良識を捨てた「狂博士」は止まらない。

「──そうだな。おまえに殺されるのは悪いことではない」

　だがフランケンシュタイン博士はすべてを見透かした目をして、言いつけに従わない子供に諭さとすような口調で言うのだ。

「だがミゼラータ、自や棄けになって早まるのはよくないな。おまえを苦しめる『Ｄ』とやらは、実は跡形もなく消すことができるのに──私には、それが可能なのに」

「……!?」

　思わず、センレッドの手許がぶれた。刃の先がわずかにフランケンシュタイン博士の首筋を傷つけ、深紅の線を走らせる。つうっと血が伝い、シャツの襟えりを汚した。

　それでも微び動どうだにしない博士は、シルクハットを指先でくるくる回すという余裕のある仕草さえ見せながら、

「そんな必死な顔をして私を殺すよりも、私と取引をして自由を得た方が賢いとは思わないかね。──一事が万事手探りの〈ファウスト〉の魔術師たちと違って、私はおまえの中にどうしてその厄やつ介かいな人格が生まれたのか、すべてを熟知しているからな。かの大ファウストよりも的確な施せ術じゆつで、おまえの悩みを取り除くことができるだろう」

「……『だろう』程度では──取引の材料にはなりません」

「おやおや。雛ひなの時に手放した私の鳥は、存外に成長が早かったのだな。そのように鋭い反はん駁ばくができるとはいや、感心した」

　センレッドの猜さい疑ぎ心しんに満ちた表情を、いとおしむように笑みを深めて眺めた後で、フランケンシュタイン博士は鷹おう揚ようにうなずく。

「確実に。──私なら、おまえの中の『Ｄ』とやらを消せる。一いち別べつ以来、それだけの研究を重ねてきたからな。さてどうする？」

　センレッドは剣を握ったまま、長い間、博士の言葉について考えた。

　あの大ファウストでさえ完璧に封印できなかった、もうひとつの人格。

　宿しゆく痾あのように自分を苛さいなむそれが消せたなら──そうしたら、あのやさしい『夜の女王』の腕の中に戻れるだろうか。もう一度、抱きしめてもらえるだろうか。

　たとえ彼女の瞳に映るのが、自分ではない男でも構わないから。そばにいたいと思う。

（おれが死ぬことは……セシアは、絶対に望まないはずで）

（泣かせないためには、おれは何をしても帰るべきか。……でも、そのために迷惑は）

　さっき彼女の温ぬくもりと一緒に手放したばかりの希望が、絶望よりも強くセンレッドを揺さぶる。

　怖いとひそかに思った。この博士はセンレッドの弱さを的確に把握している。昔も、今も。

　──……よく考えるんだ。

　──交換条件に何を求められるか。……このひとがおれのために、善意で動くはずがない。

　──このひとの世界は、自分か、研究対象か、それしかない。過去に思い知ったはずだろう？

　再びこの残酷な元主人に身をゆだねることがいかに危険かも、頭では理解している。

　けれどフランケンシュタイン博士の知識と技術が、〈ファウスト〉の研究者たちに比べて劣るどころか上回るものであることも、長く仕えていた身にはわかってしまっていて。

（このひとは、できないことを『できる』とは言わない。……あとで言げんを翻ひるがえすのは矜きよう持じに関わるから）

「──考えすぎるなミゼラータ」

　フランケンシュタイン博士が目を細める。

「おまえは今のところ私の理想どおりに育ってくれたようだが、そう死に急いでも困るだけだ。わからないという顔だな。──まあ、すぐに答えは出るから焦あせることはない」

　こちらの表情を吟ぎん味みする、くすんだ金色の瞳からは目をそらしたものの、結局センレッドは震える声を夜や気きの中に押し出していた。

「…………あなたの条件は」

「ようやく研究が完成した。さっそく実じつ践せんに移したいので、助手が必要だ。──私の呼吸をよくのみこんでいる助手がな」

　おまえだと暗に告げられて、センレッドは眉をひそめた。

「レジーは……？」

「彼は助手などではない。おや、それには気づいていなかったのか？」

　フランケンシュタイン博士は少しばかり意外そうに言い、それからふと顔を玄関扉へと振り向けた。次いで懐から黄金の懐中時計を取り出して、一いち瞥べつ。

「まあいい。追って説明しよう。──行くぞ」

「どこへ……ですか」

「ここはじきに〈青の薔薇十字団〉に踏みこまれるだろうからな。新しい拠点を見せてやろう」
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〈黒〉伯はく爵しやくの城からの帰き途とは、まるでじりじりと身を焼かれるような不安に苛まれつづけた。センレッドが早まった決断をしないことだけを祈り、夜更けにカールレオン城に戻ると、セシアは自分の救出に人狼が躍気になっていた理由を知った。

　騎士が集つどうサロンの一角で──。

「──二番目の魔王子が消えた!?」

「消えたというか、脱だつ獄ごくだな。誰かが手引きしたようだ」

　ソファにどっかりと身をゆだねて、不機嫌極まるフリーデルが疲れた顔で吐き捨てた。

　狂博士が〈ファウスト〉本部を荒らした時ほどではないが、城内にはさざめきに似た動揺が走っている。

「シリウス兄様や、わたしの契約者ウオーカーでは止められなかったの？」

「僕や君の執事まで含めてほぼ全員、戦闘能力がある者は、君の捜そう索さくや例の『卵』騒ぎで出払っていたからな。その隙をつかれた」

　逃げる時間の確保。二番目の魔王子の奪だつ還かん。

　一いつ石せき二に鳥ちようを狙ったフランケンシュタイン博士の陽動に、まんまと嵌はめられたのかと思えば、ただでさえ誇り高い少年は業ごう腹はらに違いない。他の騎士なら腰を抜かしかねない凄まじい怒りの形ぎよう相そうだ。

　とその時、潰しかねないほどカップを握りしめた少年が、もう片方の手でもてあそんでいるモノに気づいた。

　まるで何日も墨すみに浸ひたしたかのような漆しつ黒こくの卵だ。見た者に不吉な予感しか抱かせないそれの正体は、言われるまでもなく見当がつく。──狂博士謹きん製せいの、怪物の卵だ。

　セシアはぎょっとして飛びのいた。

「どうして持って帰ってきてるのよ、そんなもの!?」

「見つけたその場で、君の執事がハンドパワーで中身が生まれてこないように変えてくれたから安心しろ。これも研究の一環だ」

「……わたし、やっぱりあなたの趣味だけは理解不能だわ」

「趣味じゃなくて研究だ」

　妙に堂々と言い切るフリーデルには、〈ファウスト〉の変人揃いの博士たちに通じるオーラの片へん鱗りんがうかがえる。……まあ、もともと普通のひとだとは思っていなかったが。

　大いに腰が引けているセシアをよそに、フリーデルは相変わらず不機嫌そうに続けた。

「ところでその、狂博士に荷か担たんして、この城に潜入した奴のことだが──」

　さては『Ｄ』かとセシアは悪寒に身を縮めたのだが、首を振られる。

「センレッドの中のあいつじゃない」

「目撃者がいたの？」

「いたというか──いないからこそ『Ｄ』ではないとわかったと言うべきだな」

　意味不明だと眉を寄せれば、フリーデルはハーブティーをあおりながら補足してくれた。

「『針の塔』の見張りに立っていた青薔薇の騎士は、皆、気づかないうちに後ろから殴られて昏こん倒とうさせられていた」

「……誰にも気づかれなかったと？」

「どうやら高度な幻術をかけられたようだ。同胞のセンレッドならそこまで徹底して姿を隠す必要はないし、第一、彼にはそういう術は使えない。君と人狼とセンレッドは、脳みそが筋肉なせいか非常に攻撃に偏かたよった能力の持ち主だからな」

　……付け加えなくてもいいような雑ぞう言ごんにも、今日のセシアは耐たい性せいを発揮した。フリーデルも狂博士に翻ほん弄ろうされて苛立っているのだ。神経のささくれだったセシアまでもが本気で応戦して、体力を浪費するのは阿呆だ。

　──今は、センレッドのことが気がかりだし。

　──自じ暴ぼう自じ棄きにだけはなってほしくないって……伝わっているかな。

　どんなことになっても必ず戻ってきてほしいという、セシアたちの願いを。

「でも……見張りはそれでいいとしても、拘束してた場所は、四番目の殿下にも協力していただいた結界で封じられていたはずでしょう？　よくそれを破れたわね」

「実は、それがかえってよくなかったみたいだ」

「それ？」

「あの黒衣の悪魔は、突出して力が強いだろう。そのせいで、十数人で協力して編んだ結界術のバランスは、逆に悪くなってしまっていたようだ。といっても、魔術を多少齧かじった程度の人間ではまず気づかない程度の瑕か疵しなんだが──」

　舌打ち。クールな振る舞いを好むフリーデルにしては、下品な仕草だ。

　瑕疵とやらに気づかれて、そこをいやらしくつかれたというわけか。

　──そういえば、〈黒〉伯爵の城でも幻術にかかった。

　──あの、二階でずっと同じところをぐるぐる回らされる……。

　それもフランケンシュタイン博士の仕し業わざなのか、はたまたあの助手を名乗った猫好きの悪魔の所しよ業ぎようなのか。どちらにせよ面倒だ。しかも今は二番目の魔王子が合流しているはずで、さらに『Ｄ』まで加わっているとしたら。

「だがそんな瑕疵をすぐに見抜くとは、相手は只ただ者ものじゃない。君の話では『狂博士の助手』を自称している金色の髪と瞳の悪魔も、たとえ力は弱くても何か侮あなどれないものがありそうだ。至急、正体を調べる必要があるな」

「調べられるかしら。どうやら〈黒〉貴族ではなさそうだったけど──」

　言いかけて、セシアは思い出す。こうした情報に驚くほど詳しい、黒衣の悪魔を。

　先刻は無事に帰ってきたという報しらせを聞いて来てくれただけで、すぐに別れてしまったけれど、彼なら〈黒世界〉の住人に詳しいはずだ。セシアが最初に彼に出逢ったのも、そちら方面の情報を求めてのことだった。

「──調査は、わたしがするわ。あなたは引き続き、センレッドの件をお願いね」

「言われるまでもない」

　セシアが祈るように念押しすれば、フリーデルはめずらしく皮肉を挟まずにうなずく。

　……帰還して、真っ先に彼に確かめたのは、実はそのことだった。

　センレッドの中の『Ｄ』を再び抑える手段。

　師匠の大ファウストでさえ手を焼いたそれに挑むのに、フリーデルの強い瞳は不安なぞ微み塵じんも感じさせない。その揺るぎなさは、彼と同い年のセシアをもぴしりとさせた。

　瞳に不安の翳かげりを宿す暇があったら、前を向いて動けと言われているようで。

「君の働きには──さほど期待はしてないが、せいぜいがんばれ」

　そんな感かん慨がいを吹き飛ばす、最後まで上から目線の物言いでこちらをムッとさせながら、フリーデルが立ち上がる。

　彼が小脇に、論文だか研究メモだか報告書だかわからない紙束を挟んでいることにセシアはそこで初めて気づいた。

　未完成品を見せることを異常に嫌うフリーデルはさっさと隠してしまったが、セシアはその寸前に「紅あか髪がみのアリス」という綴つづりの殴り書きを見つける。

　何体もの悪魔の魂を喰らって力を高め、欲望のままに生き、王都を巻きこむ魔術事件を起こして捕らえられた。そして今は秘密監獄に拘こう禁きんされているはずの魔女。今彼女を研究することの意味を少し不思議に思った。

　しかも、気のせいだろうか、クレオヴィスという名前もあった気がした。

　……彼の字はそのひねくれた性格を反映したように癖が強すぎて、判はん読どくが至し難なんの業わざだから、はっきりとは自信を持てないのだが。
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　疲れていたが気力だけで足を動かし、黒衣の悪魔が新たに占せん拠きよしている〈ファウスト〉の書庫へ向かう。

「──フランケンシュタイン博士の活動拠点になりうる場所を絞りこんだ。今、〈青の薔薇十字団〉が〈叛乱の天使トレイターズ・エンジエル〉とともにひとつずつ当たっているそうだ」

　お手柄を語る時でも、ラゼリオンは相変わらずの無表情で、セシアは感謝の言葉を口にするタイミングをつかめなかった。

　粗末な椅子に座った彼の周囲には、資料や参考文ぶん献けんと思おぼしき書物がうずたかく積み上げられていて、まるで歪いびつな城壁のようになっている。セシアは手近な本箱に腰を下ろし、書物の城壁が一番低い場所からラゼリオンを覗きこんだ。

　彼が本を読んでいる横顔を見ると、無条件にほっとするが、

　──心配しないでほしいって、行く前に言ったのはわたしだけれど。

　──ここまで無反応だと、ちょっと寂しい……ような。

　狂博士に着せられた漆黒のドレスについて何もふれてこないのも、彼らしくない気がするし、砂糖菓子みたいな言葉をささやかれても動じないようにわざわざ覚悟を決めてきた自分が馬鹿みたいだし。

　とそこまで考えた時、ラゼリオンがさっきから、ちょっと不自然にこちらと視線を合わせていないことに気づいた。

「ラゼリオン様、何か悩んでたりしますか？」

　いつもはそんなにじっと見つめないでほしいと思うほどなのにと首をひねると、ラゼリオンは微妙な表情で頰ほお杖づえをついた。

「私のせいで二番目のあれが逃げたと聞いて、な」

　きまり悪げな答えに、小刻みに瞬まばたいてしまう。──気まずかったということ？

　黒衣の悪魔が妙に可愛く感じられ、さっきからあまり元気を出せずにいたセシアの頰までもがゆるむ。

　その気になれば万の悪魔を一瞬で死の世界に引きずりこめるほどの存在なのに、彼が秘した情じよう味みや弱さを見せてくれるのは、セシアにはなんとなく嬉しいことだ。しばし遠ざけられていた寂しさが癒される。

　だからではないが、セシアは慰い撫ぶするように言った。

「あなたの責任ではないですよ。わたしも含めて、みんなで出し抜かれただけで」

「そう言ってもらえるのはありがたいが」

「というか、ラゼリオン様は苦手そうだと思ってました。結界術みたいな消極的な術は」

「鋭いな。私の力はどうにも攻撃的な方向に偏かたよっている」

　苦い口調で、ラゼリオン。

　なにしろ属性が『死』だ。本人はおおむね平和主義なのに、彼の魔術の特徴は、専せん守しゆ防ぼう衛えいどころか一撃必殺に近い。

「少し話をしてもいいですか？」

「私はいつも、あなたにそう言ってもらえるのを待っているようなものだ」

　彼らしい遠回しな肯こう定ていにうなずき、セシアは『大魔術書』を渡してからのことを説明した。

　ラゼリオンは簡潔な相あい槌づちを打つことが大半だったが、一度だけ軽く眉をひそめた。

「──『Ｄ』とは？」

　わざわざ喧けん伝でんするようなことでもなかったので、センレッドの第二の人格のことを話すのは、これが初めてだと気づく。

「とりあえず何事もなくてよかった。身体は大丈夫か？」

「ええ、まあ。怪我もなく」

「しかし、フランケンシュタイン博士と趣味が合ってしまいそうなのが残念だ」

「え？」

「そのドレス。私好みな上に、少し悔しいほど似合っている」

　何も言われないのは物足りないと思ったが、言われたら言われたで大変だということを改めて思い知る。また無表情に言うから参るのだ。頰が熱い。これは呪いのドレスなのに。

　ひと通りをセシアから聞き終えたラゼリオンは、彼らしい思索の表情になった。つまり、軽く目を伏せ、腕組みをした。

「〈黒〉伯爵の城は、おそらく本当の拠点ではないだろう」

「やっぱりそう思いますか？」

「あまりにも安あん易いだからな。もしフランケンシュタイン博士のアジトだとしたら、仮面舞踏会を開いてあなたを招く意味がわからない。それにあの場所は、怪物造りに必要なものを運び入れるにはかなり面倒だ」

　──それじゃ、どうしてわたしはあそこに連れこまれたんだろう？

　今、総帥──マザー・フレアの意を受けた青薔薇の騎士たちが、〈黒〉伯爵の領地にも探たん索さくの手を伸ばしている。ナチュラルに口の悪いシリウスは「怪しい奴は見つけ次第、銃殺刑にしとくわ」などとのたまい、他の良識的な騎士たちから慌てて突っ込まれたという。

　セシアはベールの下で眉間のしわを押さえた。

「〈黒〉伯爵はどういうつもりなんでしょうか。姿は見せなかったのですけど」

「行方不明ということか？」

「そこまでは……。ただ、城には不在のようでした。カメリアの花だけはありましたけど」

　楽観的に「留守なのかしら」などと思えないのは、関わっている顔ぶれの兇きよう悪あくさと、〈黒〉伯爵そのひとが二番目の魔王子寄りという話を聞いているからだ。

　──『博士が君を連れてきたのは、僕が君に逢ってみたいって言ったせいなんだ』

　そんなふうに言ったレジーを、次いであの性悪少年魔術師から請うけ負おったことを──ここに来た目的をはたと思い出す。いけない、戻ってきた安心感にひたりすぎていた。

　すでに説明した金色の髪と瞳の悪魔について心当たりを尋ねると、ラゼリオンはなぜか、なんともいえない表情になった。

　片付けの途中で、昔若気の至りで書いた詩を見つけてしまったとでもいうような、笑うしかないが笑うに笑えないという顔だ。

「実は、その猫好きの悪魔なんだが──」

　続く言葉に、セシアは耳を疑った。

「弟かもしれない」

「………………は？」

　気の抜けた声まで出た。

　ラゼリオンの弟。──それはつまり、五番目の魔王子だ。

　慌てて、レジーの姿を詳しく思い出してみる。

　寝起きからそのまま、という感じだった金色の猫っ毛。垂れ目がやさしそうな顔立ち。

　……目の前のラゼリオンとも、あの好色残忍なイロンシードとも、かつて争った三番目の魔王子とも重なる部分がない。

　まあ、ラゼリオンとその二人の兄もたいがい共通点がないのだが、それでも「魔王の御み子こ」らしい存在感の濃密さだけはともにあった。道ですれ違っても、悪魔だと気づかずに通り過ぎてしまいそうなレジーとは違って。

　しかし、セシアにとって何よりも意外なのは──。

「失礼かもしれませんけど、レジーは魔王子にしてはあまり──」

「強そうに見えない？」

「……率直に言って」

「そのとおりだ。弟はあまり強くはない。私とは年も離れているせいか、まるで我が父──当代魔王の力の出がらしのように言われていて気の毒だったな。本人は笑顔で受け流していたようだし、そのお蔭で継承戦争でも影が薄く、私のように他の兄弟から目の敵かたきにされないのは、むしろ羨ましかったものだが」

　悪意はないはずだが、山と積んだ書物の一角を片付けながらのラゼリオンの言いようも結構ひどい。

「ちなみにレジーの実年齢はおいくつですか？」

「六十歳くらいだ」

　猫をはべらす姿が似合うせいか、セシアの頭の中でうっかりレジーの印象が若年寄と化してしまうが──彼もまた魔王子だというなら、いくつか納得することがある。

「──フランケンシュタイン博士を〈黒世界〉で匿っていたのは、レジーですか」

「二番目のあれ同様、弟の方も小細工が大好きだから、おそらくは」

　兄弟の中で一番力がなかったせいなのだろうかと、セシアは想像する。

　──『あの子は元はひ弱だったのに、強い力をもらえたんでしょう？』

　──『それって幸運じゃないのかなぁ。僕なんかは羨ましくなるけど』

　何をのんきな、としか思えなかったあの言葉にも、レジーなりに深い感情がこめられていたのかもしれない。

〈黒世界〉の悪魔たちにとっては、力の強さがすべて。そんな中で、彼のような魔王子がどうやって過ごしてきたか、想像に難かたくなかった。

　しかし自分の力不足を自覚しているレジーが、なんのためにラゼリオンと敵対したのかが謎だ。魔王の座を求めて謀はかりごとをしているとは思えない。

　──『君が次の魔王の花嫁なら、〈黒世界〉は少しは住みやすい国になるかもしれない』

　──『ちょっとだけ期待しておこうかな』

　言葉を額面どおりに受け取るならば、彼はラゼリオンに刃は向むかうよりはむしろ──。

「──まったく」

　と、ラゼリオンが軽く舌打ちした。紳士的な彼にしてはめずらしい仕草だ。

「二番目のあれをさっさと拷ごう問もんして、吐かせておくべきだったか」

「……拷問したら自白するタイプですか？　イロンシードは」

「そうではないから面倒なのだがな」

　先日の一件以来、ラゼリオンの二番目の兄に対する嫌悪感は臨りん界かい点てんを超えているようで、こうして話題にすると彼の周囲には怒ど気きらしきものさえ揺らめく。さらに呼ぶ時も、徹底して「あれ」呼ばわりだ。兄と認めることを拒絶している。

「そういえば──ばたばたしてて訊きそびれてましたけど、結局、フランケンシュタイン博士が蘇る理由ってなんなんですか？」

　どういった超魔術の結果なのかとセシアは半分は身構え、もう半分は魔術師のはしくれとしての好奇心にもかられて質問したのだが、返ってきたのは意外な答えだった。

「簡単に言うと、フランケンシュタイン博士はある種の人間の突然変異だ」

「……突然変異？」

「そうだ。──ヒュドラという、首を斬り落としてもまた生えてくる怪物が神話にいるだろう？　博士の体質はどうやらそれに近いものらしい。溺おぼれようが首を切断しようが猛毒をあおろうが眉間を銃で撃ち抜こうが、身体の他の部分が残れば再生してしまう」

　いわば「魔人」。

　何度心臓が止まっても蘇る、著いちじるしい再生能力を持った特殊体質なのだという。

「ある意味、この世でもっとも厄介な能力だろうな。殺したと思って安心すると、知らないうちに寝首をかかれる」

　にわかには信じがたいものの、それが事実だとすれば、彼が屍体として運びこまれたはずの〈ファウスト〉での騒動にも説明はつく。

　フランケンシュタイン博士の人間離れした妖しい雰囲気は、その悪魔よりも悪夢じみた力に由来するのではないかと告げられたら、それは納得がいく感じだ。

「ラゼリオン様はどうやってそのことに気づいたんですか？」

「博士が、センレッドと一度決別する以前に書いた論文のせいだ」

「論文──」

　そういえば、文章なら物語でも戯ぎ曲きよくでも新聞でも三さん文もん小しよう説せつでも読んでしまうほど文字が好きなこの悪魔は、フランケンシュタイン博士がまだまともに人間の学会に参加していた頃の論文を、いくつか読んだことがあると以前言っていた。

「今回のことがあってから、手に入れられる限りのものを集めて確かめた」

「いつのまに……」

「あなたが走り回っている間に。──特に人間はどうやったら死ぬか、ということをテーマにした論文だったのだが、記述が異様なほど克こく明めいだった。たとえば、手首をナイフで切り裂いて湯に浸しておくと、どのくらい血が失われたら意識を喪そう失しつするかとか、ある種の毒の作用は内臓をどのように傷つけるかとか。普通の実験と解剖ではわからないようなところまで、まるで実体験のように生々しい筆致で記されていた」

　それが、フランケンシュタイン博士という人間に興味を持ったきっかけ。

「人間にしては奇き抜ばつな男だと思った。いずれ何かをしでかすような気もしていたが」

「でもそんな論文を発表して、学会で疑われたりしなかったんですか？　──博士が、ひとを殺したりしているんじゃないかって」

　大量殺人というおぞましい単語まで頭に浮かんで、悪寒に二の腕をさするセシアに、ラゼリオンはどことなく憐あわれむような目をした。

「残念ながらエウローペ大陸には、いくらひとを殺しても正当化される理由がある」

「！　……魔女狩り──」

「正解だ。フランケンシュタイン博士の生国ハルシュタット帝国では、実際、狩られた魔術師たちがそういう実験に供されることがあったらしい。若き日の博士は、自分も魔術師だということは巧こう妙みように隠して、帝国政府のそうした政策に科学者として協力していた」

　……厭な話だ。

　もともと狂博士にいい印象などないが、そんな人間に利用され裏切られたセンレッドを思うと、やりきれないのを通り越して理不尽な気持ちにさえなる。

「──フランケンシュタイン博士は、実は悪魔や魔物という可能性はないんですか？」

「私もそう思って彼の出自や家系を追ってみたが、異種族の血が入った形跡はない。人間の魔術師にも、そういう家系ではないのに突然強大な力の持ち主が出ることがあるが、同じような突然変異だろう。自然界では実はさしてめずらしいことでもない」

　ふと頭に浮かんだのは、〈ファウスト〉でも解析不能なハンドパワーを持つ執事だ。

「クレオヴィスさんも、そういう突然変異の一種なんでしょうか」

「彼の場合はある種の奇き蹟せきというか──」

「奇蹟？」

「──いや、彼についてはあまり突きつめると深みにはまるからよそう。それよりもフランケンシュタイン博士だ」

　気になるが、確かに脇道だ。セシアは意識を戻す。

「自分が思うように死ねないのなら、自分と同じ存在を増やそう。彼の研究の目的はそういうことだろう。センレッドに悪魔の細胞を植えつけたのも──」

「人工的に魔人を造る実験の一環だった、と？」

「そして稀き少しような成功例だ。私の知る限り、センレッド以外にはいない。おそらく普通は、拒きよ絶ぜつ反はん応のうが強すぎて人体がもたないのだろう」

　確かに〈青の薔薇十字団〉にも見当たらない。

　魂たま喰くいといって、悪魔の魂を喰らったり、融ゆう合ごうしてしまった例はあるが、外科的な処置で結合させられたセンレッドはかなり特殊だ。

　とそこでラゼリオンは、淡々と事実だけを並べるそれから、セシアをそっと諭すようなものへと口調を切り替えた。瞳に穏やかな光を灯ともすと同時に。

「故にセンレッドは、フランケンシュタイン博士の許にいる限りは無事だ。あの自分の研究にしか興味のない博士が、稀少な被験体を殺すわけがないからな。だからあなたも、彼の生死については心配する必要はない」

　どこまでも理詰めの、けれど不思議と反感を抱かせない話し方はラゼリオン独特のものだ。

　今までにも何度も心を支えられてきたそれに、また安心感を与えられるけれど。

　──『……おれはたぶん、フランケンシュタイン博士を一度殺している』

　最後の告白が胸をよぎると、再び胸に恐怖がわいた。

　セシアも以前、強すぎる力を暴発させて大変なことになりかけたが──センレッドもきっと突然与えられたそれを持て余し、狂博士を手にかけてしまったに違いない。

　別れ際のセンレッドの思いつめた瞳から、狂博士と刺し違える覚悟ではと危き惧ぐしたのだが、確信した。

　彼は「今度こそ」刺し違える気だったのだ。

　あの、普段は虫も殺せぬほどやさしい青年のことだ。自分がセシアの許を離れたことを、狂博士のせいで片付けることはできずに苦悩しているに違いない。

「でも……フランケンシュタイン博士に殺す気はなくても、センレッドは──」

「博士たちを倒してケリをつけようとするかもしれないな。だが私がフランケンシュタイン博士なら、なんとしてでも彼を懐かい柔じゆうするだろう。有効な手段としては、あなたを餌にするとか」

「餌？」

「たとえば、あの『Ｄ』という人格を消して、あなたの許に戻れるようにしてやると言われたら？　博士を抹まつ殺さつできる確証もないこの状況なら、いくら義理堅く真面目な彼でも、揺らぐに違いない」

　冷静な目で分析されると、強引なまでの説得力にうなずきそうになるが、セシアには自分がそこまで魅力的な「餌」なのか、いまひとつ自信が持てない。

　不安の消せぬセシアを見やると、ラゼリオンは予想外の方向から補足してきた。

「あなたは美しい、と言っただろう？　センレッドはあなたの美しさに魅せられている」

「ちょ──」

「事実だ。私には彼の気持ちがわかる。故に彼は、フランケンシュタイン博士に殺されなければ死ぬことはないと確信もできる。──それにセシア。あなたの役目はセンレッドを心配することではないだろう？」

「え」

「あなたの役目は、彼を信じ、博士の呪じゆ縛ばくから救うことだ。騎士を愛する『夜の女王』陛下」

　真しん摯しな響きで告げられれば、波立っていた胸の中が、すっと凪ないでいく。そうだった、と気づかされる。

　彼女の瞳に本来の力が戻るのを見届けると、ラゼリオンは、手許で開いていた本をぱたりと閉じた。

「これで、あなたに伝えるべき話は全部かな。──では、戻りなさい」

「え？」

「魔力が不安定だと言っただろう？　あなたをこれ以上凍こごえさせるわけにはいかない」

　言われて初めてセシアは、地下室の書庫にしては不自然なほどの肌寒さに身震いした。

　会話に意識が向いていたせいで忘れられていたが、これは彼の『死』の属性の魔力の余波。

　以前よりはましだが、身体にいいはずはない。

　気遣いを理解しつつも、去りがたい思いでいると、名を呼ばれた。

「──セシア」

　普段よりも、少し厳しい声。

「凍りついて死んでしまうかもしれないぞ」

「そんなこと──」

　脅おどしに、心の中で何かが発火する。

「わたしには、そんなことはどうでもいいんです」

　勢いだけで男らしく言い放ってしまった後で、セシアは正直なところを付け加えた。

「……怖くないと言ったら、噓になりますけれど。わたしは怖いものって結構好きですし」

「あなたはなかなかに悪趣味だな」

「悪趣味ですよ。それに、あなたが心配するほど壊れやすくはないし」

　たった今、彼の言葉にたくさん支えられた後で何を偉そうに、と理性が囁く。

　けれど支えられた後だからこそ、何か返したくて、手を伸ばす。

「ラゼリオン様」

　積み重なる書物の上で、軽くふれた手。手袋越しでも冷たい指先。

　アイスグリーンの瞳に誘いざなわれたかのように、セシアの唇は自然と動いた。

「わたし、あなたのことを愛しているんだと思います」
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　………文字どおり、凍いてついたように長い沈黙が流れた。

　見ればラゼリオンは喜ぶでもなく、むしろ、めずらしく当惑した様子を露わにしていた。

「言葉だけを聞けばロマンチックだが──何かが違うように思うのは気のせいだろうか。まあ、あなたのそういう意外性に惚れたといえば惚れたわけだが」

　セシアも自分の言葉の勢いに、実は困惑していた。

「ロマンチックでしたか？」

「言った当人に訊かれると困るが、今のは普通なら愛の告白だ」

「まあ……確かに、愛とは言いましたけれど」

　確かに爆弾を落としたセシア自身、告白しちゃった[image: ♥]　という恥じらいには程遠い。

　気持ちとしては「わたしは料理が苦手です」程度のあたりまえの事実を、口に出して確かめてみただけという感じだ。

　気まずいには気まずいが、どちらかというと舞台のクライマックスで決め科白ぜりふを盛大に間違えたようなそれだ。

「嬉しくなくはないが、問題は、あなたの『愛している』ひとの範囲は広すぎることだ」

「──そう。そこなんです！」

　胸のうちのもやもやを的確に表現され、セシアは勢いづいた。

「私が今、素で『愛している』って言えそうなひとを挙げると、妹に父上にシリウス兄様にルーシャスにアルカインにセンレッドに、クレオヴィスさんに七匹の猫にフェアリー・ドールの姫たちに、リュシィさんも入るくらいの勢いで」

「予想以上に広いな」

　指折り数えるセシアを見つめて、ラゼリオンがなんだか毒気を抜かれたようになる。

「ちなみに〈ファウスト〉のあの少年は」

「彼なんか絶対に愛してなんかいません」

「──彼一人だけが別べつ枠わくというのも、実は妬やけるのだが」

「なんでですか」

　セシアは眉をひそめた。正直「嫌いではない」だけで、「好き」だなんてダイヤモンドの塊かたまりをもらっても言えない相手になぜ嫉しつ妬とするのだ。

「それはともかく、あなたです」

「私か」

「わたしはあなたのことは──今挙げたひとたちに負けないくらい……す、好きだし……大事にしたいし、力の限り助けたいとも思っているんです。でも、あなたと契約を結びたいのかというと、そういうわけじゃなくて」

　並べ立てると、それだけで、先ほどとは違う混こん沌とんとした心理状態になってしまう。途中からセシアは、文法を整えるのを放ほう棄きした。

「でも、あなたがくれる安らぎは、もうすでにわたしには欠かせなくて……あなたといるために何かしたいって、いつも思っているんです。今も」

　さっきは魔術事件にいろいろな思惑が絡んでいて混乱したという具合だったが、今のこれは自分で自分がわからなくて迷めい走そうという状態だ。

　セシアはもう三階から飛び降りろと言われたかのような張り詰めた表情でうめいた。

「これって、愛でいいんですか？　それとも恋ですか」

「……少し冷静に考えてみよう」

　対するラゼリオンは、むずがる赤子を突然押しつけられたかのような顔だ。

　戻りなさいと言った時の、やさしいけれど突き放す冷たさをも含んだ雰囲気は消え去り、苦笑いすることもできないという感じである。

「あなたを口く説どいている人間が『それは恋ではないよ。あなたは私に恋なんてしていないから安心しなさい』などと言うと思うか？」

「でも、あなたの他に、こんなことを相談できるひとなんていないんです」

「そう必死になられると困るな」

「わたしは最初から必死ですよ。一生の問題なんですから」

　そう。彼には求婚されているのだから。

　ただ、自分がラゼリオンの妻に収まって、おとなしく夫婦生活なんぞを営いとなむ姿は想像を絶するのだ。

　こうしてウェディングドレスじみたものを着せられているというのに、花嫁姿を思い浮かべることすら難しい。

　十年前のあの日からずっと、『夜の女王』の務めを果たすために一生懸命だったから。『夜の女王』として戦い死ぬ以外の未来を、夢想することすらなかったから。

「──セシア。とりあえず落ち着こう」

　冷たい口づけ。とはいえ彼の唇がふれたのは、ヴェールをよけたセシアの額だ。

　その場所へのキスは普通小さな子供にするものだから、というわけではないが、以前唇にされた時と正反対に、セシアは一気に脳が煮詰まった状態から醒めた。我に返った。額に氷ひよう囊のうを載せられた感じに近いかもしれない。

　だからだろうか。書物の山脈越しにとはいえ、額がぶつかりそうな位置で彼に苦笑いをされても、無闇にどぎまぎはしなかった。言い聞かせる響きの声が、静かに身体にしみた。

「私は焦ってはいないから、そんなに急いで答えを出さなくてもいい」

「キスしたのにですか？」

「以前のあれは──少し自うぬ惚ぼれて、欲をかいた行為だった」

　薄く笑う。自嘲ぎみに。

「二度としない。するフリをして、あなたをからかうこともしない」

　だから安心しなさいと、セシアの心の安定を最優先にしてくれる。

　契約者たちとも義兄とも違う──大人の男のひとだと思わせられるのは、このひとは何かが違う気がするのは、こんな時だ。心臓が、とくりと波打つ。たぶん幸福なときめきで。

「私もあなたがそばにいてくれるだけで毎日幸せだし、こんな面倒な状態になっても、鬱うつ々うつとせずに済んでいる」

「……そんなことだけでいいんですか？　本当に？」

「それだけでいいと言っているのだから、今は納得しておきなさい。──あまり大人を困らせないように」

　冷たい指先で、なだめるように銀髪を撫でられると、勢いだけで感情を大暴れさせてしまった自分が子供に思えて情けない。

　けれど今の気持ちを、自分なりに言葉にして伝えたことで、その分だけ彼との距離が縮められたように思えるのは悪い心地ではなかった。

　とりあえず今は満足しておいて、セシアは裾を周囲に絡めないように腰を上げ──。

「──あ。そう、あとひとつだけいいですか？」

「なんだ？」

「このドレス、脱がせられますか？」

　微妙な表現になってしまったのは失敗だったが、さっきの話の余よ韻いんで常に冷静な彼が固まるところを、一瞬とはいえ見られたのは収しゆう穫かくかもしれない。
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　黄色い陽光に洗われ、夜明けを迎えたカールレオン城のサロン。

〈黒〉伯爵の城と周辺の捜索をしてきた青薔薇の騎士たちが帰還し、城内はにわかに騒がしくなっていた。

　フランケンシュタイン博士たちはもちろん、怪物造りの痕こん跡せきも発見できなかったという。やはり、怪物は違う場所で造られているようだ。

　そしてセシアにはまた別に、もうひとつ問題が残されていた。

「……脱げないの」

「──は？」

　深刻な顔をしたセシアの相談に、茶色のソファで足を伸ばすアルカインは変な声を上げた。

　帰還後すぐに、リュシィとともに思いつく限りの手を尽くして奮ふん闘とうしたにもかかわらず、漆黒のドレスが脱げなかったのだ。

　各所のリボンは結び目が石でできているのかと思うほど固く、頭につけた薔薇のコサージュとヴェールはまるで頭皮に直じかに縫いつけたかのようだし、布が肌に膠にかわで貼りついたかのごとく、ドレスも長手袋も脱げない。

　先ほどラゼリオンにも見てもらい、狂博士の魔術がかかっていることだけはわかったものの、繊せん細さいな作業に向かない彼の力では解決できなかった。

　という事情を話すと、なぜか集合していたセシアの仲間たちはさまざまな反応を見せた。

「ああ、なるほど。拘こう束そく着ぎ代わりだから、脱げないような仕組みになってるんですね」

　無駄に感心したのはルーシャス。

「しかし脱げないって言われてもな……俺はドレスの構造すらよく知らねえし」

　微妙に違う角度から露骨に困惑しているのはアルカイン。

「フランケンシュタイン博士を撃ち殺せばいいんだろうが……。ちッ、厄介だな」

　相変わらず過激なのは、別にいいですと言ったのに押しかけてきた義兄シリウス。

　一番ひどかったのは、こういう時だけ期待（？）を裏切らないフリーデルだ。

「なんだ、魔術か。急に激太りしたのかと思ったぞ」

「殺したいわね実に」

「今僕を殺すと、君が困るんじゃないのか？」

　確かにセンレッドの件は彼が頼りなのだが、それを差し引いても今の発言は殴るに値あたいすると思う。

「面倒くせえな。こんなもん、弱いところから破っちまえばいいんじゃね？」

「きゃああああ!?　どこさわってるのよアルカインッ」

「痛いってえ！」

　あらぬ場所に手を置かれたせいで、思わず手加減抜きで肘撃ちを叩きこんでしまった。

　のけぞるアルカインの肩越しに、壁際の長椅子に座しているフリーデルが淡々と言う。

「火でもつけて燃やすか」

「わたしが焼け死んだらどうするのフリーデル！」

「本気で叫ぶな。冗談だ」

「……あなたが言うと冗談に聞こえないのよ……」

　こめかみを揉んでソファに沈むと、後ろから金髪の吸血鬼が腕を巻きつけてきた。なんのつもりだと訊ねるより先に、甘ったるい囁きで耳をくすぐってくる。

「僕と一緒に寝室に行きませんか？　二人きりでなら脱がせてあげられるかも」

「──はっはっは、そこの吸血鬼。俺の目の前でいい度胸だ！　そんなに蜂はちの巣すになりたいとは知らなかったぞ」

　セシアが何か言うよりも先に、彼女の隣にいたシリウスが即座に怒気を撒き散らした。

　ドレスに体力を蝕むしばまれつづけたせいで、銃を構えた義兄と悪びれぬ吸血鬼の不毛なやりとりを諫いさめる気力が出せない。気のいい人狼に仲ちゆう裁さいを丸投げして、セシアは再びこめかみを揉んだ。

　……自分が相談したこととはいえ、知り合いによってたかって服を剝むかれようとするなんて一体どういう悪夢だと突っ込みたくなるが、脱げないと厄介なのは事実だ。

　室内の騒がしさに辟へき易えきとしながら、フリーデルも眉をしかめている。

「おそらく術者をなんとかすれば脱げるだろうが、そのままでは戦闘への参加は無理だな」

「なめないで。わたしは十センチのヒールでも全力疾走できる、というかそういう鍛たん錬れんを無駄にみっちりやらされた経験があるから、この程度の拘束着でへこたれたりしないわ。後方支援でもいいから参加する」

　ソファの背から身を起こしてきっぱりと主張すれば、ティターニア宮殿防衛戦の時にも散々やりあったフリーデルは、もう勝手にしろと言うように鼻を鳴らした。

「命の保障はしないからな。しかし、なんなんだその悪趣味な鍛錬は」

「わたしの師匠に訊いて」

「……あれにか」

　常にふてぶてしいフリーデルにはめずらしく、若干げんなりした様子になる。

　この尊大な少年が、唯一頭が上がらないのは魔術の師たる大ファウストだが、唯一苦手としているのはセシアの師匠である。

　フリーデルいわく「思考回路が人間じゃない」。──そんな人外の人物を師匠にして学んだわたしはどうしたらいいんだと言いたい。

　仕方ない、今はあきらめるしかないかと嘆たん息そく交じりに結論した時、扉がノックされた。

「お茶をご用意いたしました」

　クレオヴィスだ。

　お手製の菓子を載せたワゴンとともに現れた執事は、ここにいる誰よりも元気そうに、というか普段どおり神こう々ごうしい笑みを湛えている。黒い服には一分の乱れもない。

「あんたはいつも無駄に元気がいいな」

「それも私の仕事ですから」

　フリーデルの皮肉にも笑みを絶やさず受け流し、クレオヴィスは皆が囲むテーブルに軽食を並べていく。バターやミルクの香りが鼻び腔こうをくすぐった。用意された献こん立だてが朝だと教えてくれる。

　とにかく今は食べて力を出そうと、ふっくらとしたパンケーキの盛られた皿を手にした時、クレオヴィスが控えめに声をかけてきた。

「お嬢様、ヴェールが汚れてはいけませんから、外されるべきかと」

「あ。そうですね──」

　せめて後ろにのけるだけでもと手をもたげた時。

　清潔な白い手袋をはめた手が、セシアの銀髪には直接ふれない慎重な手つきで薔薇の飾りと一体化したヴェールを外す。

　久々に顔の周りがすっきりした快感を味わうよりも、セシアは執事の手がなにげなくたずさえているものに目を奪われる。

「って、外せたん……ですか？」

「はい。一瞬なんとなく抵抗を感じましたので、ハンドパワーを少し使ってみましたが」

　事もなげに言われて、散々ドレスの魔術に苦戦していた残り全員が絶句する。

　試しに長手袋もハンドパワーを使って引いてもらったが、今までの悪あく戦せん苦く闘とうが噓のように簡単にとれた。

「…………そういう奥の手があったか」

　自分の手柄がいまひとつわかっていない執事を除く全員の、茫ぼう然ぜんとした呟きが、まるで示し合わせたように重なった。
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「いいですか、クレオヴィス様。絶対に目を開けてはなりませんからね」

「ですからこうして目隠しをしているではありませんか、リュシィ殿」

「……はい。では信用いたします」

　かなり恥ずかしいが結局クレオヴィスに手伝ってもらって、セシアはようやく呪いのドレスから解放された。

　執事が下心という言葉にまったく縁のない神々しい人物で助かった。

　さまざまな精油などで浄化効果を高めた湯で肌を清め、ひとまずリュシィが用意してくれた青いワンピースに着替えると、疲れがずしりと肩にのしかかってくる。

　にもかかわらず目は冴えていたが、義兄に「気持ちはわかるが、狂博士の所在が割れてからが大変だぞ」と諭され、仕方なく女王の間に引っ込んだ。

　眠れずにベッドで何度も寝返りを打っていると、アルカインがひょっこり覗きにきた。

「あ、やっぱ起きてら。執事にホットミルクもらってきたけど、飲まないか？」

「……そうね。もらっておこうかな」

　カモミールで風味づけをしたホットミルクは、蜂蜜を加えてあるらしく、ほのかに甘い。

　身体の芯に張り詰めていた何かが溶けていくような温かさは、倦けん怠たい感かんを癒してくれた。

　勧める前にさっさと肘掛椅子にかけて、ベリーのジャムを炭酸水で割ったものを飲んでいるアルカインを見やる。

　何を言っても動じなさそうな横顔を眺めているうちに、セシアはぽつりと呟いていた。

「ね。たとえばだけど、アルカインはわたしがどこかにお嫁に行くとしたらどうする？」

「──俺ぇ？　つか唐とう突とつな質問だな」

　顔をしかめながらも、アルカインは即答した。

「つっても、俺は姫さんの騎士で、つまり姫さんのものだからな。姫さんがどんな道を選ぼうが、ついてくだけだろ」

「あ、そういう考え方……」

　尋ねてみれば、いかにも彼らしい答えに、セシアは納得顔でうなずく。

　焦らないでいいと黒衣の悪魔に言われた時に似た、けれど少し違う安心感。

　それはセシアの心の中で何かを形作った。

「そう、センレッドの野郎もそうだと思うぜ？　あいつもたいがい義理堅いし」

　アルカインは普段どおりのなにげない口調を装ったようだが、やはり彼なりに沈んだ気配が感じられる。

「義理堅いなんて難しい言葉を知ってたのね」

「って姫さんの脳内で俺はどんだけ馬鹿なんだよ」

　ストレートに励ますのは彼が相手だと妙に気恥ずかしいので、憎まれ口で言ってみれば、予想どおりにアルカインは半眼になる。それが心地よい。この人狼とはこうした他た愛わいない会話のキャッチボールで、元気を出すのが合っていると思う。

　狂博士ともレジーとも違う、明るい金色の瞳を見つめて、セシアはもうひとつ付け加える。

「そういえばわたしの好みの顔って、クローディアを除外するとアルカインが一番なのよね」

「ええ!?　そ、そうだったのか？」

　盛大に飲み物を噴いて叫んだアルカインに、セシアは心底残念そうにうなずいた。
















　ラゼリオンの信じがたいほど整った美貌や、ルーシャスの時にぞくりとするほど艶つやのある容よう姿しには見み惚とれずにおれないが、圧倒されることもある。その点、親しみやすくて好ましいと思うのがアルカインの顔なのだ。

　子供のようによく動く表情を見ているだけで癒されるし、ごく稀にいいことを言う時の彼は非常に男前だとも思う。

「これで中身がアルカインじゃなければ、きっとときめいたのに……。おおアルカイン、あなたはどうしてアルカインなの」

「ちょっとロマンチックにも聞こえるけど実はひどいなその科白せりふ！　泣くぞ俺」

「──二人とも、廊下にまで声が聞こえてますよ」

　唐突な声。

　ちょっと驚いて振り返ると、騎士服の上を脱いだ格好のルーシャスが扉のところにいた。

「〈叛乱の天使トレイターズ・エンジエル〉の首ボ領スから連絡です」

「見つかったの？」

「ええ。隠れていたのは、ティンタジェル霊れい廟びようです」

　ティンタジェル霊廟。

　アルビオンの歴史に名を残す著ちよ名めい人じんが多数眠る、古代式の彫刻が美しい石の霊廟だ。

「霊廟の中に潜んでたというの？」

「封ふう印いんを破壊して、ひとつの空間の中に錬金術や魔術、医学用のさまざまな道具が運び入れてありましたよ。あまりあなたに聞かせたくないモノの残ざん骸がいなども置き去りにされて」

　……怪物造りに使った「残骸」だということはわかった。

　昼間には観光客が来る場所でなんてことを、とは思うが──屍体を運びこんで処理するには好都合であり、夜にはまったく人ひと気けがなくなるのは利点だろう。

　他には閉へい鎖さされた病院をはじめとする廃はい墟きよなども候補には上がっていた。

　墓地ならついでに屍体を手に入ることが可能だ。

　ルーシャスは淡々と続けた。

「ただそこはもう捨てたようです。四番目の殿下の推理と、フランケンシュタイン博士が屍体や薬品を入手した闇のルートから、現在の拠点を突き止めました。ギャングとはいえ彼らを危険にさらすわけにはいきませんから、確認にはさっき青薔薇の騎士が向かったばかりです」

　その場所の名を聞いて、セシアはすべてに得とく心しんする。そして同時にぞくりとした。

　──『私の今の研究が完成すれば、陛下と〈青の薔薇十字団〉のためにもなるのですから』

　その言葉を思い出して。

　狂博士が何を目的にしていたのか見当がついてしまって。

「ところで二人で何を話してたんですか？」

「姫さんが、俺の首から下はいらねえと思ってたって話」

　……真面目に考える気が殺そげるようなやりとりに、セシアはかくんと首をコケさせる。

「誰もそこまでは言ってないでしょう。あなたの顔面だけは好みだったという残念な話よ」

「自じ虐ぎやくのつもりで言ったのにさらにひどいこと言われるって、どんな罰ゲームだよ!?」

　吼える人狼をルーシャスが適当になだめて、部屋の外へと追いやる。それからベッドに座るセシアを振り返った。

　マゼンタ色の左目にはなんとも夜の魔物らしい、ひとを弄いらう危険な光がちらついている。

　二人きりかと内心複雑になりながらも、セシアが昂こう然ぜんと顔を上げて「なに？」と訊ねると、ルーシャスはすっと目を細めた。こちらの反応をたっぷり吟ぎん味みするように。さすがは吸血鬼と言うべきか、そういう表情がよく似合う。

「僕がいなくなっても、そんなふうに思い詰めてくれるのかなと、少し思って」

「あたりまえでしょう」

　数日来の反感も忘れて、即座に言い返してしまった。自分のお人よし加減を痛感する。

　癖のある笑みを張りつけた吸血鬼は「これは意外といい答え」とにこやかにうなずいて、セシアの頰へと手を伸ばした。

「そういえば、僕が四番目の殿下をどう思ってるか、気になってましたよね？　我が姫マイ・プリンセス」

「……というより、あなたがほのめかすからでしょう」

　気になっていたのは彼にキスとともに挑発されるより以前からだったが、今認めるのは癪しやくなので、そんな言い方にしてしまう。

「実は正直、ムカついてましたよ。横から突然来て、この野郎って」

「それならどうして黙っていたの」

　黒衣の悪魔と引き合わせた時、そしてその後のルーシャスの態度を思い返す。

　物もの怖おじしない人狼のようにざっくばらんでも、義兄のようにその場で喧嘩を売るわけでもなく、きわめて冷静で紳士的だった。

　対抗意識など、おくびにも出さなかった。

　セシアには何か意味ありげな態度も見せていたけれど、おなじみの悪いた戯ずらの延長かなと思う程度のものだったから、意外すぎて反応に困る。

　胡う乱ろんげなセシアの顔を、優雅に腰をかがめて覗きこみ、ルーシャスはにやりと嗤わらった。

「いつでも奪い返せる自信があるからですよ」

「──な」

「あなたは自分で思ってるよりも、僕に、というか僕や妹君やローズグレイ・ハウスの顔ぶれに依い存ぞんしてる。今さら離れられっこありませんよ。お嫁入りなんて以もつての外ほかです」

　セシアは目をみはった。求婚の件はまだ妹にすら話していない秘密なのに。

「あなた、知ってたの？」

「僕はこう見えても、継承戦争についてはあなたよりも詳しいですからね。あなたとあの四番目の殿下の様子を見ていれば、何があったかくらいは簡単にわかりますよ」

「…………」

「それで？　あなたはどうする気なんですか？」

　憮ぶ然ぜんとしてしまったセシアに向けられる、付き合いの長い吸血鬼のなんともいえない表情。

　挑ちよう発はつするみたいに唇をなぞる指。

　その手を握って、止めた。

「……別に、あなたに言われたからではないけれど」

　先刻、人狼の気負いのない言葉を聞いて、なんとはなしにだが形を得た自分の想い。

　セシアはそれを、自分でも意外なほど冷静な声で告げていた。

「わたしは、ラゼリオン様の花嫁にはならないと思う」
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　地下の物もの憂うく暗い空間。

　積み上げられた大量の木箱のひとつに、センレッドは座りこんでいた。先刻、魔術をかけられたためか、身体になんともいえぬ倦けん怠たい感かんがへばりついている。

　意外なことに、研究の手伝いとやらを始める前に、第二の人格を消す術をかけられた。てっきり、鼻先に餌えさをぶら下げられて焦じらされるものとばかり思っていたので、嬉しいというよりは戸惑った。

　それは施せ術じゆつの終わった今も同じだ。

　あの厄介な人格が消えたという手ごたえはあるのだが、奇妙に落ち着かない。

「──へえ、さすがは研究者。首しゆ尾びよくいったみたいだな」

　低い──狼が喉を鳴らすような声。

「俺様としては、あの『Ｄ』とかいう第二の人格の方がおもしろかったけどな。どこまでも本能の赴おもむくくままっつう感じでよ」

　顔を上げると、自分よりもなお禍まが々まがしく紅い髪を持つ悪魔が、柱の陰にいた。

　揶や揄ゆするような笑みが、肉食獣めいた口元に浮かんでいる。

　この二番目の魔王子は、センレッドは苦手というか一番困こん惑わくさせられる類たぐいの性格だ。自分との共通項がない上に、答えようのないことばかり言われるので、話もできない。

　紅い髪の魔王子だって同じだと思うのだが、狂博士に引き合わされて以来妙に絡んでくる。

「……何か御用ですか？」

「いんや？　ただの様子見。あとは答え合わせ？」

「答え……合わせ？」

　センレッドの顔を覗きこんだ悪魔が、にんまりと笑った。猛もう禽きんにも似てぎらつく金色の瞳。

「おまえも疑問だったろ？　なんであっさりあの狂博士がおまえを悩みから解き放したのか」

「……それは」

「答えはな、その『Ｄ』とかいうのがいなくても、おまえを縛る手段があるからだ」

　悪いな──と唐突に囁かれた刹那、センレッドは足の裏から酸で肌を溶とかされるような衝撃を感じる。

　思わず立ち上がろうとするけれど、全身に見えない鎖が絡みついたのかと錯覚するほど動きがにぶい。眩くらむ視界の中で、金色の瞳の輝きだけが鮮烈だ。

　右腕に煮えたぎる油をそそがれたような激痛に悶もだえながら、意識が闇にのみこまれる。
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　一人の男が死んだとさ　とてもだらしがない男だった

　お墓に入れてあげようにも　指がどこにも見つからない

　頭はごろりとベッドの下で

　手足はバラバラ　部屋中に散らばっていた
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　王都の片隅にひっそりと、アームズベリ庭園墓地はある。

　陰いん鬱うつな庭園の中心にある礼拝堂のデザインが異国の霊れい廟びようと似ているので、青あお薔ば薇らの騎士たちからは単に「トゥームズ」と呼ばれるそこは、表向き「身寄りのない軍人を葬ほうむる墓地」ということになっているが──実は違う。

　亡くなった青薔薇の騎士たちの眠る場所なのだ。

　騎士の中にはもちろん、シリウスのように一族代々の墓を持つ者もいるのだが──〈ファウスト〉の研究によれば、魔術師や魔術的な素質のある人間の遺い体たいは死後も何がしかの力を持つらしく、万が一のため隔離されているのだ。

　──『セシア姉様がいずれそこに眠るのなら、わたしもご一緒したいですわね』

　可か憐れんな容姿から受けるイメージに反して、不ふ謹きん慎しんな冗談でも平然と口にできるクローディアだが、それは本気の響きがあった。

　アルビオンの歴々の『昼の女王』は、プランタジネット大聖堂に、常に花に満ちた純白の大理石の壮麗な墓所があるじゃないか──と、まだ自分の死後など考えたこともないセシアは言ってしまったのだが。

　妹の答えは、意外に真剣だった。

　──『生きている女王のご機嫌は必死でとっても、亡なき骸がらになんて、誰も興味はありませんわよ。観光名所になるよりも、わたしは姉様のそばにいたい』

　……そう言われたら、何も言わずに抱きしめるしかないではないか。

　白薔薇の騎士に少し心を開いた様子のクローディアを見た時は、寂しさも嫉しつ妬とも大きかったけれど、実は同時に安あん堵どもしていた。

　父である宰さい相しようとセシア以外の相手には、笑顔の仮面をかぶりつづけている妹。

　それでセシアの独占欲は満たされても、クローディアにとって本当はよくないこととは気がついていて──。

　けれど自分から「ちゃんとした恋人を作ったら？」とは言いたくなくて、知らないふりをしてきただけに、経けい緯いはどうあれ白薔薇の騎士は憎めない。レオ様なんて呼ばれて調子に乗って浮気なんてしたら即刻、裏庭で銃殺刑だが。

　いずれは二人とも、違う誰かと歩きだすこともあるのかもしれない。

　……けれど、最後は一緒に。

　母様の胎たい内ないで二人きりでいた時間のように眠れたら、それは素敵な終わり方だと思った。

　表の世界では、互いの手をとって生きられなかった代わりに。
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　その夜、王都ロンディニウムでは濃霧が一面に立ちこめていた。

　頭上にも、春の星どころか細い月さえほとんど見えぬほど濃い暗雲が広がり、風もない。霧の中から何が出てきてもおかしくない、穏やかならぬ雰囲気。

　まるで不協和音を延々と聴かされているかのごとく、不安感は煽あおられるばかりだ。というか厭いやな予感しかしない。

「…………どうして墓地に来る日に限って、こんなにおどろおどろしい空模様なの」

「狂博士のせいじゃねえかって思えるよな。なんつうホラー」

　ぼやくセシアの隣には、半眼のアルカイン。二人とも黒と銀の騎士服だ。

　彼らの目の前にはすでに、アームズベリ庭園墓地の門がある。

　青銅で造られた古風な門もん扉ぴで、絡みつく薔薇が浮き彫りのように見える装飾が見事だ。

　その頂いただきには、

『あなたの愛する者の墓は、あなたの心の中にしかない』

　……と刻きざまれている。

　まるでありがたい司祭様の言葉のようだが、要するに、墓参りを歓迎しないという意味だ。

　庭園墓地の中の様子は、冷たくそびえる灰色の囲い壁へきのせいでわからない。

　入るしかない、ということだ。セシアは腹をくくった。

「い、行くわよ」

「……姫さん震えてね？」

「武者震いよ！」

「大丈夫だって、幽霊なんざいねえよ。よく言うだろ？　泣かないでとかお墓の中にいませんとかあなたの後ろにいませんとか」

「最後のは何!?」

　とりあえず叫び、あらかじめカールレオン城から持ち出した鍵を使う。

　金属が重く軋きしむ音。二人がかりで開けた扉から、中へとすべりこむ。

　空気が変わった。霧を含んでどんよりと淀よどんだそれがセシアの白い頰を嬲なぶる。吸いこむだけで、体温がじょじょに奪われていくようだ。視界の端に、黒と銀の霊れい柩きゆう馬車があった。

　武器を確かめながら、湿った敷石の上を進む。気分はもはや肝きも試だめしに近い。

　細い参道の両側は芝生で、白い石の十字架に開いた薔薇をデザインした墓標が整然と並んでいる。剣を地面に刺して控えた騎士のように。

「──まさか、お供は一匹だけ？」

　のんびりとした声が、不意に頭上から落ちてきた。セシアとアルカインは同時に視線を跳ね上げる。

　くすんだローズ・ブラウンの煉れん瓦がの上に、青い夜の色をした屋根が載る礼拝堂。

　その屋根の端に、座りこむ影があった。

　何匹もの猫を取り巻きにした姿は、やはり場違いにのどかだ。

「──レジー」

「やあ、昨夜ぶり。『夜の女王』」

　猫っ毛の髪がかかる額の下で、満月のような金色の瞳がきらりと輝く。

　周囲の陰いん鬱うつな雰囲気をよそに、ぽりぽりと頭をかくレジーは気楽なものだ。動じないという点では、ある意味大物かもしれないが。

「ちょうどよかったわ。あなたの四番目のお兄さんから伝言を預かってたの」

「ああ、やっぱりバレてたんだ。四よん兄にいがなんだって？」

「『おまえがそんなに死にたいとは知らなかった』」

「ははは。クールな四兄にしては、なかなかキてるね。──そのやる気、歓迎してるって伝えておいてほしいなあ」

　いっそ不気味なほどの余裕だった。

　他の魔王子と違い、レジーは生まれ持った力の差でラゼリオンには到底敵かなわないはずなのだが、何か勝しよう算さんでもあるのだろうか。そもそも戦う気があるのか。

「それで、お仲間はどうしたの？」

「……心配してくださっているのかしら？」

「一応は親切心のつもりだよ。──ここからは、二人だけじゃ大変だと思って」

　レジーが視線を流す。すると墓地の奥の霧から、何かが滲にじむように浮かび上がった。

　それを見た途端、失語してしまったセシアの横で、アルカインが厭そうにうめいた。

「なんじゃ、ありゃあ……」

　今までのつぎはぎの怪物ではない。あの醜しゆう悪あくで不ぶ恰かつ好こうなパッチワークとは違って、全体的な雰囲気は普通の人間と大差ない。

　だが肌はまるで暖炉の灰を塗り固めたような色だし、仮面のように無表情だ。目には光もなく、まるでただの空うつろな黒い穴のよう。

　悪趣味にも〈青の薔薇十字団〉の騎士服を模したのか、黒く長い外がい套とうをまとっているが、闇に潜む殺人鬼のようにしか見えなかった。

　──これは……ひどい。

　ここが狂博士たちの本拠だと聞いて、埋まい葬そうされた青薔薇の騎士の遺体が邪じや悪あくな目的に利用されないわけがないとは思っていたが、いざ目まの当あたりにすると──恐怖と義ぎ憤ふんとが同時に胸の中に渦うず巻まいた。吐き気よりもなお濃い嫌悪感がこみ上げる。

「それはまだ試作の段階らしいけど」

　レジーは淡々と言った。

「悪魔の細胞と、ここに眠ってた死者を燃やした灰を使った『魔人』だってさ。──ちなみにその細胞はどうしたと思う？　〈黒〉伯爵の身体から採さい取しゆしたものだよ。だから結構強力」

「身体？　って……まさか──」

　行ゆく方かた知しれずだった〈黒〉伯爵の末まつ路ろを、一瞬で悟ってしまい、血の気が引いた。

「──〈黒〉伯爵を、殺したというの」

「狂博士の言葉を借りれば『崇すう高こうな犠牲になっていただいた』ということになるかな」

　手を下したのが誰かとは訊かなかった。どのみち答えはわかりきっている。

「博士はどこなの」

「まだお仕事中だよ。できれば君の来訪は、明日とかがよかったんだけどなあ。こんな場所じゃお茶会もできないしねえ」

　困ったふうに笑うレジーに屈託はない。知ったことかとセシアは胸中で毒づいた。

　だが仕事中──まだ研究を続けているということは、センレッドは狂博士のそばにいるのだろうか。セシアたちを足止めするのに、この「試作品」とやらを大量に配して。そのことには希望をつなぐ。

　二番目の魔王子、イロンシードの所在も気になった。攻撃力では一番手強い存在だ。

　そうこうしているうちに、灰色の顔をした異形の群れはこちらに迫ってきていて、セシアたちを包囲しようとする。

　が──その手は、二人に届く前に何者かによって吹き飛ばされた。

　暗い中でもよく目を凝こらせば、周囲には二人を守るように糸が張り巡らされている。

　それが嵐のように渦巻き、さらに怪物たちを薙なぎ倒していった。ついでに周囲の墓石まで切り裂きながら。

「セシア様──ご無事ですかッ」

「怪我ひとつないですよ。リュシィさんのお蔭で」

　内心、初めて目にしたリュシィの「糸」の、予想を上回る威力にかなりびびりつつも、セシアはなんとか答えを返した。隣の人狼も「すんげー」とマイペースに驚いている。控えめな顔には不似合いなほどの破壊力だ。

　そして、リュシィだけではなかった。霧の向こう──開かれた正面扉からは、青薔薇の騎士たちが押おっ取とり刃がたな試作とやらに立ち向かってゆく。

　たちまち広大な敷地内は乱戦となり、刃の音や魔術の気配、かけ声や怒ど号ごうが飛び交った。

「なるほど。君は僕たちを油断させるための囮おとりか」

　……そんなつもりはなかったのだが、無言でごまかす。

「まあ、だいたい予想どおりかな。おもてなしをするには愛あい想そのない子たちだけど、ちょっとそこで遊んでいて──」

　レジーは特に驚いたふうもなく腰を伸ばし、いずこへか踵きびすを返そうとするが。

「──ッと！」

　真横から空を裂き、前髪をかすめていった銀弾に、さすがに眠たげな目をみはった。

　レジーが振り返った先には、同じく屋根に上がっていた騎士服の人影がある。

「ああ──銃を使う騎士様か。いい狙ねらいだねえ」

「ありがとよ。じっとしててくれたら、今度は額の真ん中に叩きこんでやるぜ」

　過激な揶や揄ゆを、銀髪を乱したシリウスがにこりともせずに言い放つ。その瞳はいっそ清すが々すがしいほど戦意で青く燃えていた。

　今やアームズベリ庭園墓地は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。

　未完成といえど、つぎはぎの怪物よりは数段強力なので、数で勝っても楽な戦いにはならない。

　この場に残りたい気持ちが疼うずくが、諫めるようにリュシィが耳元で囁いてきた。

「セシア様──吸血鬼殿の報せでは、やはり霊廟だそうです」

　行ってください、と白い手に背を押される。

　数日前よりもずっと頼もしさを増した彼女の声に背を押されて、セシアは一切の感情をのみこみ、アルカインを連れて霧の中を突き進んだ。
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　トゥームズという綽あだ名なの由ゆ来らいになった霊廟は、敷地の最も奥にある。

　夜の闇の底で見るとどことなく陰いん鬱うつだが、陽射しの下もとでは荘そう厳ごんかつ華麗な建物だ。ここには〈青の薔薇十字団〉創立時の騎士たちが眠っている。

　セシアも幼い頃に、師匠に連れられて参拝しにきたことがあるし、事前に見取り図は頭に叩きこんできたのだが──いざ突入すると、やはり身体に緊張が走った。ここにはさらなる異質な空気が淀んでいる。

「こういうの、俺嫌いなんだよな……身動きとりづれーし空気湿ってて鼻利かなくなるし」

「わたしだって好きじゃないわよ……」

「怖そうだ♪」

「♪　つけても怖いものは怖いから」

　もともとここの地下は、古代の祭さい司し──ドルイドたちが秘祭や修行、同どう胞ほうの鎮ちん魂こんのために使っていた秘密の施設だったそうだ。建国の王アーサーとドルイドが手を結んだ後に、主だった彼の騎士がこの最下層に葬ほうむられたと伝わる。後代になり〈青の薔薇十字団〉が墓所として利用しはじめた。

　地下にはあちこちに、ドルイド独特の神秘的な装飾や彩色が残されている。たとえば、魔術の灯あかりが点ともされた燭台のヤドリギの葉の飾りなどだ。

　緊張する前に、セシアは意識して呼吸した。胸元にひそかに挟んだ小さな布からカモミールを基き調ちようとしたさわやかな匂いが立ちのぼり、気持ちをやわらげてくれる。執事特製の練ねり香こうだ。久々にお世話になっている。

　二人で並んでは歩けないような階段を下りきると、唐突に空間が開けた。おそらく礼拝所、あるいは祈き禱とう所じよの跡だろう。

「──我が姫マイ・プリンセス」

「★△￥◆☆？★！」

　いきなり右肩に妙な重みがかかったせいで、言葉にならない悲鳴を上げてしまう。

　一瞬後に、それが蝙こう蝠もりの姿に変じたルーシャスだと気づき、どっと疲れがきた。

「…………無駄に驚かせないで」

「どうして魔物や悪魔とは普通に付き合えるのに、こういう時にすごくビビるんでしょうね、あなたは。──まあそれはそれとして黒い霧になって偵察してきましたけど、どうやらもうひとつ下の層にいるようです」

　耳元でひそやかに囁かれた報告に、セシアは表情を引きしめた。

「四番目の殿下は──」

「──姫さん、ちょい待ち」

　どこにいるのと訊こうとした時、アルカインがらしくもない硬い声を上げた。

　それで初めて気づく。

　湿った空気に混じる──これは、薬の臭い……？

「──ッ！」

　誘われるように視線を振り向けたセシアは、一瞬本気で息が止まるかと思った。

　さらに地下深くへと落ちこむように続く階段。その途中に、ぼろきれのように倒れている人影。

　それが誰だか気づいた刹せつ那な、一も二もなく駆け出してセシアは手を差し伸べた。が。

「センレッド、どうし──」

「姫さん危ねえ！」

　大きな声を背に受けたと同時に、強烈な殺気を感じ、セシアは反射的にのけぞっていた。数歩後あと退ずさった彼女の喉元が、急に立ち上がった青年によって、ぐいとつかまれる。

　それがセンレッドの右手で、あたりの空気が炎に巻かれたかのように、熱く痛みを伴うものに変じていると気づいたのはほぼ同時だった。

　喉をじわりと絞められる苦しみよりも、セシアは青年の異変に目をみはる。

　──センレッド……？

　驚きよう愕がくと衝撃に硬直した彼女の視界の中心で、センレッドがゆっくりと顔を上げた。

　騎士服がなぜかぼろぼろになっており、覗いた肌は毒々しく紅い炎の紋もん様ようでびっしりと覆われている。乱れた真紅の髪がかかる顔に表情はなく、濁った光をたたえるガーネット色の双そう眸ぼうは、まるで月明かりを受けた泥沼だ。

　別人としか思えない。だが『Ｄ』でもない。センレッドでしかありえないと思う、が。

　──何がどうなって、こんなことに？

　──まさか、狂博士が何か……？

　薬品の臭いに真っ先に気づいていたはずのアルカインが、すぐにセンレッドに近づこうとしなかった理由はこれかと合が点てんする。人間を超える本能で、異常に気がついていたのだろう。

「この大馬鹿野郎！　目ぇ覚ませ!!」

　さらに喉がきつく絞め上げられようとした時、アルカインが怒りに吼えた。

　センレッドの身体が大きく揺れ、抵抗を躊躇ためらっていたセシアはなめらかな石の床へと放り捨てられる。

「って──ルーシャス！　なんとかなんねえのかよ！」

「……魔術で抑えてますよ！　でも、これ以上強くすると、センレッドの身体が──」

　アルカインが真紅の髪の青年を後ろから羽は交がい締じめにして、抗あらがうその手を前からルーシャスが押さえつつ、何かの魔術を発動させていた。だが二人とも、仲間を傷つけてしまう危険に本来の力を出しきれず、困こん惑わくしている。

　セシアは咳せきこみながら、慌ててごつごつした壁に背中を預けて立ち上がる。

　三人の許に駆け寄ろうとした時、視界の端を紅色がかすめた。不吉な予感に足が止まる。

「──よう。楽しんでるか？」

　突然の声に、セシアは何かを考える前に腰のベルトから銃を抜き放っていた。突きつけた銀色の銃口の先に、丈たけ高たかい男の影。

　威圧感のあるその姿を認めた途端、氷のような冷たさが背に走り、同時に心に火花が散った。

「イロンシード……ッ！」

「あんまし大声で呼ぶなよ。それは俺とあんただけの秘密だろ？」

　焰ほむら色いろの髪をかき上げ、海賊じみた三角帽をかぶり直し、二番目の魔王子がせせら笑う。

　カールレオン城に留りゆう置ちされた時は、負傷のせいもありそれなりに神しん妙みようだったが、こうして見るとやはりふてぶてしい。しかも先日セシアを散々愚ぐ弄ろうしておきながら悪びれた様子もない。

「センレッドをあんなふうにしたのはあなたなの？」

　ラゼリオンが言っていた。この男は荒々しい見かけに反して、意外に小細工が得意だと。自分の愉しみを追求するためなら手間を惜しまないと。

　セシアの非難の視線を浴びながら、イロンシードは凶暴な狼の笑みを浮かべる。

「やったのは確かに俺だが、仕込みは狂博士だぜ？」

「仕込み……？」

　厭な予感と怖おぞ気けに襲われながら訊き返す。セシアをねめ回す目が光る。

「狂博士が、あいつの右腕に植えつけた悪魔の細胞な。あれは俺の皮膚の一部だ」

「……ッ!?」

「──俺とあの長ったらしい名前とおもしろい体質の博士は長い付き合いでね。どうだ？　おもしろい趣向だろ」

　あまりのことに、セシアは体温を奪われる感覚を味わう。

　もしや『Ｄ』のあの享きよう楽らく的てきな人格は、細胞の持ち主であるイロンシードを映していたのだろうか。

　完全に実験動物扱い、道具扱いだ。骨の髄まで利用し尽くす、そういう意思が見える。

　──『好きすぎて実験に使ってしまうのです』

　──『陛下がペットを抱きしめる気持ちと同じですよ』

　狂博士の言葉を思い出すと、身体のあちこちで血管がぶちりと切れるような怒りがセシアの全身を駆け抜けた。

　怒りの波は濤とうに翻ほん弄ろうされ、イロンシードを撃ち抜きたいという兇きよう暴ぼうな衝動が渦を巻く。

　だが今はそれよりも、後方で苦戦するルーシャスたちが気がかりだ。

　なのに目の前の悪魔から逃れられるとは思えず、セシアは進しん退たいきわまった。おまけに今日は主治医によって、銃を撃てる回数は制限されているのだ。

　隠しナイフを投げ、相手の気をそらした隙に──と考え、ひそかに動かしていた手が、不意に冷たいものに押さえられる。どくんと心臓が打った。

「──やめた方がいい。あなたの手が穢けがれるだけだ」

　低く諭さとすような声音。

　今日は驚かされどおしだと、頭の片隅で呟きながら振り返ると、夜よりも深い闇に溶けこむ黒衣の悪魔がそこにいた。

　センレッドの暴走で周囲に渦巻いていた熱気が、彼の登場で一瞬にして冷やされる。吐息が凍りつくのではと思うほどに。

　まだ魔力を自在に操れないはずなのに、身を盾たてに庇かばってくれる誠実さに胸が痛い。

　ラゼリオンが再び口を開いた。

「やはり懲こりていなかったのか、イロンシード」

「するってえと、おまえは俺様に何かを期待してたのか？」

「もう少しくらいは賢いかと思っていた」

　ラゼリオンはひどく冷ややかに言った。

「今日は手加減はできないし、容よう赦しやする気も失せた。──貴様の存在は、消す」

　……「殺す」ではなく「消す」という表現に違和感を持ったが、セシアはその場から数歩引いた。魔王の御子たちの戦いに介入するほど、自分の技ぎ量りように自信はないし、無む謀ぼうでもない。

「この前はえらく趣味の悪わりぃやり口でオチをつけやがって。今度はちゃんと戦えよ」

「私の趣味に文句をつけられる筋合いか。──だが付き合ってやろう。最後だと思って」

　代わりにラゼリオンが前に出て、二番目の兄と向き合う。

　セシアが何か想うより速く、眼前から黒衣の背中がかき消えた。

　いつのまにかラゼリオンの両手には、それぞれ美しい装飾が施ほどこされた短剣が握られていた。剣術よりは体術が得え手てだとは言っていたが、今回は相手に合わせたのか。──でも、なぜそんな奇妙な寛かん容ようさを見せるのだろう。

　一方イロンシードは前回の楽しむようなそれとは違い、最初から、全体重を剣に乗せるかのごとき本気の斬ざん撃げきを繰り出していた。二人のすべての攻防はぶつかり合い、闇に咲く火花とともに、衣服の端や髪の先が刃に削そがれて周囲に飛び散る。ときどきそこに、互いの傷から滲にじむ血も混じった。

　介入することなど考えられもしないほどの、あまりにも激しい剣けん戟げきの嵐。

　……それでも、以前の対決よりもラゼリオンが落ち着いて見えるのは、すべてを凍いてつかせる力を爆発させてセシアたちまで巻きこまないよう、細心の注意を払っているせいだろう。

「──って、おいルーシャス、おまえ血が」

「後で我が姫にご馳ち走そうになりますよ。それより──」

　背後では、アルカインとルーシャスが切迫した声で会話している。獣のうめきじみた声がそこに入り交じるが、センレッドのものか。

　振り返ろうとした時、ラゼリオンとの間合いを測っているイロンシードの背後に、何か鋭い光が閃ひらめくのを見た。

　恐ろしく美しい太刀筋が薄闇でぶつかり合い、火花が散る。

「──ちッ」

　舌打ちは、不意を襲った剣の主ぬし──フリーデルのものだった。

　恐れも知らずに魔王子に斬りかかった少年に、イロンシードが低い笑い声を漏らす。

「ほう。俺様と打ち合える人間は初めて見たぜ」

「僕も、今の一撃をかわせる奴には初めて逢った」

　まるで天性の暗殺者の如き剣を見せつけた少年は、少し離れた場所で構え直すと、つまらなそうに鼻を鳴らした。

　不機嫌そうな表情の少年魔術師を、セシアはため息とともに見やった。

「遅いわ、フリーデル」

「僕たちの都合を顧かえりみずに、さっさと特とつ攻こうする君たちが悪い」

　彼がラゼリオンとともに、センレッドを狂博士の呪縛から解き放つ術すべを見つけたと聞かされたのは、出立の直前のことだ。もう少しで準備が整うからと言われたけれど、狂博士の動向が気がかりだったのと、一刻も早く仲間を救いたい一心でセシアは城を飛び出した。

　……ともあれラゼリオンの冷静さと、フリーデルの異常なほどの自信は、セシアに安あん堵どをもたらしてくれた。

「厄介な状況だな」

「ええ……センレッドが──」

「外もだ。あの魔人とやらは何度も肉体を再生できるらしくて、思ったより手間どっている」

「……シリウス兄様は？」

　五番目の魔王子を相手にしていた。義兄の方が力で勝ると思い、信頼して任せてしまったが。

　フリーデルはめずらしく少し苦笑いしたようだ。

「追いつめたのにレジーが逃げたと言って、半ギレ状態だ」

「……そ、そう。わたしたちは──その、センレッドの右腕が」

「二番目の魔王子の一部だったんだろう？　知っている。そこの四番目の魔王子が気づいて、僕に教えた」

　──ラゼリオン様が……気づいてた？

　驚きに目をみはる。いつから、とも、なぜ教えてくれなかったのか、とも思う。──その理由を、セシアはすぐに思い知るのだが。

　戸惑いに眉をひそめたセシアの手に、フリーデルは無造作に、何かを投げつけてきた。

　聖銀で作られた古風な宝飾品めいたバングルだ。金色の宝ほう珠じゆがわずかな灯あかりでも強く煌きらめく。

　──何か……この力の感じ、どこかで知っているような？

「センレッドの右腕につけろ。それでしばらくおとなしくなるはずだ」

「わ、わかったわ」

「奴が正気に戻ったら、その呪文を読みあげさせるんだ」

　バングルの留め具の部分に、小さく折り畳まれた紙が挟まっている。

　何がどういう理屈でとは訊かず、セシアはすぐさまバングルを手に走った。

　ルーシャスたちは二人がかりで、どうにかセンレッドを止めている。アルカインに後ろ手に押さえられた真紅の髪の青年は、吸血鬼の魔術で無理やりに拘束され、まるで瀕ひん死しの獣のように小刻みに痙けい攣れんしていた。ときどき漏れるうめき声は、人間のものとは思えない。

「センレッド……ッ」

　あまりに痛々しいその姿から目を背けたい気持ちを抑え、セシアは素早くセンレッドの右の手首にバングルをはめた。

　カチリと音がして──凍りつくような数秒ののち、センレッドの息が平常に戻る。

　皮膚を覆い尽くしていた炎の紋様もみるみる消えて、セシアはルーシャスたちと同時にため息をついていた。

「……うっわぁ、よかったぁあ」

「安心するのはまだ早いわ、アルカイン。──センレッド、大丈夫……起きられる？」

　意識はあるかと危惧しながら手を伸ばし、震える背中を繰り返しさすると、やがてセンレッドがゆっくり顔を上げた。

　視線が合う。今にも砕け散りそうな、ガラスの脆もろさを感じさせる瞳。

　けれどそこに本来の彼らしい、儚はかないような光が取り戻されていることに安心して、セシアは彼の言葉を制した。

「何もかも後でいいから──今は、これを」

「……これは」

　干からびたような声を上げたセンレッドに、セシアも見たことのない──呪文らしき汚い文字が少なくとも読める程度に記された紙を渡して、事情を説明する。

　センレッドは何か察したのか、こわばった表情で息を詰めた。ガーネット色の瞳の光が、さざなみのように揺れる。

　それでも、励ますようなセシアたちの視線を受けて、彼は覚悟を決めたようだ。

「……『紅く脈打つ星、星を護る意思、其そは彼ではなく我のものである。青き胎たい児じ、紫の[image: 〓]、黄の宝庫、白き門』」

　呟くように読み上げた──その途端に、セシアの背後で雷らい鳴めいのごとき絶叫が響いた。

　慄りつ然ぜんとして振り向いたセシアの目に、信じられないものが映る。大した傷を負ったようにも見えないのに、激しく苦く悶もんしながら床に膝をついた二番目の魔王子。右手はかろうじて剣の柄をつかんでいるが、左手は激しい頭痛に耐えるかのように額を押さえている。
















　──フリーデル……何を!?

　見ればフリーデルは壁際で、センレッドに合わせて何かの呪文を唱となえ終えたところだった。

　二番目の魔王子の足元に、夕映えに似た色で輝く魔法陣が顕あらわれ、彼の苦く悶もんが激しくなる。今にも血ち反へ吐どを吐きそうな形ぎよう相そうが、セシアには恐ろしくてたまらない。

　──ラゼリオン様は……。

　言い知れぬ不安を抱きながら、視線を移す。

　黒衣の悪魔は動きを止め、頰や首筋の傷をぬぐいながら、突き放した冷ややかさとかすかな憐あわれみを含んだ目で兄を見下ろしていた。

　驚いた様子はないので、この事態が、彼の与あずかり知るところだということにセシアは気づかされる。けれど一体何を……？

　イロンシードの歯が軋きしる。伏せた顔を上げ、壁際で泰たい然ぜんと構えるフリーデルを振りあおいだ。

「……何を……しやがった」

　凄せい絶ぜつな形ぎよう相そうで、手て負おいの狼の目を向けられても、フリーデルの声は恐ろしく平淡だった。

「『紅あか髪がみのアリス』という、狂人だが魔女としては間違いなく天才といえる女がいる」

　──アリス？

　唐突に飛び出した名に戸惑い、セシアは眉び宇うをひそめた。

　以前セシアが捕らえた兇きよう悪あくな魔女。そういえば彼の資料にアリスの名を見つけた記憶が──。

「その女を尋じん問もんして、先日訊き出した。人間の身で、悪魔の魂を喰らう方法を」

「──な」

　驚きよう愕がくにうめいたのは、イロンシードだけではない。

　セシアたちも、フリーデルとラゼリオンがセンレッドに何をさせようとしているのかを悟って愕がく然ぜんとした。当人は呪文を見た時点で悟っていたのか、さほど動揺は見られないが。

　魂たま喰くい。それは本来、上位の存在の魂を喰らうことで自らの力を高めるという悪魔にのみ許された秘術だが、アリスという魔女はひとの身でそれをやってのけた。

　そして今──。

「センレッド、集中を切らすな。君はそいつの細胞に長年なじんでいるから、成功の確率は並の魔術師よりも高いはずだが、さすがの僕も初めてのことだしうまくいくという保障はない。しかも相手は、腐っても魔王の御子だからな」

「──センレッド」

　冷徹な少年の叱しつ咤たをとりなすように、あるいはセンレッドの迷いを静かに断つかのように、今度はラゼリオンの声が穏やかに響く。

「こんな方法しか選ばせられないことは、すまなく思う。君にしてみれば、あんな外げ道どうの魂を喰らうのは不本意だろう。──だが君がその男の呪縛から逃れ、君の女王陛下の許もとに帰りたいのなら、逆に喰らってしまうのが一番いい」

　アイスグリーンの眼差しを向けられたセンレッドは、物言いたげに唇を震わせる。

　だがしばらく凝視していたラゼリオンの顔から、ふっと目をそらすと、しっかりした動作で身を起こした。

　ガーネット色の瞳が、二番目の魔王子へと向けられる。

「『薔薇は其それ即すなわち生命の迷宮なり。薔薇よ乱れし檻おりを抜けよ、薔薇よ虚こ空くうに浮かべ、薔薇よ夜の闇を逃れよ──薔薇よ、我が胸に眠れ』！」

　彼が、与えられた呪文を最後まで唱えれば、イロンシードの顔が苦痛と衝撃でひしゃげる。

　地下の淀んだ空気がいきなり、彼の喉を裂く苦く鳴めいの咆ほう哮こうで揺さぶられはじめた。押し寄せる寒気と熱波のような圧迫感にさらされた上に、視界が真っ白になるほどの光が爆発して闇を払い、一時的に視力が奪われてしまう。

　耳を聾ろうする絶叫か怒ど号ごうか知れぬものに、頭ず蓋がいを鷲わし摑づかみにして壁に何度も打ちつけられるような衝しよう撃げきに、どれだけ耐えていたのだろう？

　そうしてセシアが再び瞼まぶたを開けた時には、すべてが終わっていた。

　見れば黒い煤すすのようなものが、石の床に、不気味に焼けついた人ひと形がたの痕を残している。

　冷たいものが背筋を伝った。これはもしかしなくても、イロンシードの──。

　──消すって……まさか、こういうこと？

「成功したか」

　フリーデルの怖いほど落ち着いた声が、氷柱つららで刺すかのように耳を穿うがつ。彼のこういうところは、狂博士の冷ややかさと重なって苦手だ。

　──確かに……イロンシードはいずれ倒さなければいけないとは思っていたけれど。

　まさか、こういう結果になるとは。

　震えのやまぬ喉から再び声を搾しぼり出すのに、セシアはかなりの時間を要した。

「成功、したかもしれないけれど──イロンシードの魂なんて喰らってしまって、また『Ｄ』みたいな人格が生まれたらどうするつもりなの」

「案ずるな。アリスから、そうならないための手段も訊き出している」

「……それで、本当に大丈夫なの」

「少なくともアリスは無事だった。最終的には、あいつの精神力にかかっているが」

　アルカインに肩を支えられている、真紅の髪の青年へとフリーデルが視線を流す。

　イロンシードに無理やり身体を支配されたあげく、魂まで喰らったことで激しく消しよう耗もうしたらしく、センレッドは息も絶え絶えだ。

　セシアが駆け寄って手を貸していると、ラゼリオンが近づいてきた。

　もう何を言えばいいのかわからなかったが、言葉は勝手に彼女の唇からすべり出た。

「……このバングルは、一体何？」

「〈ファウスト〉伝来の封印の魔術に加えて、あなたの執事に力をこめさせたものだが」

　簡潔にしてすべての疑問が氷ひよう解かいするかの如き答えに、セシアはそれ以上、何も言う気が起こらなくなった。
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　胸中は複雑にも程があるが、ひとまずセンレッドを救出できたことには胸を撫で下ろした時、ぞくりとする音がセシアの耳じ朶だにふれた。

　風の音──空気の流れ……？

　違う。

　誰かが低く口ずさんでいる。呪文めいた言葉を。そして石を穿うがつような重い足音が響く。

　気づいたと同時に、暗闇の奥底へと続く階段から何かが現れた。

「うげッ」

　ものすごく素直にうめいたのはアルカイン。セシアも鋭く息を吞む。

　現れたのは、ひとの形こそしているが、人間ではありえない灰色の肌の──地上で見た試作とやらによく似た異形だ。

　しかし何かが違う。あの化け物たちよりも、さらに完成度が高い。

　この魔人たちのガラス玉めいた瞳にはわずかながら攻撃的な意思が見られ、動きもしっかりしている。

　どこの国の言葉とも知れぬ歌を低く口ずさみながら、鋼はがねの武器を構えていた。不気味な軍勢である。

「血の臭いが、かすかにしますね」

「血だけじゃねえぞ。……なんっか薬品くせえし、気色悪わりぃ」

　ルーシャスのぼやきに、アルカインが眉間のしわを深くする。

　地上に逃げるのは不可能ではなさそうだが、階段が狭いから、まだセンレッドを抱えながらでは危険かもしれない。

　契約者ウオーカーたちと視線を交わし、フリーデルにも一応確認をとろうとしたら、研究者気質のわりに好戦的な彼はすでに腰の剣を引き抜いていた。

　腹をくくり、セシアも左手で銃を構えた。

　同時に右手には、片手で振れるよう刀身を短めにしたレイピアを握る。フリーデルが新しく作ってくれた魔術道具だ。

「うまく扱えよ」

　傍かたわらにやってきた少年に「わかってる」と鋭く言い返す。

「我が姫マイ・プリンセス。僕たちが前に出ますから、あなたはそこの少年と一緒に、センレッドを守っていてください」

「了解。気をつけて」

　ルーシャスの言う「僕たち」の中に入れられても、ラゼリオンは特に異議を唱えなかった。普段は喧嘩の好きなアルカインも、「団体さんすぎだろ」とぼやいて魔人たちに向き直る。

　センレッドはまだ呼吸するのがやっとで、到底戦える状態ではない。

　石室の隅に座らせた彼を守りながら、何度も再生するという魔人の群れを向こうに回すのは、あたりまえだが楽ではなかった。けれどもそのお蔭で、騎士たちの亡なき骸がらで造られたモノを攻撃することへの躊ちゆう躇ちよは捨てられた。

　──ご先祖様だって、こんな形でわたしたちを傷つけたくはないはずだ。

　──わたしたちが止めないと。

　地上に通じる階段を背にする態勢で、魔人たちを迎え撃つ。

　今や包囲は二重──いや、三重にもなっていた。吸血鬼の魔術が紅い光となって爆はぜ、人狼が怪力を拳や蹴りに乗せて放ち、フリーデルの氷の刃が空を切り裂くたびに、魔人たちがまとう外套の切れ端や武器の破片や灰に塗まみれた塊かたまりが、薄明かりに舞う。血の代わりらしい青い液体が飛び散ると、薬品じみた臭いが鼻をついた。

　セシアは使用を制限された銃よりも、小回りの利く右手のレイピアを振るっていった。

　再生するというのは本当だったようだ。斬り伏せたはずの魔人が、しばらくすると起き上がってくる。ようやく包囲網を切り崩せたかと思う端から復活してくるから、身体だけではなく次第に心までが萎なえそうになる。

　──これって、完全に消し炭にでもしないと駄目なのか？

　──ラゼリオン様は……魔力を使えないって言っていたけど……。

　気になり、視線を一瞬だけそちらに動かした時、右斜め後ろから殺気を感じた。魔人だ。鉈なたのような武器でこちらの背中に斬りつけようとしている。

　とっさに体勢を低くして避けたつもりだったが、予想に反して攻撃が来ない。

　見れば目の前にセンレッドの背中があった。彼が剣を抜いて魔人を斬り伏せている。

　セシアは思わず叫んだ。

「センレッド！　無理したら──」

「……無理は、してない。みんなのために戦いたいだけで」

　彼にしては強い語気で言われてしまうと、絶対に駄目だとは言えなくなる。自らも負傷で戦いへの参加を禁じられた時に、辛い想いを味わったから。

　幸いにというか、先刻よりは随分顔色もよいようなので、信用することにした。彼が参戦してくれれば心強いのも事実だ。

「わかった。──背中はわたしに守らせて」

「……ありがとう」

　離れていた間の不安も、救出が遅れたことへの忸じく怩じたる想いも、おそらくセンレッドにあっただろう罪悪感も、普段のままのやりとりの中に溶けて消えてゆく。

　その時、階下から浮かび上がるように新たな人影が現れたことに、セシアはセンレッドとほぼ同時に気づいた。

「！　あなたは──」

「──それが完成した『魔人』です。『夜の女王』陛下」

　シルクハットを指先に引っかけて、くるくると回しているのは、暗い黄金の瞳の狂博士。

　セシアの背後で、センレッドが息を詰める気配がした。

「灰と……悪魔の細胞を使って？」

「左さ様ようです」

　周囲の喧けん騒そうをよそに、フランケンシュタイン博士が奇妙に優雅にうなずく。

　魔人の壁が、二人の話を妨さまたげないようにとでもいうのか、攻撃をやめて遠ざかる。

「『土は土に、灰は灰に、塵は塵に』という葬儀の祈き禱とう文ぶんがありますが──この技術を使えば、魔術師を灰になっても使し役えきできる。お悩みの〈青の薔薇十字団〉の人手不足も解消されることでしょう。なんなら、エウローペ大陸で今も盛んな魔女狩りで火刑に処されている人々の灰を集めるのもいい。即戦力級の魔術師が、いくらでも造れるかと」

　静かな声が耳にへばりつく。

　得意げなわけでもなく、いたって冷静な口調なのが、かえって怖い。

　──『私の今の研究が完成すれば、陛下と〈青の薔薇十字団〉のためにもなるのですから』

　たとえばフリーデルのような過激派ならば、あるいは賛同もあるかもしれない。けれどセシアには許きよ容ようしがたい技術だった。

　自分より以前の代の『夜の女王』たちだって、そんな禁きん忌きで生み出されたモノを使ってこの国を守りたいとは思わないはずだ。

「そんなこと、先人たちへの冒ぼう瀆とくです。青薔薇の騎士は単なる戦いの道具ではありません」

「〈青の薔薇十字団〉の現状で、建たて前まえを言っている場合でもないと思いますが？　異常な魔術事件に向き合う人間は、心も身体もひどく消耗します。陛下とて連日連夜、王都を護るために奔ほん走そうするのはおつらいでしょう？　この魔人たちなら、疲れを知らずに動かせる」

　……そういう問題ではない。なのに通じない。

　何度も蘇るという特質を持ち合わせているとはいえ、これでも同じ人間の感性なのかと眩暈めまいがしそうだ。

　セシアの強い困惑を、フランケンシュタイン博士は察したらしい。

「残念ながら、陛下。私は死ねる生き物には同情しないのですよ」

　ぞっとするほど冷たい声で言う。

　戸惑いと、それを凌りよう駕がする怒りのせいか、返すセシアの声も、狂博士の声につられたかのように硬く冷たくなった。

「あなた自身は、死ねない生き物だからですか」

「ご存知でしたか」

「だから──」

　センレッドにも酷むごい仕打ちができたのかと言いかけて、本人がすぐ背後にいることを思い出して口ごもるが、狂博士はそれも読んでいたようだ。

「私の世界には、私自身と、私ではない実験材料しかない。ただそれだけのことです。そこのミゼラータとて例外ではない」

　冷酷な言葉が、闇に刻みこまれた刹那──。

　それまでセシアの背後で石像のように息を殺していたセンレッドが、不意に動いた。
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　背後でどろりとマグマが動いたような気配が、まずあった。火山が鳴めい動どうして炎を噴き上げる、そんなイメージを抱かせる怒気がセシアの背に押し寄せる。

　振り返りたかったが、圧倒されて身体が動かない。視界がほのかに紅い色を帯びていくのがわかる。センレッドではない、強大な炎の悪魔が産うぶ声ごえを上げたかのような──。

　──まさか……さっき喰らったイロンシードの魔力が。

　──……暴走しかけてる？

　周囲の熱気に反し、氷柱つららを首筋に突き立てられたような悪寒がセシアを貫いた。

　駄目、と叫ぶより早く、センレッドがセシアの前に出る。

　彼の周囲には炎の魔力が渦を巻いていた。

　鋭い横顔。ガーネット色の瞳は怒りに燃え、自分を散々に蹂じゆう躙りんしたフランケンシュタイン博士ただ一人を映している。普段の翳かげりとやさしさが相あい半なかばする表情はどこにもなく、まるで別人だ。

　凍りつくセシアとは対照的に、狂博士は異様なほど嬉しそうにセンレッドを見ている。

　危険な予感がした。突然手に入れた強大な力と復讐の意思という炎に吞まれて、センレッドというひとそのものが燃え尽きて消えてしまうのではないかと。

　──ッ、の……動け！

　釘で床に打ちつけられたように動かない脚を叱咤して、セシアが必死に手を伸ばした時。

　闇にあってなお暗い漆黒の影が、惨さん劇げきへと突き進もうとしていたセンレッドの右腕を摑つかんだ。

　──ラゼリオン様。

「のまれるな。センレッド」

　黒衣の悪魔は、すべてを知っている者だけが持つ静かな声で言った。

「君が、君の魂を燃やし尽くしてまで、そんな男の望みどおりにしてやる必要はない」

　──望み？

　フランケンシュタイン博士の望み。

　──自分の研究を完成させること以外の？

　セシアは眉をひそめた。一方のフランケンシュタイン博士も、おもしろくなさそうに顔をしかめる。

「四番目の殿下」

「これ以上彼をもてあそぶのはよせ。あなたの望みなら、私でも叶えられる」

「ではそれを、私の目の前で証明していただけますか」

　構えや包囲網はそのままに、動きを止めた魔人へと視線を流す狂博士。

　ラゼリオンが返事に至るまでの間は、意外なほど短かった。

「──いいだろう」

「禁きん忌きだと、五番目の殿下から伺っていますが？」

「あなたは自分の目で見たものしか信じないのだろう？　博士。ならば仕方ない」

　セシアにも、正気を取り戻したらしいセンレッドにも理解しきれない、けれど不吉な予感だけは痛いほど感じる会話。

「ルーシャス。アルカイン」

　けれど誰も口を挟めないでいる中で、セシアたちのそばに駆けつけてきた二人の魔物へと、ラゼリオンが呼びかける。

「セシアとフリーデル──センレッドも保護してくれ。私がこれからすることは、人間の身体には負担になる。それにおそらく、今の私は加減ができそうにない」

　漠ばく然ぜんとした指示だが、ルーシャスたちは女王を護る騎士の本能で従うことにしたようだ。

　首まで泥に浸かったように動けないセシアのそばに、吸血鬼が寄り添う。

　そして。

「──フランケンシュタイン博士」

　ラゼリオンが、ぞっとするほど感情の抜け落ちた声を発し──。

「これが、あなたの望みを叶える力だ」

　するりと手袋を外した右手の甲を、口元に押し当てた。

　儀式めいた仕草に合わせ、空間に耳鳴りに似た詠えい唱しようがどこからともなく響きはじめる。

　空気が薄く冷たくなって、温度がじわりと低くなる。

　……何か恐ろしいものが、呼び覚まされた。

　そんな気がする。

　空気がざわめいていると感じた刹那、足元が揺らいだ。今しも爆発しようとする火山の真上に立っているかのようだ。地の底から何かがせり上がってきていて空間がひしゃげ押し潰されていく、そんな不安なイメージも頭に浮かぶ。

　やがて、翡ひ翠すい色いろをした靄もやのようなものが、ラゼリオンの周囲に忽然と立ちこめた。

　次々に形をとるのは、陽かげ炎ろうめいた無数の人影。魔人と似ていなくもないが、

　──影の軍勢。

　その先頭に立つ将軍の姿は、セシアが歴史書や英えい雄ゆう譚たんで見たそれに酷こく似じしていた。

　──まさか……ここに眠る、建国の騎士様？

　それだけではない。

　生きた時代も衣裳も装しよう束ぞくもさまざまな死者たちが、翡翠色に透ける幻影の肉体を得て蘇り、かつてのように武器をたずさえている。霊廟地下の大空間は、たちまちその軍勢に埋め尽くされた。魔人たちの数の比ではない。

　ドルイドの地下神殿が、一瞬にして死者たちの瘴しよう気きに支配される。地下から冥めい府ふがここに顕あらわれたかのように。

　冷気が一段ときつくなり、セシアは思わず、自分を庇うように抱きしめるルーシャスにしがみついていた。それでも寒さは肌に深々と突き刺さり、神経を抉えぐり、骨を蝕む。

　ラゼリオンによって冥府から呼び戻された騎士たちは、彼の瞳の色と同じ翡翠色の身体を揺らめかせて、魔人に向かっていった。

　凍れる刃を振り上げ──斬り伏せると同時に、魔人の身体が光の粒子へと変じた。美しい滅びの光景が何度となく繰り返される。

　恐るべき再生は、ない。──起こらない。

　翡翠色の刃は次々に確実な『死』を魔人に与え、いつしか広間から消していた。セシアたちがあんなにてこずったのが噓のように。足元にぬかるんでいたその体液さえ、翡翠色の騎士たちに踏まれるうちに光の粒子となって散っていく。

　見ている前で、ふと騎士たちは姿を消す。歌声もなくなる。

　恐ろしく穏やかな処刑が終わり、息を詰めていたセシアたちが身体からようやく力を抜こうとした、その刹那だ。

　ラゼリオンが息を吞む気配。

　──な……に？

　瞳に翡翠色の光の膜がかかったように感じて、セシアは何度も瞬く。

　身じろぎしようとして初めて、セシアは異変を思い知る。

　彼女を護るように抱きしめていたルーシャスが、淡い翡翠色の光に閉じこめられて凍りついていた。隠すように庇ってくれていたアルカインの広い背中も同じだ。センレッドとフリーデルも、狂博士さえ、驚きよう愕がくに目をみはったまま硬化していた。

　──動けるのは……わたしだけ？

　いや、ラゼリオンもだ。

　こちらに背を向けた彼は、顔を手で覆ったまま、浅く苦しげな呼吸を繰り返している。

　──魔力が、抑えきれなかった……のか？

　どうして自分だけが動けるのだろう。

　疑問を頭の片隅に追いやり、セシアは動かないルーシャスの腕からすり抜けた。

　石になりかけたように重い膝に無理やり力を入れ、永遠にも感じる時間をかけて、黒衣の背中にようやく到いたる。霜しも柱ばしらの上を重たい小麦の袋を引きずるような足音が聞こえていないはずもないのに、ラゼリオンは動かない。

「……ラゼリオン様」

　黒衣の腕に、自分の、翡翠色の燐りん光こうに絡みつかれたそれを巻きつける。

　時間さえ凍りついたような空間の中で、彼がゆっくりと振り返った。

　アイスグリーンの瞳に宿るのは、虚うつろな光。

「力を、抑えてください」

　切れ切れに訴えかけるセシアの唇を、ラゼリオンの指が確かめるようになぞる。

　周囲に広がった凍れる冥府の世界とは裏腹に、頭が訳のわからない熱を帯びた。けれど何をすべきなのか──彼を冥府の美しいが凍りついた世界からこちらに目覚めさせるにはどうすればいいのか、にぶる頭で考えて。

　セシアは夜の漆黒の髪に指をくぐらせ、ラゼリオンの頭を少し強引に引き寄せた。

　温もりを教えるように、戻ってきてと願いをこめて、唇を重ねる。

　アイスグリーンの瞳が驚いたようにみはられた刹那、世界が再び動きはじめたのを知り、セシアは大きく息をつくと同時にそっと離れた。
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　凍ったガラスが砕け散ったように、仮かり初そめの冥界があっけなく消える。

　動きを止めていた仲間たちが、白はく昼ちゆう夢むから醒めたような顔で、元どおりの音と空気を取り戻した周囲に困惑していた。冥府の騎士たちに打ち砕かれた魔人は、存在の痕跡すら残していない。

　──元に……戻った。

　安堵のためにぐらりと力が抜けた身体が、ラゼリオンの腕に支えられる。

　すまない、という声が聞こえた。

　何が起こったのか理解できないのか、しばらくは誰も言葉を発しなかった。

「──それが四番目の殿下の『死』のお力ですか」

　完成した魔人をすべて失ったというのに、フランケンシュタイン博士の声は不思議なほど満足そうだった。

「素晴らしい──実に素晴らしい」

　仮面のような笑顔がゆっくりと崩れて。

　長年探していた宝物を探しあてたかのような歓喜と、長い間彷徨さまよった洞窟に光が射したかのような希望を滲ませた、けれど同時にどこか寂しげな──。

　一生忘れられないような、複雑な表情。

　初めて、ラゼリオンとともに狂博士に逢った時にも見た表情だと、セシアは思い出す。

　ラゼリオンはさえぎるように言った。

「博士。あなたは論文に書いた方法以外に、どれだけの死に方を試した？」

「あれですべてです。あらゆる種類の毒と刃やいばを試しました。夜を迎えた冬の森で自らを骨まで凍りつかせたことも、焼け落ちる館の中に最後まで残って、黒い煤すすの塊かたまりになったこともあります。けれど──結局はご覧のとおり、蘇ってしまった」

　虚無感に支配された声。

　セシアはそこでようやく、フランケンシュタイン博士の本当の望みに気づく。

「そのために、あなたはセンレッドを魔人にしようとしたのか」

「左様」

　すでに凍死したような金色の瞳で、狂博士は告白する。

「私を憎むことで、その力を最大限に発揮できれば、ミゼラータは私のこの忌いま々いましい肉体を灰も残さぬほどの強さで灼き尽くせる可能性がありましたから」

　はっとして、センレッドを見やる。

　先刻まさに狂博士の思惑どおりに手を下しかけた青年は、棒立ちで、震えつづける口元を手で押さえていた。

　躊躇いながらもラゼリオンから身を離し、セシアはセンレッドへと駆け寄った。手を伸ばしきる前に、彼の方から握られる。力は強く、痛みを覚えるほどだったが、セシアは何も言わずに寄り添った。

　視界の端で何かが動いたと思ったら、アルカインだった。センレッドの真紅の髪をかき混ぜる手つきは無む造ぞう作さだが、飾らない慰なぐさめがこめられている。ルーシャスも歩み寄ってセンレッドの背を軽く叩く。

　フリーデルは──と見やれば、彼はさすがに近づいてはこなかった。ただ、不機嫌そうな顔のままで言う。

「いい年こいて泣くな。しかもこんな狂人のために」

「ッ……な、泣いてはいない」

　センレッドが少し恥ずかしそうに頰を染めて、顔を上げる。

　ほのかに温かい空気が流れたところで、再び声が聞こえた。

「──四番目の殿下なら私を殺せるかもしれないと、五番目の殿下に話を聞いて思いました。それが」

「確かに。今の力を使えば、博士、あなたの肉体にも確実に死は与えられる。──だが、ここまでの事態を引き起こしたあなたに、そんな褒ほう美びを易やす々やすとくれてやる気は起きないな」

　ラゼリオンもまた、いつもどおりの冷淡に感じるほど理性的な調子を取り戻している。

　さっきセシアが……したことで、自分をも取り戻したのだろうか？

「罰なら受けましょう。なんなりと」

「死も、死に通じる痛みもあなたには罰にならないのだろう？　交換条件だ、フランケンシュタイン博士。──センレッドのために、今しばらくは生きろ」

「……え？」

　戸惑いの声を上げたのは、唐突に名を出されたセンレッドだ。セシアも瞬きを繰り返した。

「彼は魔王子の魂を喰らった、前ぜん代だい未み聞もんの存在だ。博士、あなたは彼の身体のことは〈ファウスト〉よりも熟じゆく知ちしているのだろう？　ならば予よ後ごを良好に保つためには、あなたの協力が必要だ。その後でなら、私はあなたに『死』を与えよう」

「ミゼラータのそばで暮らせと？」

「センレッドを最初にああいう身体にした、最低限の責任はとれと言いたいだけだ。彼はあなたの研究の犠牲でこうなったのだから、今度は彼のために力を尽くせ。それに──あなたも、本当は彼に愛情がないわけではあるまい？」

「…………」

　フランケンシュタイン博士は、肯定も否定もしなかった。

　さまざまな感情の交こう錯さくする沈黙ののち、彼は奇妙に狂おしさや冷酷さの抜け落ちた瞳で、口を開いた。

「わかりました。その条件をのみましょう」

　博士の答えを聞き届けて初めて、ラゼリオンがこちらを振り返る。

「それで構わないか？　セシア。博士の身柄については、私が責任を持つが」

「──そう……ですね。それでいいと思います」

　一瞬躊躇いつつも、うなずく。よくよく考え直してみても、捕縛した後どう罰すればいいのかは難しいところだったし、センレッドの今後は懸けん案あんのひとつだったので、拒否する理由は思いつかなかった。リュシィが騎士として働くことで罪を償つぐなうよう命じられたように、〈青の薔薇十字団〉は処刑よりも更こう生せいを好む。

　少なくとも、あの魔人を利用するよりはましなことだと思う。

　と。

　乾いた拍手の音が、場違いに明るく響いた。

「──さすが。なかなか楽しかったよ、四兄」
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　場にいた全員が振り返ったのは、地上へ到るもうひとつの階段。そこにいつのまにか、金色の猫っ毛の青年が腰かけていた。シリウスの銃弾で穿うがたれたものか、衣裳のあちこちに焼け焦げた痕が見える。

　猫たちはどこに隠したものか、一人きりで、どこか寂しげにも見えた。

　冷たい目をしたラゼリオンが、弟を見据えて話の口火を切った。

「今回のことはおまえの発案か」

　レジーは肩をすくめた。

「そう。だいたいの部分は僕が編み上げた。──〈黒世界〉に入りこんでたフランケンシュタイン博士を保護したのと、次じ兄けいに研究に手を貸してくれるよう頼んだのと、四兄を継承戦争に巻きこむにはどうしたらいいか計画を練って、カールレオン城に拘こう留りゆうされた次兄を助けた。そのくらいかな？」

　……それは「ほとんど」と言う気がする。セシアはこめかみを押さえた。

　拍ひよう子し抜ぬけするほど悪びれないレジーに、ラゼリオンの目つきが険けわしくなる。

「手間のかかった話だな。なんのつもりだ」

「好奇心でしかないけど」

「私の力に対する、か？」

「そういうこと。四兄の力は〈黒世界〉でも他にない性質だからね、昔から気になってた。そのくせ、他の兄者たちと違って表に出てこないから、結構苛いら々いらしたなぁ。だけど予想以上で嬉しかったよ。苦労の甲斐はあったと思う」

　レジーはぞっとするほど幸福そうな笑みを浮かべる。

　対するラゼリオンは、寒気のする無表情に戻っている。怖いほど規則的な足取りで、弟の目の前まで向かうと──。

　にぶい音が響き、拳で殴り飛ばされたレジーが、勢いよく石の壁に叩きつけられた。

　常に持って回った悪魔には似合わない、あまりにストレートな怒りの表し方に、セシアたちは啞あ然ぜんとする他ない。

　だがレジーは「痛いなぁ」と顔を撫でただけで、笑いながら起き上がってきた。さすがに魔王の御み子こは頑がん丈じようだと無駄に感心してしまう。

「さあどうぞ、煮るなり焼くなり。こんな美味しくない魂でもよろしければ。僕が一番興味を持ってる四兄に殺されてひとつになるんなら、悪くない末路だ。どのみち僕の存在なんて〈黒世界〉じゃ、なんの意味もないし」

　降こう参さんというように両手を広げたレジーが、追いつめられたとは思えない気楽な口調で言葉を続ける。

　ラゼリオンがわずらわしげに吐き捨てた。

「変態か」

「変態ねえ。ま、別に変態でもいいよ。僕は僕なりに四兄を応援してるだけだから」

「迷惑だ」

「迷惑でもいいよ。僕は力も弱くて存在感のない魔王子だけど、何を考えるかは自由だし」

「…………」

　ラゼリオンが言葉を失う姿なんて、セシアは初めて見た気がする。力は弱いが、レジーは意外に侮あなどれない悪魔かもしれない。

「だってその力があれば〈黒世界〉はもう少しまとまると思うんだよ、四兄」

「……だから私に魔王になる気はないと。知っているくせに、くどいぞ。おまえが仮にも〈黒世界〉の現状を憂うれえているというのなら、もう少しましなことをしろ」

「だって、最弱の魔王子の僕に何ができると思う？」

「私に従え。二度とこのような謀はかりごとをして人間を巻きこまないと約束しろ。二番目のあの馬鹿と違って、おまえはその程度には賢いだろう？」

「うーん……命根性が汚いという自信はあるかなぁ。次兄みたいに、快楽のためだけに死ぬ度胸はないし。でも特に生き永らえたいわけでもなし。やっぱり殺してくれない？」

「断る」

　にべもない即答だった。レジーが肩をすくめる。

「『死』を司る力の持ち主のくせに『死』を有効活用しないなんて、本当に四兄は変わってるよ。まあ、だからこそ僕にはおもしろいんだけどさ」

「おまえに変わっていると言われたくはないがな。──だが『死』を濫らん用ようしたら、私はただの大たい量りよう殺さつ戮りく者しやにしかならない。そんな不名誉な称しよう号ごうは御免だ。ただでさえ魔王の御子だなんて、厄介な肩書きで面倒なことになっているのに」

　ラゼリオンが嘆息する。

　かすかに苦笑いを浮かべ、それを引っこめると、レジーは言った。

「──忠誠って、どうやって誓うものなの？　僕そういうの縁なかったんだけど」

「真ま名なを教えろ。それだけでいい」

　ラゼリオンはあくまでもそっけないが、彼の弟はそれでめげる性格でもない。

　レジーは膝を折ると、初めて真しん摯しな目を見せた。

「我が真名はレザンディ。──美しき冥府の力を司つかさどりし兄上に、永久の忠誠を捧げます」

　こんなでいい？　とすぐに破は顔がんして、おごそかな雰囲気をあっさり台無しにしたが。
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　ローズグレイ・ハウスが、懐かしく思えた。

　事後処理は本当ならカールレオン城ですべきところを、少しわがままを言わせてもらったのは、久々に我が家の空気を吸った方が、心身ともに回復が早い気がしたからだ。セシアは無論のこと、他のみんなも。

　執事さえも不在で寂さびしい想いをしていたフェアリー・ドールと猫たちから熱烈すぎる歓迎を受けたり、戦勝祝賀会もどきのティー・パーティーをしたりと、にぎやかな明るさのお蔭で、気分はすっかり切り替えられたような気がする。

「──センレッド」

　疲れを理由に、私室に引き揚げることにした真しん紅くの髪かみの青年を、廊ろう下かで呼び止める。

　少し怯えたように振り返ったガーネット色の瞳に、セシアは微笑ほほえみを向けた。

「お帰りなさい」

「……え？」

「ばたばたしてて、言い忘れてたから。ちゃんと言っておきたくて」

　今回の帰き還かんには、特別な意味がある。センレッドはおそらく本気で、二度と戻れぬ覚悟をしただろう。だからこそ、しっかりと感じてもらいたかった。今は確かに安全な場所にいて、皆に守られていることを。

　するとセンレッドは、ぽつりとこぼした。

「でも、おれは……これからも、ここにいていいのかな」

　フランケンシュタイン博士の治療により、改造手術と薬で半ば潰つぶれていた喉のどは癒いやされたはずなのだが、その声は消え入りそうに小さい。

　セシアは苦笑いした。

「この数日で、わたしの一番つらかったことと、一番うれしかったことはなんだと思う？」

「……？」

「一番つらかったのは、リュシィさんがわたしのせいで傷ついたことと、センレッドが狂博士のせいで苦しんだこと。うれしかったのは、あなたたちが、完全に……とは言えないけれど、ちゃんと無事で今ここにいてくれること」

　二人とも、心身ともに傷つけられてしまった。特にセンレッドは四番目の魔王子の魂たましいと力という十字架を、今後も背負っていかねばならない。

「終わりよければすべてよし──って、そこまでは開き直れないけれど。わたしにとっては、悪くない結末よ」

　傷は癒いえる。生きている限り。

　それは、セシアが青あお薔ば薇らの騎士として生きるさだめを受け入れた時、師し匠しようが最初に教えてくれたことだ。だから死の翼が頭上で広がるその時まで、あきらめてはいけないと。くじけずに頑張るのではなく、くじけても決してあきらめてはいけないのだと。

「……おれは、ずっと思ってた」

　あの悪魔や吸血鬼と違い、お世せ辞じにも口くち達たつ者しやとは言えない青年は、時間をかけて言葉を探す。

「生きてる限り、博士の影から抜け出せないのかなって。──でも、今回のことで……忘れるのは無理でも、おれなりに折り合いをつける覚悟というか……今度はおれの方が博士を利用してでも、戦ってく覚悟は決められた」

「センレッド……」

「償つぐない……と言うと大げさだし、セシアもみんなも、そんなのは望んでないだろうけど。助けてもらったことを、後悔させない」

　伏せていた顔を上げ、目を細める。

　ぎこちない笑顔だったけれど、以前よりも靭しなやかさや男らしさを感じさせるそれに、セシアは不覚にも一瞬どきりとさせられた。不意打ちは反則だと思う。

「おれはこれからも、セシアとずっと一緒に戦う。……約束する」

「わたしも約束する。あなたに何があっても助ける。どこにだって、必ず迎えにいく」

　意思をこめた声で誓ちかうと、センレッドがくすぐったそうに頰ほおをほころばせた。

「……かっこいいな」

「センレッドもね」

　まっすぐに交わす視線。同じ強さで握にぎり合った手の温ぬくもり。

互いの存在を感じあう喜びを分かちあい、セシアはセンレッドとともにかすかに微笑んだ。
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「──ラゼリオン様？」

「ここだ」

　どこの施設においても彼の居場所になってしまいつつある、書庫の奥。

　空間の限界まで本を収納しただけで、椅い子すや机といった気の利いたものがない殺さつ風ぷう景けいな空間に、彼はいた。棺ひつぎじみた意い匠しようの本箱の上に、腰を下ろしている。

『死』の魔力を抑えるのには──なぜなのかは謎だが──執事のハンドパワーも有効だったようで、前回よりも大きな力を発揮した後にもかかわらず、ラゼリオンはすでに普段どおりに過ごしていた。ちなみにセンレッドが魂たま喰くいで得た力を制御するのにも、ハンドパワーは有効なのではないか？　と、現在あの性しよう悪わる美少年と検討中だ。

　ひとを──セシアを遠ざけずに済んだことを、ラゼリオンは地じ味みに喜んでいるようだ。

　相変わらず表情には乏とぼしいが、手にした本の頁ページをめくる仕草が軽やかだった。

　──あ。スペース空あいてる？

　ラゼリオンの隣に、小さな本箱がもうひとつ。セシアが座るのにちょうどよさそうな。

　──もしかして……。

　──わたしを待っていて、それであそこを選んだとか……いやいやいや。

　想像をすると、くすぐったい。庭園墓地での一件の照れも手伝って、目が泳いだ。

　アイスグリーンの瞳にうながされるまま、彼の隣に腰を下ろす。沈黙が気まずくなる前に、セシアは用意してきた言葉を急いで声にした。

「実は、帰ってきてから少し考えてみたんですけど」

「うん？」

「例の話。わたしがあなたの花嫁になるんじゃなくて、わたしが『夜の女王』としてあなたを迎える……というのでは駄だ目めなんでしょうか？」

　今までその話題を避けてきたセシアからの提案に、ラゼリオンは意外そうに目をみはった。

「つまり、私があなたの婿むこになるということか」

　……改めて当の本人から確認されると、暴力的なまでの気恥ずかしさに襲おそわれる。

　セシアはさりげなく視線をずらした。意味もなく書しよ架かに並ぶ本のタイトルを次々に目で追っていって、暴れだしそうな自分をなだめる。

「そうしてしまえば、あなたは魔王にはならなくて済むのかも、と思って」

「なかなか素敵な提案だな。一の兄君や〈黒世界〉のお歴々が納得するかどうかは予想がつかないし、あなたの〈青の薔薇十字団〉がこんな扱いづらい悪魔の婿入りを許してくれるかどうかもわからないという点を除けば」

「最大の問題ふたつを、さらっと指摘しないでください」

「なんだ。わかってはいたのか」

「あたりまえです」

　ぽんぽんと言いあう。互いの言葉がぶつかり、響ひびきあうリズムが心地よいと改めて思った。こんな時間を失いたくないとも。

　今の話題とは離れたところで、彼が自分の心の中に占める重みを嚙かみしめていると、ラゼリオンがふと心配そうに眉まゆをひそめた。

「だが、いいのか？　私にそんなふうに応えてしまって」

「あなたを止められるのはわたしくらいしかいないのに、今さら何を言うんですか」

　──なんて偉えらそうな言い草だ、わたしは。

　即座に、自分で自分に突っ込む。自分で予想した以上に、照れ隠しで意地を張っているのがばればれの声こわ音ねでもあった。

　以前のあれともまた違い、愛を告白しているも同然だったから、もちろん心臓は制御不能なまでに乱れているわけだが、あいにくセシアはそうした恥はじらいを素直かつ可か愛わいらしく表現できるタイプではない。

　今後は……そうなるのだろうか？　なれるのだろうか。

「まあ、実を言うと……まだ結婚までは……想像しきれていないんですけど」

「だろうと思った」

「それに、もし仮に万が一するとしても、まず妹が先じゃないとと思いますし」

「──妹君か」

　妹君は、あなたの方が先だと言いそうだが、とラゼリオンが小声で呟つぶやく。確かに。本当に、素早くひとの本質を見抜いてしまう悪魔だ。

「でも……わたしは、あなたがどんな悪魔でもそばにいたいし、あなたにもずっと一緒にいてほしいと思ってます。それだけは確かです」

「愛しているとまで言ってくれたのに、なかなか私の心をもてあそんでくれるな」

「そういうつもりは──」

「わかってる。からかっただけだ。──私も今は、その気持ちだけで十分だ」

　そばにいてもいい。いてほしいと願われている。そんな確証が得られるだけでも。

　ラゼリオンの安あん堵どしたような表情に、セシアの方がほっとさせられるが。

「って『今は』というと」

「いずれ物足りなくなったら注文をしよう。敵も多いようだし」

　それは吸血鬼のことかと思ったが、多い、というのが気になった。他に誰だれがいるんだ？

　センレッドとは、一度事故のようなことはあったが……まさか？

「深く考えなくてもいい。あなたが気づいていないのなら、私には好こう都つ合ごうだから」

　ぐるぐると悩む彼女の髪を、ラゼリオンがくしゃりと撫なでる。

「では今後はあなたを夫として支えよう」

「ってまだ結婚したわけではないんですが!?」

「そうだったか。──でも、試してみたくはないか？」

　試す？　セシアは眉をひそめた。ラゼリオンは吹っ切れたみたいに目を細めている。

「お互い、不意打ちにしてしまっただろう？　今度は一緒にするというのは」

「一緒にって、まさか」

　以前の不意打ちみたいな彼からのキスと、セシアが彼を止めるためにした口づけ。

　別にやったやられたの問題ではないし、仕切り直しというのも何かが違うと思う。思うのだが、いつのまにか手袋を外した彼の手で頰にふれられると、拒絶の意思が消えてしまった。

「絶対にしたくないというのなら、無む理り強じいはやめておくが」

「いえ──絶対に、というわけじゃ……」

　迷いにつけこむように、身体の距離が狭せばめられる。

　魂ごと搦からめとるような視線に、おいで、と誘われている気がした。いや、気がするどころではなく、間違いなくそうだ。吸血鬼にキスをせがまれるのとは訳が違うなと葛かつ藤とうしながら、

　──……うわッ!?

　予想外に早く唇くちびるが重なったので、思わず色気皆かい無むの悲鳴がほとばしりそうになる。

　息の塊ごと声をどうにかのみこんだ時、唇がもう少し深くふれあってきた。

　今度は一緒に、などと言っていたくせに、やはり主導権を握っているのはラゼリオンのような気がして微妙に悔くやしい。けれど自分から何か仕掛けられるほど、セシアは物慣れていない。

「セシア」

　それでも長い沈黙の後で、唇を離して名前を呼ばれると、不思議にほっとした。

　焦あせりとも緊張感ともつかないこわばりが身体からだから抜けて、代わりに胸がほんわりとはずむ。

　この悪魔とこういう……ことをして、安らぎに似た感覚を得られるとは予想外だった。

　これなら、悪くないかも。むしろ素敵なことかも。そんなふうに思ってしまう。

　彼女の表情を見届けて満足したみたいに、ラゼリオンがようやく顔を離してくれた。

「では、今日はここまでにしておこうか」

　セシアは素直にうなずきかけ──はたと眉をひそめた。

「今日はって」

「明日も、その次の日も、ずっと。あなたと一緒にいていいのだろう？」

　表面上は純粋な愛情に満たされた科白せりふ。だが何かが違うと、セシアの経験が告げている。

「──何か企たくらんでいませんか？」

「企むというほどのことでもない。以前から言っているはずだ。私は焦らず確実に、あなたを虜とりこにしたいと」

「と、虜にはなりませんよ。あなたに何かあったら止められるくらいには、わたしだって強くありたいんですから」

「知っている。ぜひそうしてほしいとも思っている。だが、それとこれは別だ」

　そうしてラゼリオンは、まぎれもない微笑みを見せた。

「これからがとても楽しみだ。──私の花嫁」











〈ｆｉｎ〉












あとがき




　こんにちは、あるいははじめまして。木き村むら千ち世せと『アルビオンの夜よるの女じよ王おう』第五弾です。

　女王と悪魔と世界三大モンスターズと何かがおかしい執しつ事じと以下略の物語は、これが最終巻になりますが、今回もまったりと楽しんでいただけたらうれしいです。

　内容について多くは語りませんが、狂博士はとても好みの設定で書けました。最初は各方面に気を遣ってアブない美青年に設定していたのですが、おっさんでもいいよ～と言われたので実に調子に乗りました。いろいろな映画の英国人俳優氏のイメージをミックスさせています。




　これが最後ということで、これまでの四冊以上にフリーダムに書いてしまったような気がしますが、さすがに主人公とフリーデル＝ロッテは結婚させられませんでしたね。残念。個人的にはこのコンビが一番書くのが楽でした。ラブラブとは一番程遠いのですが、そこがいい。

　次点は双子の女王と、主人公＋人じん狼ろうのコンビ。こちらも色気とは無縁ですがそこがいい。

　などと言いつつ、悪魔や吸血鬼のくっさい科白せりふもたいへん楽しんで書いていました。その手の科白を練るのは好きです。……読み返すときが、いろいろ大変ですが……。

　そんなこんなで『アルビオンの夜の女王』は、携帯サイト《ぽけっとＢ＇ｓ‐ＬＯＧ》でもいくつか番外編を書かせていただいたので、よろしければそちらもお楽しみください。本編では省かれがちな日常小ネタ系ですが、この物語の場合、日常が一番カオスで楽しいのではと。




　ここからは謝辞を。

　最終巻にあたり、いつも以上にお世話になりました、担当さま……。読むのが楽しいとのお言葉がとても励はげみになりました。ご恩に報むくいるためにも、今後とも精進いたします。

　最後まで素晴らしいビジュアルを提供してくださった、イラスト担当のこうじま奈な月づき先生。長らくお付き合いありがとうございました。キャラクターのいきいきとした表情やカッコいい構図に、何度惚ほれ直したことか、わかりません。全員大好きです！

　作者本人が気づかないミスまで指摘してくださつ校正さまをはじめ、このシリーズの発刊にあたってご尽力くださった方々にも、厚くお礼を申し上げます。

　そして誰よりも、最後までお付き合いくださいました読者様。読んでくださるあなたのための私と作品でした。読み終わっても、ときどきは思い出していただけたら光栄です。




　それでは、違う世界の物語で再びお会いできる日が来ることを祈りつつ――。


木村千世



















著者

木村千世

Chise Kimura




前巻の続きですが、Ｊ・アイアンズとＲ・ファインズとＤ・デイ＝ルイスにも目がないです。そんな英国人俳優てんこもりな、LotR　三部作とＨＰシリーズの映画は天国でした。

そんななので『ナルニア国物語』では長兄が一番好きだというと驚かれます。いやライオン（声がＬ・ニーソン）も大好きですが……。




■千年王国（Millenarism）

http://ckimura.web.fc2.com/










イラスト

こうじま奈月
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引っ越した場所からスカイツリーがよく見えます。

これからまだまだ高くなるのかと思うと楽しみです。
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